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　人生には、思いもよらぬ瞬しゆん間かんがあるものだ。

　自分にとっては、今日という日がそうだった。

「はじめまして……パパ、さん」

　目の前の子供が放った言葉に啞あ然ぜんとして、その場にいた全員が固まった。

　まだ幼児と呼んでいい年ねん齢れいに違ちがいない、まるでお人形のように愛らしい子供が、緊きん張ちようした面おも持もちで見つめる先にいるのは、他ほかでもない自分だ。

　パパ？

　全員の視線が、一いつ斉せいに自分に注がれる。

　そしてこの瞬間、平へい穏おんな生活は終わりを告げた。







　その日、服ふく飾しよく系のデザイン会社ｄｅａｒ ｋｎｏｗｓに勤める一いち倉くら蒼あお衣いは、いつも通りの朝を迎むかえていた。

　ｄｅａｒ ｋｎｏｗｓは、世界で活かつ躍やくする新進気き鋭えいのデザイナーが代表を務める会社である。特に若い世代に人気で、最近では海外のアーティストとのコラボレーションでも話題になった。

　青あお山やまにあるオフィスは、直線的なフォルムが特とく徴ちようのガラス張りだが、すりガラスや反射ガラスが光こう彩さいを計算して使われ、洗練されたデザインでありながらプライバシーにも配はい慮りよされた造りになっている。入り口のガラス戸の両側には樹木が二本ずつ植えてあり、その樹木の一本の根元には白いベンチが置かれていた。その背せもたれにさりげなく「ｄｅａｒ ｋｎｏｗｓ」と書かれているのが看板代わりだ。

　ベンチの前で立ち止まり、樹木を見上げる。朝日を浴びた葉がきらきらと光を反射させて、とても綺き麗れいだ。こういう自然の美しさに触ふれると、今日も一日頑がん張ばろうという気になれる。

　木々から力を貰もらうように一度大きく深呼吸してから、入り口へと足を向けた。

　ここは少数精鋭の猛も者さ達が集まりしのぎを削けずる戦場だ。パタンナーとして働く蒼衣も、日々ここで腕うでを磨みがいている。

　パタンナーの主な仕事は、デザイナーが描かいたデザイン画をもとに図面をひき、型紙におこすことだ。もちろんそれだけには止とどまらず、製造業者が作った試作品をチェックしたり、直接交こう渉しようしたりと、その仕事内容は多た岐きに渡わたる。

　ここでの仕事は充じゆう実じつしていて、何の不満もない。あえて一つ挙げるとすれば──

「ふざけないでよ！」

　──これである。

　一歩社内へ足を踏ふみ入れた蒼衣は、聞こえてくる女性の金切り声にまたかと小さくため息を吐ついた。

　以前から気に入らないとは思っていたが、最近は特にひどくなってきている。もう病気みたいなものだから、言っても無む駄だなんだろうとは思うが。

「ふざけてんのはそっちだろうが。昨日も俺はちゃんと言ったはずだろ。一晩だけ俺と遊ばないか？　って」

「……っ、それはっ、そうだけど……」

「俺が寝ねてる間に帰れ、とも言ったのに、起きたらまだいるってルール違い反はんだろ。ふざけんなって言いたいのはこっちのほうだっつうの」

　受付横の扉とびらにもたれかかって、しれっとした顔で最低なことを言う男。

　この男こそ、蒼衣が勤めるｄｅａｒ ｋｎｏｗｓのデザイナーにして代表取とり締しまり役やくでもある、国くに見み知とも、その人である。

　母親は超ちようがつく大物ファッションデザイナー、父親は大手アパレル会社の社長という、筋金入りのサラブレッド。それだけでもこの業界では注目される存在ではあるが、国見にはそれ以上に非ひ凡ぼんな才能があった。

　弱じやつ冠かん二十八歳の国見が作り出すデザインの数々は、世界中のセレブや著名人を虜とりこにしている。今やファッションの世界では知らぬ者はいない。

「何よ！　最低っ！」

　バチン!!　女性が手を閃ひらめかせると、国見の頰ほおに綺麗なもみじ模様が浮うかび上がった。

　うむ、なかなかいいビンタだ。俺の分までありがとう。

　目の前の修しゆ羅ら場ばに慣れ切ってしまい、どうでもいい感想しか浮かばない。この手のシーンをかれこれ何回見ただろうか。数えたことはないが軽く二ふた桁けたは超こえている。

「いってーっ」

　殴なぐられて悶もん絶ぜつする国見の足を、止めとばかりに女性のハイヒールのかかとが踏みつけた。お見事。そう思ったのは蒼衣だけではないようで、蒼衣と同じく空気と化している受付の女性が、小さく拍はく手しゆするのが見えた。

「あんたなんか、こっちからお断りよ！」

　捨て台詞ぜりふと共に、女性が鼻息も荒あらく退場していく。ここまで含ふくめて、見慣れた光景である。

「お、蒼衣、おはようさん」

　今さっきまで修羅場を繰くり広げていたとは思えない、気負いのない仕草で国見がこちらに手を振ふった。

　他に言うことがあるだろう。少しは気まずそうな顔でもしたらどうだ。それに、誰だれが名前で呼んでいいと言った。

　どれも何度も国見に投げつけたことのある言葉だが、何度言ってもまるっきり相手にされないのはもういい加減学習したので、顔を顰しかめるだけに止めた。

「最近の女って力強つええよなあ。あー、ほっぺた痛い。蒼衣、何か冷やすもんくれ」

　すでに赤くなり始めている頰を撫なでる国見に、同情する気持ちはまったく湧わかない。自じ業ごう自じ得とくという言葉が、これほど似合う男もそうはいないだろう。

「ない」

「いやいや、集会室の冷蔵庫に氷ぐらいあるだろ」

「分かった、言い換かえる。会社で騒そう動どう起こす野や郎ろうに使わせる氷などない。分かったらとっとと仕事しろ、このクズ」

「おい！　俺一応お前の上司なんですけど？」

　偉えらそうにそう言うくせに、国見はにやにやとした顔を蒼衣に向ける。罵ののしられて楽しいとか、さすがクズ。

「チッ……ドウモスミマセンデシタ」

「まるっきり気持ちこもってねえだろ、それ」

　子供のように顔をくしゃりと歪ゆがめて笑う国見に、突つっかかるのもバカバカしくなる。

　認めるのは癪しやくだが、黙だまっていれば見み栄ばえのする男だ。色気を感じさせる垂れ目、ほんのりと癖くせのある茶色い髪かみに高い鼻び梁りよう、それからほんの少し口角が上がった唇くちびる。身長は高く、スタイルは抜ばつ群ぐん。

　シンプルながらセンスのあるストライプのシャツに、動きやすいように仕事着にしているクラッシュデニムを合わせた姿は、デザイナーというよりモデルのようだ。下世話な話、自分自身がモデルをすればもっと服が売れるのではないかと思うぐらいにはすべてが整っている。

　黒髪で銀ぎん縁ぶちのメガネをかけ、見るからに生き真ま面じ目めと言われる蒼衣とはまさしく正反対だ。蒼衣も同じようにＹシャツにデニムという出いで立ちだが、センスのせいか、体型のせいか、とても同じには見えない。身長も五センチほど負けている。腹立たしい。

　加えて、デザインに関する類たぐい稀まれなる才能。一体どうしたらこんなデザインが出てくるのかと、頭の中を解かい剖ぼうしてみたいと思ったのは一度や二度ではない。

　デザインに関しては、この男を尊敬している。それは噓うそじゃない。だが、私生活に限って言えば、この男は間違いなくクズだった。

「それよりあんた、また会社に女泊とまらせたんだろう」

「え？　ああ、だって家に入れる気ねえし」

　受付横にある扉の向こうは、社内の仕事スペースとは独立した造りになっていて、そこには国見専用のプライベートルームがある。

　そもそもは、アイデアが湧いてくると昼夜問わず仕事にかかりきりになる国見が仮か眠みんをとるためのスペースなのだが、この男はその部屋に平気で女性を連れ込むから困る。

　寝しん室しつから仕事場へは直接行き来ができないし、受付から仕事場へ入るには指し紋もん認にん証しようを受けなければならないようになっているが、万一ということがある。

　どこの世界でもそうだが、相手を出し抜ぬくためならどんな汚きたない手でも使う、という輩やからは少なくない。そのために情報漏ろうえいには気を使っているのに、国見がこんな調子なので社員はいつも困っている。少しは自衛して欲しい。

「ホテルにでも行けばいいだろう」

「やだよ、何か落ち着かねえだろ？」

「大の男がやだとか言うな」

「今、お前だってやだって言った」

「……」

　子供か。無言で国見に冷ややかな視線を送ると、「何だよ」と懲こりずに突っかかってくる。

「怒おこったのか？　俺が女連れ込んだから？」

「怒ってない。呆あきれてるんだ」

　この男と話していると、やたらとため息が増える。本当にそりが合わない。

　くだらないやりとりに疲つかれながら、仕事場へと向かう。指紋認証を受けて中に入ると、すでに来ていた他ほかの社員が一いつ斉せいに国見に視線を向けた。

「やっと終わったんですか、朝の茶番は」

　どうやら、この中の何人かはちょうど朝の修羅場の横を通り抜けてきた組らしい。

「茶番って言うな」

　国見が唇を尖とがらせる。でかい図ずう体たいの男がやっても可愛かわいくない。……はずだが、美形とはどんな姿も様になるものである。憎にくたらしいことに。

「茶番でしょ。わざとあんなとこで修羅場繰り広げて」

「な、何言っちゃってんのお前、バカじゃねえの？　何でそんな見せつけるみたいなことしなきゃなんねえの、理由がねえだろ理由がっ」

　意地になった顔をした国見が、ちらちらとこちらに視線を向けてくる。

　何だ？　助けでも求めているのか？　助ける訳ないだろう、バカが。

　まあでも、茶番だということには同意するが、さすがに国見もわざとあそこで修羅場を繰り広げている訳ではないだろう。女性に罵られたくてやっているのなら、真性の変態ではないか。

　……変態？　何だか否定しがたい気がしてきた。

「おい、今何か変なこと考えただろ」

「上司がＳＭ趣しゆ味みとか、本気で転職を考えようかなと」

「そんな趣味ねえよ！　お前失礼すぎるだろっ。つか、やめるなんて許さねえし」

「まあ、今のところあんた以上に仕事したいと思える相手に出会ったことはないな」

　国見の、いつも新しいことに挑ちよう戦せんしていく姿勢や、デザインに妥だ協きようしないところは尊敬している。彼以上に自分を興奮させる仕事を与あたえてくれる人を知らないから、口では何だかんだ言ってはみても、国見にやめろと言われない限りは、今のところｄｅａｒ ｋｎｏｗｓをやめる予定はない。

「なあ、佐さ藤とう聞いた？　蒼衣渾こん身しんのデレだぞ。明日あしたはきっとひょうが降る」

　ただ思ったことを言っただけなのに、途と端たんに国見に茶ちや化かされ、言わなきゃ良かったと顔を顰めながら自分のデスクにつく。

　それぞれの作業場は別にあるが、朝は皆みな一度、集会室と呼ばれているこの部屋で自分のデスクにつくことになっている。一日一度は顔を合わせて打ち合わせをするべきだという国見の発案だが、雑談のみで終わることも多い。

　それでも、この時間が社員達の結束を強めていることは間ま違ちがいない。ほとんどの社員が技術職のため、没ぼつ頭とうすると時間を忘れる者も多い。この時間がなかったら、それぞれのことを知る機会は格段に少なくなるだろう。

「そういうこと言うから溝みぞが深まるんですよ。一倉の顔、今にも人殺しそうなぐらい凶きよう悪あくになってるじゃないですか。世界でも認められているパタンナーに、やめられても知りませんよ？」

　名指しされた蒼衣の隣となりのデスクの佐藤が、チェアに体を預けながら、苦く笑しよう混じりの視線をこちらに向けてきた。それに肩かたをすくめることで応こたえる。

「どうせなら喜ばせてやったらいいでしょうが。せっかくの綺き麗れいな顔なんだし、国見さんだって怒ってる一倉より笑ってる一倉のほうがいいでしょ？」

「何で、俺が蒼衣喜ばせなきゃいけねえんだよ。別に笑った顔見たいとか思ってねえし」

「綺麗ってところは否定しないんですねー」

「そ、そりゃああれだよ。客観的に見てそうだってのは誰だって認めるだろ。別に俺の好みとかではないけどなっ」

　蒼衣は、自分の顔のことを言われるのがあまり好きではない。綺麗な顔をしているとはよく言われるが、ただ単に男にしてはさっぱりとしているだけだと思っている。

　目はどっちつかずの奥おく二ぶた重えで、特とく徴ちようと言えばまつ毛が長いことぐらいだ。口元はどちらかと言えば薄うすく、顎あごのラインが女性的であることも、蒼衣にとってはコンプレックスでしかない。

「力説しなくても、あんたの好みが胸がでかくておまけに頭の悪そうな女だってことは知ってる」

「別に好みな訳じゃ……っ！　たまたま、そういう女ばっかが寄ってくるだけだ！」

　慌あわてた様子で国見が否定をするが、何のフォローにもなっていない。余計にこの男のダメさ加減が浮うき彫ぼりになっただけだ。

「最低だな」

「要するに、寄ってくる女を手当たり次し第だいにつまみ食いしてる訳だ」

　蒼衣と佐藤が口々に言うと、国見が「言い方が悪い！」と抗こう議ぎしてくる。

「もう少しオブラートに包めよ！」

「包みようがない」

「最低は言い過ぎだろっ」

　つまみ食いしてると言われたことに関しては認める訳か。

　まあ、国見がことさら蒼衣に絡からんでくるのは、今に始まったことではない。それはたぶん、二人の出会いが関係している。

　蒼衣は、元々はｄｅａｒ ｋｎｏｗｓの社員ではなかった。国見と出会ったのは蒼衣が以前勤めていたデザイン会社だ。その頃ころすでに手が足りないぐらいに忙いそがしかった国見が、イレギュラーで請うけてしまった舞ぶ台たい衣装の仕事のために、一時的に職人を貸してもらえないかと訪ねてきた結果、貸し出されたのが蒼衣だったのだ。

　その際、お互たがいに仕事に妥協しない性格の二人は、あわや殴なぐり合いかというぐらいの喧けん嘩かになった。結果的によいものができたが、仕事の間中寄れば触さわれば喧嘩をしていたから、仕事が終わった後、二度と国見は自分の手を借りたいとは思わないだろうと思った。

　だが後日、国見は何と喧嘩の延長戦のような態度で、会社に直接蒼衣を引き抜きに来た。

　眉み間けんに皺しわを寄せてそっぽを向いたまま、「お前、俺んとこ来いよ」と言われた時は、思わずぶん殴ってやろうかと思った。

　だが蒼衣もまた、性格はともかくとして、国見のデザインを気に入っていた。喧嘩までしたのも、このデザインならもっと上を目指せると思ったからだ。

　そして国見は、胸むな倉ぐらを摑つかみあうほどの喧嘩になっても、最後まで蒼衣に対して「お前は必要ない」とは言わなかった。国見の立場なら、簡単にそうすることができたのに、だ。デザインがよくなる可能性がある限り、怒おこりながらも蒼衣の話に耳を傾かたむけ続けた。

　この男となら、面おも白しろい仕事ができる。それは確信に近い直感だったが、ペーペーの新人だった蒼衣を拾ってくれたその当時の会社を、やめるという選せん択たくは蒼衣にはできなかった。

　だが後日、社長に呼び出され、首だと言われた。一体自分が何をしたのかと啞あ然ぜんとしながら問う蒼衣に、社長は言った。

『国見君のところに行きなさい。君の才能を、私では生かしきれない。国見君なら、もっと君に色んな世界を見せてくれる』

　正直、ショックだった。こうも簡単に手放されてしまう程度の自分が。だが、社長の言葉が本心からのものだということも分かっていた。社長は心から、蒼衣の将来を考えてくれているのだと。

　社長に「お世話になりました」と頭を下げ、その足で国見のもとへ行った。

『しょうがないから、あんたのところで働いてやる』

　とてもではないが、使って貰もらう立場の人間のセリフではなかったが、それを聞いた国見は笑って言った。

『しょうがないから、働いて貰ってやるよ』

　そんな始まりの二人であるから、今でも些さ細さいなことですぐに喧嘩になる。それでも、こちらの会社に移った最初の頃は、蒼衣とて一応国見に対して敬語で話そうと努力はしたのだ。

　だが国見に「お前に敬語使われると気持ち悪い。悪夢見そう」と言われ、今ではその努力もやめてしまった。後に残ったのは、まるで小学生の口喧嘩のような大人げのなさだけだ。

「大体、蒼衣には優やさしさの成分が足りねえんだよ。こいつこんな調子で、絶対恋こい人びとなんか作れねえだろ。……いないよな？」

「どうしていないと決めつける」

「は!?　いんのか!?」

　国見が、目玉が飛び出そうなぐらいに目を見開いた。そこまで驚おどろかなくても。あり得ないと言わんばかりの反応をされると、正直傷つく。そんなに恋人がいなそうに見えるのか。

「……いない」

　見み栄えを張りたいのは山々だが、残念なことに蒼衣は人生でまだ一度も恋人ができたことがない。噓うそを吐ついたところで、すぐにぼろが出るのは目に見えている。

「な、なんだよ……驚かせんなよ……っ、まああれだ、そんな気の利きかねえ性格で、恋人なんかいる訳ねえとは思ったけどな！」

　どさっと自らのデスクのチェアに腰こしを下ろしながら、国見がはははと笑い声を上げた。

「あんたと違って、誰だれ彼構わずじゃないだけだ」

　バカにされれば腹は立つ。だが、恋人がいないことを恥はじだと思ったことはない。国見のように数だけこなすことに何の意味がある。ただの時間の無む駄だだ。

　まあ、気が利かないことは認める。昔から、人の心の機き微びなどには疎うといほうだ。根本的に察しようという努力をしていないので、当然かもしれないが。

「俺だって別に誰彼構わずじゃねえよ」

「あれで、選んでるとでも言うつもりか」

　国見が連れ込んだ相手の顔を何人か思い浮かべる。特徴と言えば大きな胸ぐらいだろうか。

「いや、だってあれは恋人とかじゃねえし」

「……」

　じゃあ何なんだなんて、もう言い返す気にもならない。聞いたって余計に腹が立つだけだ。

「そんなことも分かんねえなんて、お前誰かを好きになったことなんかねえんだろ。いっつも仏ぶつ頂ちよう面づらで、楽しそうにしてんの仕事してる時だけだもんな」

「失礼な。俺にだって、好きだという感情を持つ相手ぐらいいる」

　あまりに決めつけられると、むくむくと反発心が芽生えてくる。好き、という感情ぐらい俺だってちゃんと知っている。

「へえ。何だお前にも好きな相手が……って、え？　はああああああああああああ!?」

　座ったばかりのチェアから、がたんっ、と音を立てて国見が立ち上がった。落ち着きのない男だ。

「うるさいな。突とつ然ぜん大きな声出すな」

「いや、だってっ……へ、へえ、お前にそんな奴やついたんだ。俺、知らなかったけど。全然知らなかったけど！　いや別に、まったく興味とかはねえんだけど、一応聞いてやるけど、どんな奴なんだよ？」

「どんな奴って……そうだな、まず瞳ひとみが綺麗に澄すんでいて、あの瞳に見つめられると何でもしてやりたくなる。近くに住んでいた頃はよく泊とまりに来てくれて隣で眠ねむったが、あの体温があるだけでよく眠れる気がしたな。毛は割と長い。撫なでた時に指に触ふれる感かん触しよくがとても好きだ。それから俺にいつも従順で──」

「うわぁぁぁぁぁ！　何それ！　何だよそれ！　一いつ緒しよに寝ねてた!?　どこのリア充じゆうだ！」

　鳥とり肌はだだ、鳥肌が立った！　と大おお騒さわぎして、国見がわしわしと頭を搔かき毟むしった。どうやら、羨うらやましがらせることに成功したらしい。国見に一ひと泡あわ吹ふかせたことに満足して、心の中で舌を出す。

　俺は別に噓はついていない。まあ、肝かん心じんなことで言っていないことはあるけども。

　それにしても、と過去を懐なつかしむ。思い出したら会いたくなってしまった。もうかれこれ長いこと会っていない。元気にやっているのだろうか。

「あのー」

　一人奇き声せいを発する国見と、ほのぼのする蒼衣、そして我関せずを貫つらぬこうとする他ほかの社員達。そのカオスな空間を引き裂さいたのは、受付の女性の間延びした声だった。

「何だよ！」

　国見の剣けん幕まくに、受付の女性は一いつ瞬しゆん気け圧おされたように黙だまり込んだが、恐おそる恐るといった様子で「お客様がいらっしゃってるんですが」と告げた。

「は？　客？　今日は来客の予定なんかなかっただろ？」

「それが、どうしてもパパに会いたいとおっしゃるお子様がいらっしゃっていて……」

「パパ？」

　そこにいた全員の声がハモった。

　パパ。今確かにそう聞こえた。だが、ここの社員は皆みな独身である。

　……来る場所を間ま違ちがったか、それとも修しゆ羅ら場ばか。だが、受付が通した以上、前者ではなさそうだ。となると、やはり修羅場。女性関係の修羅場と聞いて一番に思い浮かべる相手は、この会社では決まっている。

「あー、ついにこの時が来たか」

「いつか来ると思ってましたよねえ」

「むしろ遅おそすぎたぐらいですかね」

　社員達が口々に言いながら国見に視線を向ける。当然、蒼衣の視線も国見に向いた。これまでの遊びっぷりからして、子供の一人や二人いてもおかしくない。年ねん貢ぐの納め時か。

「ちょ、ちょっと待て」

「誰の子にしろ、国見さん面食いだから、可愛かわいいことは間違いないんじゃないかな？」

「そしたら、キッズライン作って、うちの広こう告こく塔とうにしちゃう？」

「とにかく、せっかく来た子供を追い返すなんて可哀かわい想そうだから、とりあえず入って貰おう」

「分かりました。では、連れて来ますね」

「お、おい！　待てって言ってるだろうが！」

　焦あせる国見を、全員が無視する。こういう時の結束はやたらと固い会社である。まあ、濡ぬれ衣ぎぬというには国見の日ひ頃ごろの行いが悪すぎるから、自じ業ごう自じ得とくと言うしかない。

　だから女遊びを控ひかえればよかったのに、と内心でこっそりと毒づく。女と見れば尻尾しつぽを振ふって、その結果がこれか。

「……こんにちは」

　受付の女性に連れられて恐る恐る入って来たのは、小さな女の子だった。

　パーテーションなどがない開放感のある社内ではあるが、いくつかの島を形成しているデスクの上には資料などが乱雑に積み上げられていて、その小さな姿は見えにくい。場にそぐわないか細い声に釣つられるように、その場にいた全員が席を立って、我先にと扉とびらから入ってきた子供を見ようとする。

　人ひと垣がきのせいで入り口が見えなくなったため、蒼衣も同じく席を立ち、同どう僚りようの間をすり抜ぬけて前に出た。別にゴシップ好きという訳ではないが、国見の子供の容姿には若じやつ干かんの興味がある。

　最初に目に入ったのは、長い茶色のくせ毛。ふんわりとカールしていて、色白の頰ほおが緊きん張ちようのためかほんのりと色づいている。それから、整った顔立ちに長いまつ毛と大きな目。口元は薄うすいが赤く色づいていて、裾すその部分にレースのついた可愛らしいワンピースと相まって、まるでお人形のような愛らしさだ。年は恐らく四、五歳だろうか。まだ小学校には行っていない年ねん齢れいのように見える。

　こんな可愛らしい子が国見の子供だなんてもったいない。美形の遺伝子は継ついでいるのかもしれないが、国見とはあまり似ていないな、と思いながらまじまじと眺ながめる。

　ん？

　一瞬、既き視し感かんを覚え首を傾かしげる。この子の顔、どこかで見たことあるような……気のせいか？

「ママが……ここにパパがいるって」

　その言葉に、社内の全員の目がまた国見に向く。

「だから、何なんだよその目は。俺にだって言い分があるんだけど。つか、何で俺って決めつけんだよ」

　言いながら、国見が助けを求めるように蒼衣のそばまでやってきて、背中に隠かくれようとするのを邪じや険けんにあしらう。俺を巻き込むな。

「最低男の言い分なんて、聞いても面おも白しろくも何ともありませんね。国見さん以外に誰がこんな問題起こすんですか」

　けっ、と吐はき捨てるような佐藤のセリフに、他の社員がうんうんと頷うなずいた。

「バカ言うなよ。俺はどんなに相手が大だい丈じよう夫ぶだと言おうが、避ひ妊にんだけはちゃんと──」

「子供の前でする話かっ」

　最後まで言わせず、足を踏ふみつける。近くにいた他の社員には、わき腹に肘ひじ鉄てつを食くらわされていた。まったく油断も隙すきも無い。ＴＰＯをわきまえるということを知らないのか。

　今まさに、全員が国見の敵である。こんな可愛い子に冷たいセリフを投げつけようものなら許さない。全員の視線がそう言っていた。可愛いは正義だ。

　そんな空気の中、女の子が何かを探すようにきょろきょろした後、もう一度控えめな声で言った。

「はじめまして……パパ、さん」

　まったく嘆なげかわしい男だ。遊びに遊んだあげく、自分の知らないうちに子供までできていたなんて。これだからクズはちが──え？　>>>♥

　違い和わ感かんに首を傾げる。おかしい。子供の視線がこちらを向いている気がする。下を向いて気持ちを落ち着ける。

　いやいや、そんな馬ば鹿かなことがある訳がない。きっと隣となりの国見を見ていたに違いない。俺としたことが勘かん違ちがいしてしまった。

　よし。気を取り直して、顔を上げる。

「パパ」

　目が合った。

「痛い痛い痛いっ！　ちょっ、何で急に人のほっぺたつねんだよ！」

「まさかこんなはずはないから、夢かと思って」

「自分のほっぺたつねれよ！」

　国見の抗こう議ぎが耳を素す通どおりする。これは本当に現実か？　本当はまだベッドの中で、悪夢を見ている最中じゃないのか。

　噓うそだろ、と周囲が騒さわぎ始めるにしたがって、自分の胸にまでざわりと何かが広がっていく。

　今すぐにでも叫さけび出したくなるような、むしろ言葉のすべてを奪うばわれるような、相反する気持ち。

　要するにキャパオーバー。許されるなら、今すぐブラックアウトしたい。

「つか何？　何なの？　まさかだけど、お前の子とか言うんじゃねえよな？」

「そんなことがある訳がない」

「けど、あの子完全にお前のこと見てるだろ」

「見てない」

「いやいや、めちゃくちゃ見てるって！」

「気のせいだ」

　自分の子だ？　この世の中でそんなことが起こる訳がない。それだけは確信を持って言える。

　だが相変わらず子供は真っ直すぐに自分のことを見ていて、他の誰だれかに話しかけているとは思えなかった。

　気持ちを落ち着けようと、メガネのブリッジを指で押さえて深呼吸する。だがそんな蒼衣の心境などお構いなしに、国見が肩かたを摑つかんで揺ゆさぶってきた。

「現実逃とう避ひすんなよ！　気のせいな訳ねえだろ！」

「うるさいっ!!　違うと言ったら違うんだから仕方ないだろうがっ」

　国見の手を振り払はらう。こいつのせいでちっとも落ち着けない。それどころか、どんどん冷静さが失われる。考える時間が欲しい。頼たのむからちょっと黙ってろ、と思うが、国見は黙るどころか余計にヒートアップしていく。

「何でそんなこと言い切れんだよ！　どっかで一晩過ごした女かもしんねえだろ！　くっそ、何だそれ！　一晩過ごした女って何だ!!」

「あんたと一いつ緒しよにするな!!　そもそも俺は──っ」

　勢いに任せて言いかけた言葉を、無む理り矢や理りに飲み込んだ。

　ある訳がない。そのことは自分が一番よく知っている。だがその理由を他の誰かに知られるのは屈くつ辱じよくだ。だから言い出せなかった。

　──童どう貞ていだ、なんて。

　自分で言うのも何だが、特別顔が不細工だとは思わないし、大事に守り抜いてきた訳でもない。ただ単に、したいと思える相手がいなかっただけだ。残念なことに、生まれてからまだ一度も、本気で好きになれる人間に出会っていない。そのこと自体は仕方がないことだ。

　だが同時に、これが男として胸を張って言えることではないのだということも分かっている。

　十代の頃ころは、聞かれれば普ふ通つうに答えていたが、そのたびに散々な目に遭あった。得意顔の曰いわく経験者とやらに聞きたくもない他人ひと様さまのベッドでの話を延々聞かされたり、そうでなければ笑われるか同情されるかした。もうたくさんだ。

　だが、今はそうとばかりも言っていられない。子供の父親ではないと周囲に認めさせるのに、童貞であるということは決定的な切り札だ。

　諦あきらめて話すべきか。散々バカにしてくる国見の顔が思い浮うかぶだけで気分が萎なえるが、ここは仕方がない。

「何だよ、何かあるなら言えよ」

「実は──」

　どこか苛いら立だったような口調の国見に促うながされ、意を決して重い口を開いた。だがその時、不意に子供の後ろで茶色い尻尾が揺れる。

「──？……っ！」

「おい、蒼衣？」

「……なるほど」

　その尻尾の主がぬっと子供の横から顔を出した途と端たん、すべてに合が点てんがいった。

　あいつか。あいつの仕し業わざか。考えてみれば、この子供は目元があいつにそっくりだ。さっきの既視感はこれか。

「そこの君、名前は？」

　子供に話しかけると、子供はほんの少し驚おどろいたように顎あごを引いた後、両手でスカートをぎゅっと握にぎりしめた。

「わかば……きたざとわかば、ごさいです」

　音を聞いただけで、漢字が浮かぶ。北きた里ざと若わか葉ばだ。間違いない。

「そうか。若葉、君のお母さんは？」

　お母さん、と言った瞬しゆん間かん、若葉の瞳ひとみが潤うるんだが、堪こらえるように唇くちびるを一度引き結んだ。

「ママは、ここまでおくってくれた……パパ、さんのところでくらしなさいって」

「そうか。……分かった、とりあえず君は俺が引き取ろう」

「は？」

　蒼衣以外の全員の声がハモる。当人である若葉さえ、口を開けてぽかんとした顔でこちらを見ていた。

「はああああ!?　お前、何言ってんの!?　つか、やっぱり身に覚えがあったのかよ！　噓だろ、おい！」

　自分の子ではないと判明したのだから喜べばいいのに、国見はまるで自分こそが父親だと言われたような顔で頭を抱かかえる。

　からかわれるかと思ったのに意外な反応だ。同じ男として同情されているのかもしれない。

「少なくとも、母親が誰かは分かった」

「わ、分かった!?　分かっちゃったの!?　バカか!!」

　わあわあ喚わめく国見がうるさい。いちいち相手にするのも面めん倒どうになって、蒼衣は国見を無視して若葉に近づいた。

　警けい戒かいするように若葉の肩が小さく震ふるえる。すると、若葉を庇かばうように何かがすっと前に出た。

「久しぶりだな、蘇す芳おう。元気だったか？」

　優やさしく声をかけると、茶色い尻尾しつぽが揺れた。

「わん！」

　元気に一声鳴いて蒼衣の差し出した手をぺろりと舐なめたのは、一いつ匹ぴきのゴールデンレトリーバーだった。蒼衣が初めて、心の底から好きだと思った相手だ。蘇芳という名前だが女の子で、人間だったら結けつ婚こんを申し込みたいぐらいに蒼衣を虜とりこにした。

　ただ、飼い主が問題だった。自由奔ほん放ぽうと言えば聞こえはいいが、周りの迷めい惑わくを顧かえりみない台風のような女だ。そして不幸なことに、その台風は蒼衣のいとこである。大学卒業と同時に突とつ然ぜん旅に出ると言って姿を消して以来、もうかれこれ七年ほど会っていないが。

　北里菫すみれ。恐おそらく彼女が若葉の母親だ。北里家は代々名前に色の名が入っており、菫はそれを大変気に入っていた。大学時代に菫が拾った蘇芳も色の名前だ。そして若葉もまた、色の名前である。

『もし子供ができたら、若葉ってつけようって決めてるんだよね』

　そう言って笑っていた菫を思い出すと、苦い顔になった。基本的にあの女にはいい思い出がない。

　菫は蒼衣よりも二つ年上なのをいいことに、散々わがまま放題してくれた。だが悔くやしいことに、子供の頃からずっと、蒼衣が辛つらい時や落ち込んだ時にそばで笑い飛ばしてくれたのも菫だった。だからどうにも、蒼衣は昔から菫に強く出られないところがある。

　本当なら、そう簡単に子供を引き取ろうなどと思わない。冷たい話ではあるが、俺には関係ないと突つっぱねて追い出すことだってできる。人道的にどうだというのは置いといて。

　じゃあなぜ、それをしないのか。

　答えは簡単である。諦め、だ。蒼衣は菫という人間をよく知っている。菫はこうと決めたら決して引かない。その菫が蒼衣のところへ行けと言ったからには、菫はどうしたって蒼衣に若葉を引き取らせたいのだ。そして、そうしなければならないだけの理由が必ずある。

　それに、父親ではないものの、若葉は蒼衣にとって数少ない身内だ。しかも、同じ身内の遺伝子を保有しているからか、菫だけではなく、よく見るとどことなく自分と似たところもある。可愛かわいくない訳がない。

「すおうを、しってるの？」

　不思議そうな顔で、若葉が首を傾かしげた。

「ああ、知ってる。君のお母さんのことも。だから、安心していい」

「……うん」

　頷うなずいて見せたものの、若葉の表情は硬かたいままだ。そりゃそうだ。口で何と言われたところで初対面だ。知らない大人など、子供にとっては脅きよう威いでしかない。

　安心させるために、ぎこちないながらも微笑ほほえみかけてみる。意識してそんな表情を作ってみたことはないから、うまくできたか自信はないが。

「一人暮らしだからそんなに広くはないが、幸いうちはペット可だ。蘇芳も一緒に暮らせる」

「すおうもいっしょ？　ほんと？」

「ああ」

　初めて、若葉が少しだけ表情を緩ゆるめた。「よかったね」と小さな手が蘇芳を撫なでる。

「おい！」

　蒼衣も蘇芳を撫でようと手を伸のばした時、不ふ機き嫌げんそうな国見の声が割り込んできた。

「何、ちょっとほのぼのとした空気作り出そうとしてくれてんの？　こっちはぽかんなんですけど？　置いてけぼりなんですけど!?　結局のとこ何なんだ!?　身に覚えがあったってことでいいのか!?　お前の子供ってことでいいんですか!?　はっきりしてくんねえと、もやもやっとして落ち着かねえんだけど!!」

「うるさいな。あんたにいちいちプライベートの話する義理ないだろう？」

「あるわ！　めちゃくちゃあるわ！　俺、お前の上司だろ!?　ふ、福利厚こう生せいとかあるしっ、子供がいるのといないのとじゃ、色々変わってくるだろうが！」

　ふむ、なるほど。言われてみればそうだ。これからの生活を考えれば、貰もらえるものは貰っておいたほうがいいだろう。メガネのブリッジを指で押さえ、しばらく考える。

「子供は引き取ることにした。以上」

「以上、じゃねえだろ！　色々すっ飛ばすなよ！」

「国見さん、落ち着いて！」

　ぐわあ！　と頭を搔かき毟むしった国見に胸むな倉ぐらを摑つかまれそうになったが、それまで黙だまって様子を見ていた社員達が慌あわてて止めに入った。

「一倉もマジでちょっとすっ飛ばしすぎだから！　俺達にもちゃんと分かるように説明してくれよ」

　佐藤に懇こん願がんされ、他ほかの社員達にもものすごい勢いで頷かれる。

　蒼衣とて黙っていたい訳ではないが、菫の事情が分からない今、この先がどうなるかも不ふ透とう明めいでへたなことは言えない気がした。

「子供の母親は誰だれか分かった。一時的にか恒こう久きゆう的にかは分からないが、とりあえず引き取って育てる」

　今の蒼衣に言えるのはそれだけだ。

　正直、突然こんな勝手なことをする菫のことはぶん殴なぐってやりたいところだが、子供にはまったく罪はない。いきなり会ったこともない男のもとへ行かされた若葉の心境は、察するに余りある。

　きっぱりと育てると言い切った蒼衣に、社内のざわつきが激しくなる。皆みんなの疑問を代表するように、国見が恐る恐るといった様子で手を挙げた。

「質問があるんですけど。あ、あれか？　その子の母親と結婚とか……するつもりなのか？」

　菫と結婚？　冗じよう談だんじゃない。あいつと結婚するぐらいなら、一生独身でいたほうがましだ。

「それはない。絶対にない」

「え？　あれ？　そうなのか？　じゃあ何で子供引き取るとか……」

　混乱した顔で、国見が首を傾げる。

「こんな小さな子供を放ほうっておけないだろう」

　それだけが理由ではないが、説明すれば長くなるし、おそらく菫のことを知らない人間に何を言ったところで、理解して貰えるとも思えない。

「そりゃそうだけど、だからってお前今まで一度も子育てしたことなんかねえんだろ？　そんなんでいきなり子供の面倒なんか見られる訳ねえだろっ、子育て舐めんな！」

「あんただって子育てしたことないだろうが。何でそんなに偉えらそうに言われなきゃいけないんだ」

「俺には甥おいっ子がいる！　こちとらまだ首も据すわってない頃ころからオムツ替かえてやってたベテランだ！」

　鼻息荒あらく言い切った国見が、びしり！　と蒼衣に指を突きつける。

「そもそもお前、料理できるのか？　洗せん濯たくは？　幼よう稚ち園えんの送り迎むかえは？　子供を風ふ呂ろに入れてやったことは？」

「う……っ」

　痛いところを突かれ、反論できずに口ごもった。

　洗濯は……まあ、洗濯機がやってくれるから大だい丈じよう夫ぶだ。幼稚園の送り迎えも……やったことはないが何とかなりそうな気がする。子供を風呂に入れる……この辺りからあまり自信がなくなってくるが、間ま違ちがいなくできないと言い切れることが一つある。

　蒼衣は、料理ができない。そりゃもう、致ち命めい的にできない。電子レンジでゆで卵を作ろうとして爆ばく発はつさせたことを皮切りに、数々の失敗を繰くり返している。最近ではもう、料理なんかできなくても生きていけると開き直り始めていたところだ。

「仕方ねえなあ。俺も一いつ緒しよに面倒見てやるよ」

「はあ？」

　突然何を言い出すのか。呆あきれる蒼衣をよそに、国見は偉そうな顔で腕うで組ぐみをしてふんと鼻を鳴らした。

「まさかと思うけど、こんな小さな子にコンビニ弁当食わせようとしてた訳じゃねえよな？」

　痛いところを突かれて、不自然に視線が泳ぐ。

　さすがにコンビニ弁当とまでは考えていなかったが、スーパーで惣そう菜ざいを買ってくればいいとは思っていた。米は炊たく気だった、一応。そこは評価して欲しい。

「お、俺だってやる気になればできる」

「……やる気、ねえ？」

　勢いで口にしたものの、自分でもあまり自信はない。それでも、若葉と蘇芳と暮らすと決めたからには、やらなければならない。できる……はずだ、たぶん。

　とりあえず、帰りにスーパーに寄ろう。カレーぐらいなら蒼衣にも作れるはずだ。

　……五歳児にカレーって大丈夫か？







「で、何でこうなった」

　仕事が終わり、若葉と蘇芳を連れて帰宅した蒼衣は、招かれざる客の存在にため息を吐ついていた。

　蒼衣の住む１ＬＤＫの賃ちん貸たいマンションは、そこそこの古さではあるものの、リノベーションされてから貸し出されているので、なかなかに綺き麗れいだと思う。バスとトイレも別で、リビングは十四畳じようある。そのリビングにあるキッチンスペースはカウンターキッチンで、普ふ段だん料理をしない蒼衣には宝の持ち腐ぐされなのだが、今現在そこは国見に占せん拠きよされていた。

「今いま更さらだろ。大体お前がスーパーでハンバーグ食べたいってリクエストしたんじゃねえか」

　……それはあんたが「ハンバーグとナポリタン、どっちが食いたい？」って聞いたからだ。別に期待してなんか──

　ぐー。

　本体を裏切り音を出した腹を忌いま々いましげに撫でると、その音を聞きつけた国見がくっくっと笑った。

「もうすぐできるから、ちょっと待ってろ」

　キッチンでてきぱきと動く国見の姿に、ここは誰の家だったっけ？　と言いたくなる気持ちを堪こらえる。

　あの後、とりあえずは若葉を受付の女性に預かって貰うことにして仕事に戻もどった。受付横のスペースでおとなしく絵を描かいていたらしい。時々は休きゆう憩けい中の社員も面めん倒どうを見てくれていたようだ。そうして猛もう烈れつな勢いで仕事を終わらせて帰宅しようとしたら、そこには待ち構えたような顔の国見がいて。

　お前の家に一緒に行くと言った国見を、もちろん蒼衣は全力で拒きよ否ひした。だが国見は聞かず、勝手に後ろをぶらぶらとついてきたのだ。

　何度も帰れと言ったが無視され、スーパーにまでついてきた。そこでカレーのルゥを手に取ったところ、「お前、正気？」と鼻で笑われた。

「中ちゆう辛からとか冗談だろ？　これだから子供の面倒も見たことない素人しろうとは」とぶつぶつ言われ、気が付いたら買い物かごを奪うばわれていた。

　そこからは国見の独どく壇だん場じようで、若葉に「昼何食ったんだ？」「にんじんは食えるのか？」などと話しかけながら勝手に買い物を済ませ、「さ、早く帰るぞ」と促うながされての今だ。

　気が付けば蒼衣は、若葉と共にテーブルで国見の手料理が出てくるのを待っている。

　もう一度言う。何でこうなった。

　何度目かのため息を吐くと、足元で伏ふせていた蘇芳が顔を上げ、心配そうにこちらに目を向ける。

「心配してくれるのか？　やっぱり蘇芳は優やさしいな」

　手を伸のばして頭を撫なでてやると、隣となりに座る若葉がじっと蘇芳を見つめてから不思議そうに首を傾かしげた。今朝蘇芳に触さわった時にもしていた仕草だ。

「すおうさわれるの、ママとわかばだけ。どうして、すおうおこらないの？」

「俺と蘇芳は、昔からの知り合いだ。若葉のママが拾ってきた時、俺も一緒にいたからな。若葉のママと俺は──」

「できたぞ──!!」

　突とつ然ぜん、国見の声が割り込んできた。この男はいちいちうるさい。だが、文句を言おうと開きかけた口は、どん、と国見がテーブルに置いた皿を見て止まった。

「これ……本当にあんたが作ったのか？」

　テーブルの上に置かれた二つの皿。

　蒼衣の前に置かれた皿は、ハンバーグがメインのワンプレートだ。それもどこかの店で出ていてもおかしくないぐらいの盛り付けだが、驚おどろいたのはそっちではない。

「……！」

　今にも零こぼれ落ちそうなほどに目を見開いて、言葉もなくじっと若葉が見ているもの。

　若葉の目の前に置かれたそれは、いわゆる『お子様ランチ』だった。

　だがそれは、そんじょそこらのお子様ランチとは完成度が違う。食しよく欲よくをそそる色の配置、見た目の鮮あざやかさはもちろんのこと、卵を使ってひよこを作ったり、ウインナーを使ってペンギンを作ったりと、細かなところにまで手が加えられ、一種のアート作品のようにも見える。

　さすが、甥っ子の面倒を見た経験があると言っていただけはある。自分にはこんなものは逆立ちしたって作れない。敗北感を抱いだくと、気づいたように国見が勝ち誇ほこった顔を見せた。……ムカつくな、こいつ。

「ほら、冷めないうちに食え」

「……うん」

　国見に促され、意を決したように若葉がフォークを持つ。チキンライスには旗が立ててあった。どうやら国見のお手製らしく、今子供に人気のアニメのキャラクターが描かれている。

　こいつ、子供の心を摑つかむ天才か。まったく子供好きには見えないのに。甥っ子パワー恐るべし。

　フォークをチキンライスに突つき刺さして一口食べた瞬しゆん間かん、若葉は何も言わなかった。だが、瞳ひとみが輝かがやいたのと口元が緩ゆるんだのを、蒼衣は見み逃のがさなかった。

　今日若葉に会ってから数時間で、初めて見せた表情である。その表情を引き出したのが国見だと思うと悔くやしいが、ずっと表情が硬かたかったことを思えば、子供らしいところが見られて安心した。

　蒼衣も、目の前のハンバーグを口に運ぶ。

「どうよ？」

「……まずくないこともないこともない」

「素す直なおに褒ほめたらどうだよ」

「……大変遺い憾かんだがうまい」

「政治家か。つか、遺憾に思うな」

　どれだけ素直じゃないんだとぶつぶつ文句を言ったものの、蒼衣に褒めて貰もらうのは諦あきらめたようで、国見は若葉の前の席に腰こしを下ろして「うまいか？」と尋たずねた。

「……うん」

　小さく頷うなずいた若葉は、黙もく々もくとお子様ランチを食べ続けていた。昼に会社近くのうどん屋に連れて行ったが、その時とは食いつきが全然違う。

「そりゃよかった」

　五歳児にしては綺麗な食べ方をしているものの、鼻の先にケチャップがちょこんとついている。国見はにっと笑ってから、それを指先で拭ぬぐった。さすが女たらしは違う。こういう仕草がやたらと板についている。

　若葉は驚いたように身を硬くしたが、すぐに理由に気づいて手の甲こうで鼻を拭おうとした。その手を国見が遮さえぎる。

「やめとけ。服についちまったら大変だ。こっち使えよ」

　テーブルにあったティッシュを一枚抜ぬき取り、国見が若葉に手て渡わたした。

「ありがとう」

　受け取った若葉はそれで慌あわてて鼻を拭ふいて、恐おそる恐る顔を上げる。それを見て、国見がうんと頷いた。　>>>♥

「よし。これで美人に戻ったな。せっかく可愛かわいい鼻してんだから、綺麗にしてろよ」

　ぽっと若葉が頰ほおを染める。……ここまで、ずっと自分は空気である。

　何が可愛い鼻だ。普通は顔を褒めるだろうが。具体的なパーツを褒めるとナンパの成功率が上がります的なテクニックを見せつけられているようで、大変不ふ愉ゆ快かいだ。

「あんた、五歳児まで許容範はん囲いだとか言わないだろうな？」

「は？　自分が若葉とコミュニケーション取れねえからって、言いがかりはやめろよ」

「いつもそうやって女口説いてるんだろうが」

「何だよ、もうすでに娘むすめの貞てい操そうの心配か。お父さんは大変ですねえ。ケッ」

　父親ではないが、身内としてもこんな男は断固お断りだ。

「子供に手ぇ出さなきゃいけねえほど、相手に困ってないっての。子供は趣しゆ味みじゃねえんだよっ」

「へえ、あんた、好みなんかあったのか」

「……お前、俺のこと何だと思ってんの？」

「とりあえず女なら何でもいいタイプ？　あ、蘇芳、お前も気をつけろ」

「わんっ」

　真ま面じ目めくさって蘇芳に言い聞かせると、蘇芳も姿勢を正して返事をする。うむ、いい返事だ。

「おい！　獣けものは完全に範囲外ですけど!?　わんっじゃないっての！」

「蘇芳の素す晴ばらしさが分からないなんて、あんた見る目がないな」

「いやいや、そこ普ふ通つうだろ。何で獣好きにならない俺がおかしいみたいな目してくんの。つか、お前この犬のことそんなに好きなのか？」

「ああ。人間だったらぜひとも結けつ婚こんしたい」

　国見の頰がひくりと引きつった。獣相手に何言ってるんだとでも思われているのだろうか。だが引かれたって構わない。それぐらい蘇芳は蒼衣にとって特別だ。

「……犬の分際で」

「ぐるるるっ」

「は？　何か言ったか？」

　小さすぎて聞き取れなかったと聞き直せば、「何でもねえよ」と言ってそっぽを向かれた。なぜか蘇芳が国見に向かって唸うなっている。

　どうせ悪口でも言ったんだろう。知らないほうが喧けん嘩かしなくて済む。子供の前で喧嘩するのは、さすがに気が引ける。

「よし、あんたもう帰っていいぞ」

　料理もできたことだし、もう用済みだ。一いつ緒しよにいる時間が長ければ長いほど、これまでの経験上喧嘩する確率が高くなる。

　もぐもぐとハンバーグを咀そ嚼しやくしながらしっしっと手で追い払はらおうとすると、国見が「はあ？」と眉み間けんに皺しわを寄せた。

「いくら何でも失礼すぎんだろ。客人に茶でも出したらどうだよ」

「ちょっと言ってる意味が分からない」

「いや、それはお前のほうだろっ」

「そもそもあんたを客だと認め──」

「かえっちゃうの？」

　あわやいつもの喧嘩へと突とつ入にゆうかと思われたタイミングで、若葉の小さな声が割り込んだ。

「え？　俺？　俺はできれば帰りたくねえんだけど、この分からず屋がさあ」

　この、と指差された蒼衣に、若葉の視線が向いた。だがすぐに逸そらされ、若葉はフォークを握にぎりしめて下を向いて黙だまり込む。その様子に、もしかして、と思った。

「この男に、一緒にいてもらいたいのか？」

「ううん、だいじょうぶ」

　ふるふると首を振ふるが、顔は上げない。若葉の顔を覗のぞき込んだ蘇芳が、代弁するように「くぅん」と悲しげに鳴いた。

　……なるほど。国見の奴やつはお子様ランチ一つで大変なものを盗ぬすんでしまったらしい。某ぼう泥どろ棒ぼうさんを追い掛かけ回している刑けい事じさんもびっくりの早はや業わざだ。

　はあ、と一つ大きくため息を吐つき、箸はしを置いて姿勢を正す。この男に頼たのみ事をするなんて、本当に嫌いやだ。だが若葉のためだ、と自分に言い聞かせる。

「あんたさえよかったら、しばらくここにいてくれないか」

「えー、どうしよっかなあ」

　国見も、若葉の態度で自分が必要とされている理由に気づいたはずだ。そのくせもったいぶってくる辺り、本当に性格が悪い。

　蒼衣はちゃんと頼んだ。だが国見に断られた。うむ、これはどうしようもない。蒼衣は悪くない。これで若葉への言い訳はできた。ああ、よかった。

「分かった。じゃあ諦めるからもう帰ってくれ」

「おい！　諦めんの早すぎだろ！　もっと引き止めろよ！」

「チッ」

　何て面めん倒どうくさい男だ。

「帰らねえからな！　いてやるよ、仕方ねえから」

「いや、そんなに仕方なしにいてもらうのも申し訳ない」

「微み塵じんも思ってねえだろ。むしろ俺のこと追い出そうとしてるだろ。こうなったら意地でも居座ってやる」

　大人げなく、国見がテーブルにしがみつく。あんたは天あまの邪じや鬼くか。帰って欲しそうにするから帰らないって何事だ。若葉が首を傾かしげて混乱しているだろうが。

「いやなのに、いるの？」

「う……っ、いや何て言うか、これはその……」

「反対言葉だよ、若葉」

「はんたいことば？」

「この男は素直じゃないから、時々反対言葉を使うんだ。相手にしなくていいぞ」

「……？　うん」

　若葉はまだ納なつ得とくがいっていない顔をしていたが、五歳児にこんな面倒な男の思考を理解しろと言うほうが難しい。いや、むしろ理解しなくてよし。

　箸を取って食事を再開した蒼衣に釣つられるように、若葉も首を傾げながらフォークを動かす。

「うんってひどくねえ？　お兄さん悲しいなあ」

「若葉に絡からむな」

　大人げないぞと冷ややかな視線を向ける。国見は「分かったよ」と渋しぶ々しぶといった様子でテーブルに肘ひじをついた。

「それよりさ、これからのこと考えなきゃいけねえな」

「これから？」

「この子、五歳っつってたろ？　けどさ、幼よう稚ち園えんに通わせるにしたって、母親と連れん絡らく取れねえことには親権とかの問題があるから無理だろ」

　言われてみればそうだ。本当の父親であればまた違ちがうのかもしれないが、蒼衣はただの身内である。若葉に対して大した権利など有していない。だからと言って、事情が分からない以上、警察や役所などに行って大げさなことになるのは避さけたい。相手は菫だ。台風だ。突とつ拍ぴよう子しもない事態だって十分あり得る。

　昼間若葉にいくつか尋たずねてみたが、口止めされているのか、ただ言いたくないだけなのか、返ってくる口数は少なく、大したことは聞けなかった。聞けたのは、会社の前まで送ってくれたということと、蒼衣の写真を見せられたということと、この人がパパだからパパと暮らすようにと言われた、ということだけだ。

「とにかく、まずは菫を探すしかないな」

「……菫って、この子の母親のことか？　探してよりでも戻もどそうって訳じゃねえよな？」

「何でそうなる。あんたが今言ったんだろうが。母親と連絡取れないとって」

　いくら何でも、このまま幼稚園にも通えないのは可哀かわい想そうだ。それに、やはり菫の状じよう況きようは把は握あくしておきたい。

「……そうだけどさ。お前、本気でより戻す気ねえんだよな？　本当に本当だよな？」

「あんたも大たい概がいしつこいな。そんな気はないって何回言わせる気だ」

　少なくとも、今日一日で五回は聞かれている。いい加減うんざりだ。ハンバーグの最後の一切れを口に放ほうり込みながら、うろんな目を向ける。

「じゃあ、何で引き取るなんて言うんだよ。若葉のためにも、母親のところに返してやるのが一番いいだろ？」

「それは確かにそうだと思うが、何にしても菫が見つからないことにはどうにもならないだろう？」

「そうだけど。……つか、何で当事者のお前のほうが冷静なんだよ。おかしいだろ。普ふ通つういきなり自分の子だとか言われたら、もっとビビるんじゃねえのか？」

　確かにビビった。別の意味で。童どう貞ていの自分に本当に子供がいたらホラーだ。

　そもそも菫はいとこであって元恋こい人びとなどではない、と言えればいいが、若葉がいるのでそれもできない。父親だというのとただの親しん戚せきだというのとでは、安心感が違う気がするし、こんな小さな子供を、ママが噓うそを吐いたと混乱させたくもなかった。

　それにしても、国見はよほど蒼衣と菫がよりを戻すのを避けたいらしい。まあ、戻すよりなど最初からない訳だが。

　そんなにも先を越こされたくないのか。常つね日ひ頃ごろ、女っ気がないだのつまんない男だのとからかっていた蒼衣に、自分より先に結婚されるのはよほど屈くつ辱じよくらしい。

「ビビったところで状況は変わらないからな。それより若葉のこれからのことを考えてやらないと。このまま幼稚園にも学校にも行けないと困る」

「……お優やさしいこって」

　むすっとした顔で黙り込んだ国見を見て、ようやくお子様ランチを食べ終えた若葉が、「だいじょうぶ」と小さな声を出した。

「わかば、おるすばんできるよ？　だいじょうぶ」

「それはさすがにさせられねえだろ」

「すおういるから、だいじょうぶ」

「……」

「そういう訳にはいかねえんだって。小さな子供を一人で留守番させるなんて、たとえ短い時間だってやっちゃいけねえんだよ」

「わかば、なんにもしないよ？　わるいことしないでおるすばんできるから、だいじょ──」

「若葉」

　懸けん命めいに言い募つのる若葉の言葉を聞いていられなくなって、蒼衣は強い調子でそれを遮さえぎった。

　大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫、大丈夫。

　何度も若葉が繰くり返した言葉。それは大たい抵てい、大丈夫でない人間が使う。そのことを、蒼衣はよく知っていた。

　名を呼ばれた若葉は、怯おびえたように縮こまる。声のトーンで、蒼衣が怒おこっていると気づいたんだろう。聡さとい子だ。聡いからこそ、辛つらいはずだ。

　怒ってないと言って、安心させるのは簡単だ。だが、それではダメだ。何も解決しない。

　この子に、昔の自分と同じ我が慢まんはさせたくない。

「若葉は今、ものすごく無理をしてるだろう？」

　びくん。小さな肩かたが揺ゆれて、すぐに否定するように首が横に振ふられる。

「迷めい惑わくかけないように、いい子にしてなくちゃいけない。そう思ってるんだろう？」

　ふるふる。また首が横に振られた。

「本当は、一人で留守番なんか怖こわいのに」

　ふるふる。

「知らないおじさんと一いつ緒しよに暮らすなんて嫌なのに」

　ふるふるふるふる。

「おい、こんな小さな子供追い詰つめるなんて何考え──」

「大丈夫じゃなくていいぞ」

「え？」

　驚おどろいた顔で、若葉が顔を上げた。

「大丈夫じゃない若葉でいいと言ったんだ」

「だいじょうぶじゃ、なくていいの？」

「ああ。無理にいい子にしなくても、俺は若葉を放り出したりしない。だから言いたいことは我慢しないではっきりと言えばいい」

「でも……パパ、さんにめいわく……」

　若葉の口元がへの字に曲がる。小さな子供が泣いてはいけないと堪こらえる姿は、蒼衣の胸を揺さぶった。

　子供にしては、若葉は物分かりがよすぎる。いくら何でも、元々こういう性格ということはないだろう。無理をしているのは間違いない。もっと子供らしい若葉が見たいと思った。

「迷惑だなんて言った覚えはない。むしろ、我慢されるほうが俺は嫌だ。会ったばかりの俺のことをパパだなんて呼びたくないってことも、無理しないでちゃんと言え」

　パパ、と言った後、必ず言葉を詰まらせる。自ら好んで呼んでいる訳ではないことは、ずっと気づいていた。

「よばなくて……いいの？」

「ああ。若葉の好きなように呼んでいい」

「偉えらそうに言ってるけど、お前自己紹しよう介かいしてねえよな？」

「あ……」

　呆あきれ顔の国見に言われて初めて気づく。冷静に対処できているようで、やはり蒼衣もテンパっていたらしい。自己紹介を忘れるなんて社会人にあるまじき行こう為いだ。社会人云うん々ぬんと言い出したら、おそらく国見にそもそも俺に対する態度があるまじき行為だと言われるだろうが。

「こいつは一倉蒼衣。で、俺は国見知な。蒼衣ちゃん、知ちゃんって呼んでくれ」

「おい、勝手に……」

「あおい、ちゃん……とも、ちゃん」

　若葉が、本当にそれでいいのだろうかという表情で迷いながら口にしたその単語は、なかなかの破は壊かい力だった。

　これまで子供を特別可愛かわいいと思ったことはなかったが、その認にん識しきを改めなければならない。

　若葉は特別だ。特別でとびきりに可愛い。言ってから照れたように赤くなった頰ほおを両手で押さえる姿を見て、可愛くないなんて思う大人がいるだろうか。いや、いない。いたら俺がぶっ飛ばす。

「何だ？」

「おう」

　返事をする姿は、二人ともかなりデレデレだったに違ちがいない。蒼衣はそこまで表情に出るほうではないが、少なくとも国見の顔面は崩ほう壊かいしていた。

「やべえな、やっぱちょっと似てんだよ。ムカつくけど可愛い。ともちゃんだって」

「ん？　何か言ったか？」

「いやいや、お前とは似ても似つかねえなと思っただけだ」

「ほっとけ」

　可愛げがなくて悪かったな。生まれてこの方、そんなものを持ち合わせたことなどない。

　あんただって同じだろうが、といつもの罵ののしり合いが幕を開けようとした。……その時。

「う……っ、ひっ、ふぇ……うぇえええええんっ！」

「ええええ!?」

「わお。豪ごう快かい」

　突とつ然ぜん、若葉が大きな声を上げて泣き出した。大きな瞳ひとみからぼろぼろとひっきりなしに涙なみだが零こぼれていき、子供の相手などしたことのない蒼衣は、おろおろと若葉の顔を覗のぞき込む。蘇芳も同じく若葉の顔を見上げ、困ったように「くぅん」と一鳴きした。

「お、おい、どうした？　あれか？　あの男の顔が気持ち悪かったか？　確かにさっきのは気持ち悪かった。泣いても仕方がないかもしれない。トラウマになったか？」

「俺、これ訴うつたえたら絶対勝てる自信あるわ。つか、そうじゃねえだろ。安心、したんだよな？」

　国見が優しく声をかける。伸のばした手に優しく頭を撫なでられると、若葉はしゃくり上げながらうんうんと何度も何度も頷うなずいた。

「確かにビビるよな。いきなりこんな男がパパですなんて言われても。偉そうだし、いっつも仏ぶつ頂ちよう面づらだし、鈍どん感かんだし、重箱の隅すみ突つつくみたいにネチネチと文句言ってくるし、嫌いや味み言うことにかけては天才的だし、鈍感だし」

「おい」

　あんたそれ、さっきの仕返しだろ。しかも鈍感二回も入ってるし、中ちゆう盤ばんから後半にかけては個人的恨うらみだろうが。若葉にそんなことしていない。

「でもな」

　国見の指先が、若葉の頰の涙を拭ぬぐう。存外に真ま面じ目めな口調に、文句を言おうとした蒼衣は口を噤つぐんだ。子供の機き嫌げんを取るのは苦手だ。国見に任せたほうがいい。

「蒼衣は噓だけは絶対に言わねえんだぞ？　だから安心して言いたいこと言っちまえ。もし怒ったとしても、それは若葉のために必要だと思うから怒るんであって、意地悪じゃねえから」

　ひっく、としゃくり上げた若葉が、「ほんと……？」と蒼衣を見上げた。それに黙だまって頷いて、頭を撫でてやる。

「それでも、すっげえ怒られることして謝んなきゃいけなくて、不安になったらさ。そん時は俺も一緒に謝ってやるよ。二人がかりで謝ったら、許してくれるって」

「でも……ともちゃんはわるくないのに、いっしょにあやまるの？」

「そりゃ俺だって、赤の他人のために頭下げるのは嫌だ。だからまずは俺と友達になろうぜ？」

「とも、だち……？」

「そ、友達。友達のためだったら、いくらでも俺は頭下げてやる。その代わり、俺が蒼衣に怒られそうな時は、若葉が一緒に謝ってくれよ？　それから、何でも相談し合うのが友達だから、これからは何でも俺に相談しろ」

　な、と国見がウインクをする。似合っているのが妙みように腹が立つ。今このシチュエーションでなかったら、殴なぐっていたかもしれない。空気を読んだ俺に感謝しろ。

　……冗じよう談だんはともかくとして。国見のフォローのお蔭かげか、若葉の涙が止まったのは喜ばしいことだ。同時に、国見に褒ほめられるのは何ともこそばゆい。

　やはり子育て経験者だと豪ごう語ごするだけのことはある。少し見直した。

「俺も相談するから。今なんか、すっげえ偉そうな社員がいて困ってんだよ。めちゃくちゃ悪口聞いても……いってえっ！」

　前言を直ちに撤てつ回かいする。こいつに見直すところなど微み塵じんもない。テーブルの下で、無む駄だに長い足を思い切り蹴け飛とばしてやった。ざまあみろ。

「誰だれとは言ってねえのに。身に覚えがあるから自分だと思うんだろ？」

「……今度は反対側の足を蹴ってやろうか」

「さ、さぁて、洗い物でもして来ようかなあっ」

　飛び退のくぐらいの勢いで、国見がキッチンのほうへ去っていく。すでに夕飯を食べ終えていた蒼衣と若葉も、自分が使った食器を手に、後に続いた。

「おう、ご苦労。あ、若葉お返しにこれやるよ」

　ほら、と国見が若葉に手て渡わたしたのは、氷水の入ったビニール袋ぶくろだった。

「目が腫はれたら可愛い顔が台無しだぞ。ソファでテレビ見ながら片方ずつ冷やしとけ」

「ありがとう」

　素す直なおに受け取った若葉が、ととと、とソファへと走っていった。泣いた顔を見られるのが恥はずかしいのだろう。五歳でも立派に女の子だ。心配そうに、蘇芳もそれに続く。

　それを何となく目で追っていると、「何で分かったんだ？」と国見から唐とう突とつに聞かれた。

「何が？」

「若葉のこと。何で無理してるって分かったんだ？　そりゃもちろんこの状じよう況きようであの子が無理してねえとは思わなかったけど、お前妙に確信してた感じだっただろ？」

「ああ、そのことか。ただ単に、同じようなことを言う子供を知ってただけだ」

「子供？　お前、他ほかにも子供がいるとか言うんじゃねえだろうな」

「バカか。あんたじゃあるまいし。俺だよ」

「は？」

　そう。蒼衣は、大だい丈じよう夫ぶ、と繰くり返していた子供を知っている。その子供が、実際のところは全然大丈夫ではなかったことも。

　洗い物をしようとシンクに伸ばした国見の手が止まる。驚おどろいた顔でこちらを見る目と視線が絡からみ、自然と自じ嘲ちようじみた笑えみが浮うかんだ。

「俺の両親は八歳の頃ころに死んでる。そこからは母方の叔母おばに育てて貰もらった」

　それが菫の母親だ。蒼衣と菫は同じ家で姉弟きようだいのように育った。

「叔母は、本当にいい人だった。俺と自分の子を分け隔へだてしないようにと、本当に気を使ってくれているのが分かった。だが、分かったからこそ辛つらかった」

　気を使わせていることに、今度は蒼衣が気を使う。するとそんな蒼衣にまた叔母が気を使う。その繰り返しで、気が付けば素直に自分の気持ちを伝えることなどできなくなっていた。

　叔母のことは大好きだったし、パタンナーという仕事を知ったのも、叔母自身がパタンナーだったからだ。だが、そのことを最後まで言えず、叔母は七年前に亡なくなってしまった。

「迷めい惑わくをかけてはいけないとずっと思っていた。いい子にして、少しでも手間をかけないようにして……叔母はいつも俺を心配して、したいことはないか？　欲しいものはないか？　と聞いてくれたが、一度も本当のことは言わなかった。それが、皆みんなのためだと思っていたんだ」

　だが、そういうかたくなな蒼衣の態度が、結果的に蒼衣と叔母の間に溝みぞを作った。

　服ふく飾しよく系の学校に合格した蒼衣は、学校の近くに住みたいからと叔母を説得して家を出た。だが本心は違った。ただもう自由になりたかっただけだ。

　叔母には何の落ち度もない。ただ自分が、勝手に気を使って勝手に苦しくなって勝手に出て行ったのだ。

　初めての一人暮らしは、蒼衣にとってとても快適なものだった。誰に気を使う必要もない、自分の場所。生活費を自分で稼かせがなくてはいけなかったが、まったく苦にならなかった。それどころか、ようやく呪じゆ縛ばくから解き放たれ、自由に空気が吸えた気がしたのだ。

　そうしてそのまま就職をして、すっかり叔母のところから足が遠のき、連れん絡らくすることすらしなくなった。忙いそがしいなんていうのはただの言い訳だ。ただただ、後ろめたかった。

　久しぶりに叔母の姿を見たのは、知らない間に体調を崩くずしていた叔母が入院していた病院で、その時になって初めて、蒼衣は自分の愚おろかさを知ったのだ。

『蒼衣、ちゃんとご飯食べてる？　何か困っていることはない？』

　その時、すでに叔母は命の限りが見えている状態だった。瘦やせた体はとても儚はかなく見えて、それなのに叔母は蒼衣の心配ばかりをした。

　蒼衣が好き勝手している間、叔母は一度も自分から連絡はして来なかったから、きっと叔母も自分がいなくなって清々しているだろうと思っていた蒼衣は、その叔母の変わらぬ態度に困こん惑わくした。

　だが叔母は蒼衣の気持ちに気づいていたのだ。気づいていたから、自由を満まん喫きつしているだろう甥おいに、自分からの連絡は足あし枷かせでしかないと分かっていた。

　それでも尚なお、叔母の気持ちを踏ふみにじって自由を手にしたと浮かれていた蒼衣のことを、ずっと心配してくれていたのだ。

　そのことを知ったのは、叔母が亡くなってからだ。叔母はまめな人で、毎日日記をつけていた。葬そう式しきの後、蒼衣にそれを手渡しながら、菫が泣き笑いみたいな顔で言った言葉は今も忘れない。

『読んで、後こう悔かいするといいよ』

　言葉の通り、蒼衣は心底己おのれを後悔することになった。

　蒼衣が小さな頃から書き溜ためられていたその日記には、常に蒼衣のことを心配する言葉が並んでいた。そして、蒼衣に気を使わせてしまう自分に対する怒いかりと焦あせりも。

　──蒼衣にわがままを言わせてあげたい。大丈夫、きっとできる。

　大丈夫。叔母の日記の中にも、まるで自分に言い聞かせるように、何度もその言葉が並んだ。

　自分だけではなかった。叔母もまた、ずっと苦しんでいた。

　お互たがいがお互いを思っていただけだ。幸せにしたい、迷惑をかけたくない。わがままを言わせたい、いい子だと思われたい。思いこそまったく別ではあったが、ただ相手のことを思っていただけなのに。

「結局、俺は最さい期ごまで叔母に自分の気持ちを言えたことがなかった。最期まで……家族にはなれなかった」

　家族というものの距きよ離り感かんが、未いまだに蒼衣には分からない。子供が当たり前に言う小さなわがままさえ、蒼衣には言える相手がいなかった。若葉には、絶対にそんな思いをさせたくない。

「やめろよ」

　それまで黙だまって聞いていた国見が、ぽつりと言った。

「そんな顔すんな」

「……どんな顔だ？」

「今にも泣きそうな顔」

「……」

　自覚はなかったが、違ちがうと否定できるような心情ではなかった。むしろ、心の中を言い当てられたみたいで、気まずい気持ちだ。

「笑えよ」

「おかしくもないのに笑えない」

「じゃあ怒おこれ！」

「あんた頭おかしいのか？」

　何でこの流れで突とつ然ぜん怒り出さなきゃいけないのか。呆あきれてため息を吐つけば、国見はここぞとばかりに畳たたみ掛かけてくる。

「お前がそういう顔すんの気持ち悪わりぃんだよ！　すっげえ嫌きらい！」

「悪かったな」

　気持ち悪いとまで言われると、さすがに怒りたくなってくる。む、これは敵の策略か？

「どうしたの？」

　国見の大声に誘さそわれるように、ソファに座ってテレビを見ていた若葉が戻もどってきた。冷やしていたお蔭かげか、目の腫れは思ったほどひどくないようで安心する。

「こいつが、俺のことを気持ち悪いから嫌いと言うんだ」

「あ、そういう言い方したら、俺がいじめっこみたいな感じになるだろうが！」

　さも哀あわれそうに若葉に訴うつたえてやると、国見が慌あわてて抗こう議ぎをしてくる。

「あ、はんたいことば？」

　ひでえぞ！　と喚わめく国見の声がうるさくて、蒼衣は若葉の言葉を聞き逃のがした。

「何だって？」

「さっき、あおいちゃんがいってたやつでしょ？　はんたいこと──」

「え？　うえ？　えええええええええええ!?」

　そのくせ、ちゃっかりと国見には聞こえていたようで、目玉が飛び出るんじゃないかと思うぐらいの形相で悲鳴を上げた。うるさい。

「突然雄おたけびをあげるな。近所迷めい惑わくだろうが。悪いな若葉、この男がうるさくてよく聞こえなかった。もう一回──」

「うわあああああああ！　何でもねえ！　全然何でもねえって！　違うんだって若葉！　そういうんじゃなくて、あああああ、ちょっとっ、ちょっと待て！　言い訳考える時間くれ！」

　一人であたふたと、国見がぜんまい仕じ掛かけの人形のように動き出す。いつ止まるんだこれは。

「あ、ねえ、わかばもいっていい？」

「え？　いや、待って？　ほんとちょっと待って？　若葉、落ち着こう！　一いつ旦たん落ち着いて俺と二人きりでお話ししようか!!　あっちの蒼衣がいないとこで、二人きりでっ」

　いや、お前が落ち着け。幼児を連れ込んで何する気だ。許すと思ってるのか。

　がばっと若葉の肩かたを摑つかんだ手を叩たたく。「いってえっ！　何すんだ！」と国見が手を擦さすっていたが、自じ業ごう自じ得とくだ、バカ者め。

「あのね、ともちゃんなんかだいきらい！」

「はあ？」

「へ？」

　同時に声を出した蒼衣と国見だが、反応はまるで違った。

「若葉、お前は人を見る目があるな。俺もそう思う。大正解だ」

　蒼衣がいじめられたと思って、仕返しをしてくれているんだな、きっと。何て優やさしい子なんだと密ひそかに身内として優ゆう越えつ感かんに浸ひたる。

「ちょ、ちょっと待て……っ、噓うそ、やばい……俺、感動して泣きそうかもっ。ああ、もう！　何だよこれ……ほだされちゃったよ、くそ！　可愛かわいすぎるっつうの！」

　一方の国見は……何なんだ、こいつ。何で目を潤うるませてるんだ？　これが世間で言うところのドＭってやつか？　ご主人様の罵ののしりはご褒ほう美びです、的なやつか？　いやいや、若葉は女王様なんかに絶対させない。

「あんた……心の底から気持ち悪いな」

「違うからっ！　そんなゴキブリ見るみたいな目で見るな！」

「何が違うんだ？」

「だからそれは……っ、ああくそっ、もういいよ！　気持ち悪くていいよ！」

　ちくしょう！　とその場に崩れ落ちる国見に、若葉が「えへへ」と可愛く笑う。

「ともちゃん、うれしい？」

　照れくさそうな若葉の視線と、汚きたないものを見るような蒼衣の視線が、同時に国見を襲おそう。顔を上げてそれを受け止めた国見は、そんな二人を交こう互ごに見つめて、床ゆかに両手を叩きつけた。

「嬉うれしいです！　ありがとうございますこんちくしょう！」

　罵られて、お礼まで言い出したんですけど、この男。

　ドン引きしていると、若葉の笑え顔がおが今度は蒼衣に向いた。

「それでね、あおいちゃんのこともだいきらいなの！」

「……お、おう。そうか」

　言いたいことを言えと言ったのは、他ほかでもない自分だ。若葉の気持ちを、ちゃんと受け止めよう。別に悲しくなんかない。心が痛んだりしていない。……噓だ。すごい痛い。間違いなく隣となりの変態みたいに喜んだりはできない。

　若葉……俺、泣いてもいいか？







「ふんふんふふ～ん」

　社内に響ひびくのは、朝から続く国見の上じよう機き嫌げんな鼻歌だ。暢のん気きな曲調のそれとは違い、国見の手先は忙せわしなく動き続けている。

「……あんた、何やってるんだ？」

　朝からずっと無視し続けていた蒼衣だが、いい加減我が慢まんしきれなくなって、図面をひいていた手を止めて国見に声をかけた。

　社内には作業室がいくつもあるが、ここはその中でも主にパターンメイキングという作業を行っている場所だ。デザイナーが描かいたデザイン画をもとに、服を作る設計図である平面図をひいたり、シーチングという布を使って、立体的に見本となる服を作ってみる立体裁断という作業が行われている。

　要するに、パタンナーである蒼衣が主に仕事をしている場所である。国見ではなく。

　にもかかわらず、国見はよくここに現れる。特に仕事に行き詰づまるとやってきて、何だかんだと蒼衣に絡からんでくるのだが、今日に限っては違う。行き詰まっているというには上機嫌すぎるし、蒼衣に絡む気配もなく、朝からずっと背を向けて一心不乱に何かをしているのである。時折ミシンの音がしているから、何かを作っていることは間違いない。

「よし、できた！」

　満面の笑みでこちらを振ふり返った国見が、「じゃじゃーん！」と何かを掲かかげた。

「国見知特製ワンピース＆犬用バンダナ、完成！」　>>>♥

　掲げられたハンガーに掛かっていたのは、柔やわらかな生き地じで作られた若葉色のワンピースだった。裾すそにレースとシフォンがレイヤードであしらわれたそれは、誰だれのために作られたかすぐに分かるほどに、若葉のイメージにぴたりとはまる。そしてもう片方の手には蘇す芳おう色の犬用バンダナ。これも誰が使うのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　国見知デザインの一点もの。オークションにでも出せば、とんでもない値段になるだろう。

「なあ、可愛いだろ？　俺ってやっぱり天才！　自分の才能が怖こわいわー」

「……」

　よいしょと立ち上がり、褒ほめろと言わんばかりに目を輝かがやかせる国見のそばに近づいていく。

　右手を上げ、国見の頭の上へと持っていくと、撫なでてもいいぞというように国見が自ら頭を傾かたむけ──

「いたあっ！」

　思い切り縦に手を振り下ろし、蒼衣は容よう赦しやないチョップを国見の脳天に叩きつけた。

「仕事しないで何してるんだ、あんたは！」

「いってえなあっ！　だってさ、こう……デザインが浮うかんできたんだから仕方ねえだろ」

「急ぎのデザインがあっただろうが。佐藤さんが必死の形相で早く描いてくれと懇こん願がんしてたはずだ」

「ああ、あれね。ちゃんとやってるって。若葉見てたら色んなデザインが次々浮かんできてさ。あれかな、俺、新しい扉とびら開いちまったかな？　更さらなる高みへと上っていっちゃう感じ？　若葉って、俺の女め神がみなんじゃねえかな」

　真ま面じ目めな顔して何を言っているのか。新しい扉ってあれじゃないだろうな。変態の扉じゃないだろうな。俺はまだ昨日のあんたの気持ち悪いドＭ発言を許してないからな。

　昨日のドＭ発言の後、ドン引きする蒼衣に国見は「幼女趣しゆ味みはない！」と何度も否定した。だがもちろん廊ろう下かに布ふ団とんを敷しいて寝ねかせた。可愛い若葉と同じ空間に寝かせるなど冗じよう談だんじゃない。若葉が懐なついていなかったら、すぐにでも蹴けり出してやったのに。

「あんた、本当に今日もうちへ来るつもりか？」

「当然。だって若葉のご指名だしな」

「嫌きらいって言われたくせに」

「う……でもそれで言うと、お前も嫌いって言われたんじゃなかったか？」

「……俺は嫌われても面めん倒どうを見ると決めてる」

　やめろ。昨日の傷口がまた疼うずくだろうが。開いたらどうしてくれる。

　思わず、うっと胸の辺りを摑んだ。

「俺だってそうだ。まああれだ、嫌いって言うのも自己主張な訳だし。若葉がそうやって言いたいことを言えるってことは、喜ばしいことだよな。お前が昨日気づいてやったからだろ？　そこはほら、成長を喜んでやろうぜ？」

「ほう。あれはドＭの性せい癖へきから出た発言ではないと？」

　疑わしい。冷え冷えとした視線を向けると、心外だと国見が声を荒あららげる。

「あったりまえだろ！　どうせなら俺はＳがいいね。真面目くさった顔を蕩とろけさせて、泣いて許しを乞こわせてやりてえ」

　何を想像したのか、こちらを見てから国見がにやりと笑った。どっちにしても変態だろうが。力説するな。

「あんたの特とく殊しゆな性癖の話はいい。それより、今日も来るなら夕飯はオムライスだ」

「お前、どこの亭てい主しゆ関白だ。作ってくださいとか食べたいなとかじゃなくて、断定ってどういうことだ。可愛くお願いしてくれたら考えてやってもいいぞ？」

「俺が食べたい訳じゃない。若葉の好物らしい」

　幼よう稚ち園えんや保育園に通えない若葉は、国見の厚こう意いで社内で面倒を見て貰もらえることになった。

　とは言っても、社員は基本的に皆みな仕事で忙いそがしいから、蘇芳と一いつ緒しよに一番人がいる集会室でお絵かきをしたり本を読んだりしていることが多い。

　さきほど、休きゆう憩けいがてら覗のぞきに行ったら、若葉は夢中でお絵かきをしていた。こちらに気づかないぐらいに集中していたので声はかけなかったが、後ろからひょいと覗き込んで見たところ、描かれていたのはオムライスだった。何でオムライスなのかと思ったが、近くにいた佐藤によって謎なぞが解けた。

『さっき何の絵を描こうか迷ってたから、好きな食べ物の絵を描けば？　って言ったんだよ』

　佐藤さんナイス。あんたは天才か。まだ遠えん慮りよがなくならない若葉から、好きなものをリサーチするとは。本気で感心した蒼衣である。

　基本的には忙しい社員達だが、皆それぞれ休憩時間を使って若葉に構っているようだ。絵本やＤＶＤを持ってきてくれる者もいて、お蔭かげで若葉も退たい屈くつすることなく過ごしている。

　いまいち子供の扱あつかいが分からない蒼衣よりも、社内の人間のほうがよほど若葉と友好的な関係を築けているような気がして、実はちょっと焦あせっているのは秘密だ。

「よし、それならオムライス作ろう。そうと決まったら、材料買いに行って来ようっと」

「何言ってんだあんた。まだ仕事中だろうが」

「気分転てん換かんだよ、気分転換。ほら、俺今日一日ずっとここで仕事してたし、たまには外の空気も吸わねえと仕事も捗はかどんないだろ？　あ、そうだ。ついでに若葉の服も買ってくるわ。一着は作ったけど、下着やらパジャマやらも数足りねえし」

　蒼衣のもとへ来る時、若葉は小さなリュック一つしか持っていなかった。その中には最低限の着き替がえだけしか入っておらず、もう替えがない状態だ。

「あー、かかった金額は後で請せい求きゆうしてくれ」

　俺が行くと言いたいところだが、国見が選んだほうがセンスがいいのは分かり切っている。若葉には昨日大嫌いと言われたばかりだ。これで服の趣味も悪いなんて言われたら、立ち直れない。

「はいよ。そんじゃあまあ、行ってくるわ！　腕うでによりをかけてうまいオムライス作るから、楽しみにしててね、ダーリン！」

　ちゅっ！　とわざとらしい投げキスを残して、国見が作業室を飛び出していく。残ざん響きようのように国見の高笑いが遠ざかっていった。

「誰がダーリンだ！」

　立ってしまった鳥とり肌はだを撫でて怒ど鳴なってから、ふと気づく。

　あれ？　よく考えたらあの男、若葉の服作ってただけで、今日まだ仕事してないんじゃないのか？

「騙だまされたっ！」

　何が気分転換だ。みすみす国見を逃にがしてしまったなんて佐藤にバレたら、連帯責任で自分も怒おこられるな、と蒼衣は小さくため息を吐ついた。













　そうしてその日の夜。無事に佐藤に見つからずに戻もどって来た国見が買ってきた服で若葉のファッションショーを開かい催さいして、宣言通りの美味おいしいオムライスに舌した鼓つづみを打った後。

「なあ、俺今日もここで寝んの？」

　スウェット姿で廊下に布団を敷く蒼衣の後ろで、同じくスウェット姿の国見がぶうぶうと文句を言う。

　どちらも国見が買ってきたものだ。若葉のパジャマも含ふくめて三人お揃そろいのデザインで、嬉うれしそうに「おそろいだね」と笑った若葉を悲しませたくなくて、嫌いや々いや着ている。若葉と二人でお揃いなら喜んで着たものを、どうして国見まで仲間に入るのかと言いたい。

「廊下って何か風が通って寒いんだって。俺もせめて部屋の中で寝たい」

「……若葉に何もしないって誓ちかうか？」

「まだ疑ってんのか？　いい加減しつこいな、お前。温和な俺もそろそろ怒るぞ？」

「温和？　言葉の意味分かってないのか？」

　温和の意味は、すぐに熱くなる人、とかじゃないんだぞ？

「本気で思ってる顔すんのやめろ」

「まあ、さすがにあんたが本気でそんなことするとは思っていない。若葉に手を出すということは社会的に抹まつ殺さつされるということだからな。地位も名めい誉よも何もかも失う覚かく悟ごがないと、指一本触ふれることは許されないよな。触れたら、俺が物理的に抹殺するが」

「なあ、それ、俺のこと信じてんの？　それとも脅おどしてんの？」

　昨日だって、本気でそこまで思っていた訳ではない。ただ、何となくいらっとしただけだ。嫌いと言われて嬉しいって何だ。蒼衣と喧けん嘩かしている時は、そんな風に喜んだことなんかないくせに。

　違ちがう。何だそれは。それじゃあまるで自分がドＳみたいじゃないか。別に喜ばれたいとか思ってない。そうじゃない。ただ何というか……気に入らない。へらへらしてんじゃねえよ、という気分だった。まあ、あれだ。たぶん気持ち悪いとかそういう感じだ。そういうことにしておこう。

　まあそれも一日で気が済んだ。あまり嫌がらせをして、本気で怒って帰られても実は困る。

「リビングで寝てもいいが、結局は床ゆかだぞ？」

「え？　いいのか？　やった」

　それじゃあこれは自分で持っていく、と国見は蒼衣が敷いたばかりの布団を二つ折りにし、よいせと持ち上げる。

　だが、スキップしそうな勢いで廊下を歩きだした足が、寝しん室しつへと続く扉とびらの前でぴたりと止まった。

「どうした？」

「しっ！」

　布団を下に置いた国見が、口元に指を置いた。意味が分からないまま扉に近づく。

　寝室のベッドは、若葉と蘇芳が使っている。蒼衣も同じく寝室を使っているが、ベッドがシングルで狭せまいこともあり、下に布団を敷いて眠ねむっていた。

　ソファでうとうとしていた若葉をベッドに寝かせてきたのはつい一時間ほど前のことで、今もぐっすり眠って……いるはずだったが違った。

「ひ……くっ、……っ、ぐすっ」

　扉の向こうからは、押し殺した若葉のすすり泣きと、それを慰なぐさめるような蘇芳の「くぅん」という鳴き声が聞こえた。

「……っ、ママ……ひっく……ままぁ……」

　蒼衣と国見は顔を見合わせて、小さく苦く笑しようした。

　そりゃそうだ。まだ五歳だ。寂さみしくない訳がない。母親を恋こいしがって当たり前の年ねん齢れいだ。分かっていたはずなのに、分かってやれていなかった自分達が情けない。

「おーい、若葉。起きてるかー？」

　国見が、こんこんと扉を叩たたくと、慌あわてたように洟はなをすする音がして、ほんの少しのタイムラグの後、「うん」と小さな返事がした。

「あ、助かった。入るぞー」

　まるで若葉のすすり泣きなど聞いていない調子で部屋に入る国見の後ろを、訳も分からないままついて入る。一体何をする気だ。

　そこには案の定目を腫はらした若葉がいたが、国見はそれにも気づかない風で、「頼たのみがあるんだけど」と言った。

「俺達、さっきまで二人でホラー映画見てたんだけどさ。何か怖こわくなっちまって、一人で寝ねるの寂しいんだよ。だからさ、若葉と蘇芳も一緒に寝てくれねえか？」

「さみしいの？」

「そう。大人だって寂しい時はあるんだぜ？　でも若葉と蘇芳がいてくれたら、寂しくねえと思うんだよ。だから頼む！　な？」

　ぱん！　と国見が両手で若葉を拝む。若葉は驚おどろいた顔で目をぱちぱちさせたが、すぐに「うん」と頷うなずいた。

「すおうとねたら、こわいのきてもやっつけてくれるよ？」

「むしろ、本人がやっつけられるんじゃないか？」

「ぐるるるっ」

　お安い御ご用ようだとでも言うように、蘇芳が国見を威い嚇かくする。どうにもこの二人は相あい性しようが悪いらしい。

　元々、蘇芳はあまり人に懐なつかないが、ここまであからさまに威嚇するのも珍めずらしい。普ふ段だんの蘇芳なら、気に入らない相手は無視するはずなのに。

「ほんと、お前は可愛かわいくねえな！」

「がう！」

「何言ってるんだ。とんでもなく可愛いだろうが。なあ、蘇芳」

「くぅん」

　するどい目つきで国見に吠ほえた蘇芳を蒼衣が呼ぶ。途と端たんに可愛く鳴いてみせる辺り、男心を分かっている。特別扱いされると、男は弱いものだ。このおだて上手め。

「態度があからさますぎるだろうが。こいつほんとに犬か？　犬の着ぐるみ被かぶった人間とかじゃねえの？　中からおっさんとか出て来ねえだろうな？」

「気持ち悪い想像するのはやめろ。それより、一いつ緒しよに寝るってどうするつもりだ？　ここのベッドは狭いから、一緒には寝られないぞ？」

　さすがにシングルベッドでこの人数は、無理がありすぎる。

「地べたに布ふ団とん敷しいて寝ればいいだろ？　二つ並べたら、三人ぐらい寝られんだろ」

「蘇芳が入ってない」

「三人と一いつ匹ぴき！　細かいなお前！」

　蒼衣と国見の掛かけ合いに、若葉がぷっと笑う。良かった、笑ってくれた。別に笑わせるつもりで国見に突つっかかった訳ではなかったが、一人で泣かれるよりは笑ってくれたほうがいい。

「よし！　じゃあさっそく布団敷こうぜ！」

　はりきった国見がさっさと動き出し、手伝う間もなく布団がベッドの隣となりに敷かれた。

「ご苦労」

「殿との様さまか。さ、若葉もこっち来いよ」

「うん」

　だが、ここで問題が発生した。

「おい、ちょっと待て」

「何だよ？」

「あんた、何勝手に若葉の隣で寝ようとしてるんだ」

　いそいそと横になろうとする国見を睨にらみつける。当たり前の顔して何てことしてくれてるんだ。国見の反対隣で横になっている蘇芳も、ふざけるなと言わんばかりに唸うなり声を上げた。

「じゃあ、お前が俺の隣で寝るか？」

「……」

　何でこいつの隣で寝なくちゃいけないんだという気持ちと、若葉の隣でこいつが寝るなんて貞てい操そうの危機だという気持ち。二つをはかりにかけて、蒼衣は苦く渋じゆうの決けつ断だんをした。

「……分かった」

「え？　あれ？　ここはふざけるなって言うとこじゃねえの？　何でそんな死地に赴おもむくみたいな顔で嫌いや々いや承しよう諾だくする訳？」

「うるさい。あんたはもっと隅すみに行け」

「あ、てめえ！　もうここ布団じゃねえだろ！　完全にただの床だろうが！　俺も中に入れろ！」

　布団から蹴けり出してやったら、強ごう引いんに布団の中に入ろうとしてくる。それをまた足で阻そ止ししようとすると、今度はごろりと無む理り矢や理り寝返りを打ってきた。

「やめろ、無理に入ってくるなっ。あんたは地べたで寝ても大だい丈じよう夫ぶだ」

「何を根こん拠きよに確信してんだっ、嫌に決まってるだろうが！」

「ほら見ろ、あんたは嫌なだけだろう？　俺は無理なんだっ」

「屁へ理り屈くつ捏こねるなっ」

　大人げなく、互たがいに陣じん地ちを奪うばい合う。若葉と蘇芳は仲良く隣の布団に入っていて、揉もめているのはこちら側だけだ。

「こっからは俺の陣地だからな、絶対入ってくんなよ」

「あんたのほうこそ、こっちに入ってくるなよ」

　このままでは埒らちが明かないので、渋しぶ々しぶ布団の真ん中を境界線ということにする。子供と犬の組よりも、あきらかに大人二人のこちらの組のほうが狭せま苦くるしい。

「お前がどうしても俺と寝てえとか言うから──いってえ！」

「勝手に気持ち悪い変へん換かんをするな。痛い目に遭あわせるぞ」

「肘ひじ鉄てつ食くらわせてから言うな！」

「あおいちゃんとともちゃん、なかよしだねえ」

　布団で口元を隠かくした若葉が、えへへと笑った。何でだ。どう見たらそう見えるんだ。蒼衣ちゃんは若葉の目が節穴過ぎて心配です。

「みんなでこうやってねるの、たのしいね」

「そうだな。せっかくだから明日あしたからも皆みんなで一緒に寝るか」

「え？　いいの？」

　嫌に決まってる。思わず正直な気持ちが口から出そうになったが、ぎりぎり堪こらえた。若葉が一人でこっそり泣くぐらいなら、狭い布団で寝るのを我が慢まんするほうがいい。

「若葉がそうしたいなら、俺は構わない」

「やったあ！　そっか……これで、さみしくないね」

「そうだな、寂しくないな」

　若葉は、誰だれが、とは言わなかったが、やはり寂しかったのだなと思った。

　子供がいないので断言はできないが、五歳と言えば親が恋しくて当たり前の年とし頃ごろだ。海外ならともかく、日本の子供で親と離はなれて寝ている子供は少ないだろう。

　昨日寝る時に、一人で寝られるか？　と聞いたら頷いたので、深く考えずに一人で寝かせてしまっていた。蘇芳も一緒だし問題ないと思っていたが、未いまだ蒼衣に対して遠えん慮りよがある若葉は、素す直なおに嫌だと言えなかっただけなのだろう。配はい慮りよが足りなかったなと反省する。

「だからと言って夜よ更ふかしはダメだ。ほら、電気を消すぞ」

「はーい」

　間接照明だけを残して電気を消す。ついでにメガネを外して枕まくら元もとに置いた。

　寝る準備ができてからも、しばらくうだうだと言い合いをする。だんだんぽつりぽつりとした会話に変わっていき、気が付けば誰も話さなくなっていた。

　左隣を見れば、すうすうと若葉が眠ねむっている。その表情のあどけなさに安心して、自分も仰あお向むけのまま目を瞑つむった。

　……が、何だか眠れない。右隣の男の体温が、妙みように気になる。いかんせん童どう貞ていだ。これまで誰かとこれほど近い距きよ離りで寝たことなどない。

　初めてのことだから緊きん張ちようするのだ。相手は国見だ。別に今いま更さら緊張する相手でもない。そう自分に言い聞かせるが、なぜか目は冴さえる一方だ。

　ごそっと国見が寝返りを打った。不覚にも、体がびくりと動く。

「なあ、寝た？」

「……チッ」

「問いかけに舌打ちで返すなよ」

「寝ねた」

「そうか、寝たかー……ってなると思ってんのか。寝言で返事とか高度すぎるだろうが」

　どうやら国見も眠れないらしい。そう言えば先日受付で修しゆ羅ら場ばを繰くり広げている時に、寝ている間に帰れと言ったのにとか何とか言っていたから、この男も案外、他人の体温が気になって眠れないのかもしれない。

「何か、不思議だよなあ」

　国見が、しみじみとした口調で言った。

「何が？」

「こうやって三人で川の字で寝てんのがさ」

「三人と一匹だ」

「一匹入れたら川の字になんねえだろ」

「なる必要性を感じない」

　しかも、この並び的にも川の字は成立していない気がする。

「冷たいこと言うなよ。川の字っつったら、何かこう家族って感じするだろ？」

「少なくともあんたは家族じゃないだろうが」

「うわ、可愛かわいくねえこと言うなあ、お前。ここまで協力してる俺に対して」

　それを言われると、悔くやしいが言い返せない。勝手に押しかけてきたのは国見だが、正直国見がいなかったら、こんな風に真っ当な生活を送れていたかどうか怪あやしい。

「まあ、感謝してやってもいい」

　ごろりと国見に背中を向ける。感謝は本当にしているのだが、どうしても国見に対しては素直になれない。礼を言うだけのことがなぜこんなにできないのか、自分でも不思議だ。他ほかの誰かが相手なら、こんなことはないのに。

「ツンデレか」

　言葉と共につんつんと背中を突つつかれた。本当は感謝してるって知ってるんだぞ、と言われているみたいで照れくさくて、かたくなに背中を向けたままで動かない。いや、動けない。今動いたら、赤くなった頰ほおに気づかれるかもしれない。　>>>♥

「子育て中の夫ふう婦ふに大事なのは、会話とスキンシップだってよ」

　誰が夫婦だ。そう言い返してやろうと思ったが、ふと思いついた。

「その場合、もちろん俺が旦だん那なだな」

「はあ？　何言ってんのお前。旦那って言ったら俺に決まってんだろ」

「あんたは料理を作って洗せん濯たくもして、掃そう除じもしてる。立派に主婦業をこなしている。いい嫁よめになれるぞ」

　さすがに国見にすべてをやらせるのは気が引けて、一度は蒼衣もやると申し出てみた。だが、どうやら蒼衣のやり方はお気に召めさなかったようで、二度手間になるからいいと断られた。

　タオルを他のものと洗うなんて信じられないとか、掃除機をかけるだけが掃除じゃないとかぶつぶつ言っていた。ちなみに今日は、洗濯物を裏返したままかごに入れるなと説教された。結けつ婚こんしていないのに、世のお父さん方の苦労を垣かい間ま見みた気持ちだ。実に面めん倒どうくさい。俺の家で俺が好きにして何が悪いんだと言いたくなる。

「家事が好きだから嫁って、決めつけすぎだろっ。世の中には家事好きの旦那だっているんだよっ」

　寝ている若葉に配慮して、一応声は抑おさえているものの、語ご尾びにやたら力がこもっている。ついでとばかりに背中をどんと叩たたかれ、ムカッとして言い返す。

「俺のほうが力が強い」

　以前、社内の男全員で腕うで相撲ずもう大会をしたことがあった。その時、優勝まではいかなかったが、蒼衣は国見と直接対決をして勝っている。

「あれは……っ、ちょっと緊張しただけだっ」

「あんた、社内の腕相撲大会ごときで緊張するようなノミの心臓じゃないだろう？」

「い、色々あんだよ！」

　またどんと背中を叩かれ、さすがに腹が立って振ふり返った。もう顔は赤くなっていないはずだ。

「色々って何だ。言い訳するな、みっともない」

　蒼衣が呆あきれ顔で言うと、ムキになった国見ががばっと起き上がる。

「言い訳じゃねえって！　俺だって本気になれば、お前押さえつけるぐらい訳ねえし！」

「ほう、ならやってみろよ」

　蒼衣も上半身を起こし、国見を睨にらみつけた。負けじと国見も鼻先に皺しわを寄せて睨み返してくる。

　だが、すぐに我に返った。売り言葉に買い言葉。気がつけば、話がおかしな方向に進んでいる。いくら何でも意地になりすぎだ。

　気づいて、この不毛な会話を終わりにしようとした。

「まあ、別にどうでもいい話だ──」

　だが。

「上等だよ」

　低く、唸うなるような国見の声がして、次の瞬しゆん間かんには肩かたを押さえつけられて押し倒たおされていた。驚おどろいて見上げれば、国見に見下ろされている。

　国見の顔をこんな角度から見たのは初めてだが、やはり整った顔立ちはどの角度から見ても美しかった。状じよう況きようも忘れて、こちらがどきりとさせられてしまうほど。

「どうだ。逃にげられねえだろ」

「……っ、これぐらい、訳……ないっ」

　体に力を込めて起き上がろうとするが、肩を押さえる国見の力が強くてびくともしない。

　こんなに、国見は力が強かったか？　初めて蒼衣は焦あせりを抱いだいた。

「ほら、俺のほうが力が強つええだろ？」

「……分かったから、いい加減に放せ」

　無理に起き上がろうとして、首を持ち上げる。こちらを見下ろす国見と顔が近づいて、お互たがいに顎あごを引く。

「……」

　何となく、気まずい空気になった。夜中に男二人で何をしているのか。傍はたから見たら、かなりおかしな光景だ。

　この空気を打破するために何か言わねば。そうは思っても簡単に言葉は出て来ず、妙に焦る。

「メガネかけてねえと、まつ毛長いのがすげえ目立つな」

　国見の目が、じっと蒼衣を覗のぞき込んできた。

「うるさいっ、見るな！」

　さすがに、寝る時にはメガネをかけない。それは当たり前のことなのに、国見に見られていると思うと、途と端たんに素すっ裸ぱだかを見られているような心もとない気持ちになった。

　何なんだ。何なんだこれは。心臓がばくばくと音を立てている。まつ毛見られて恥はずかしいってどういうことだ。

　顔を隠かくそうと両手を動かしたら、今度はその両手に指を絡からめられて布ふ団とんに押しつけられる。

「そんな恥ずかしそうにされると、何かいじめたくなるな」

「あんた……さぞかしいじめの被ひ害がい者しやを増やしていたんだろう」

「バカ言え。俺だって、誰だれ彼構わずいじめたくなる訳じゃねえよ」

　いじめっこの言い分など知るものか。選んでくれてありがとうとでも言うと思ったか。

　家庭環かん境きようのせいで、子供の頃ころから何だかんだといじめっこに目をつけられることはあった。だが、破は天てん荒こうないとこのせいでよく喧けん嘩かに巻き込まれたりしていたから、いつの間にか場ば馴なれして撃げき退たいできるようになっていた。

　だから、こんな風に誰だれかに押さえつけられたりすることなんてなかった。距離の近さに少しビビっていることを悟さとられたくなくて、せめてもの抵てい抗こうで蒼衣は国見を睨みつける。

「……そういう顔、反則だろ」

　ぐっと国見の手に力がこもった。押さえつけられた手が痛くて、顔が歪ゆがむ。

「おい、いい加減に──、……っ」

　ごりっ。

　抵抗しようと足を動かした蒼衣は、予想外の感かん触しよくに言葉を途と切ぎれさせた。

　いやいや。今何かおかしなものに足が当たった気がしたが、気のせいに決まってる。そんなおかしなことがある訳が──

　一瞬現実逃とう避ひしようとしたが、足に当たる感触はなくならない。

「あんた、何で勃たってんだ！」

「あ、やべ」

　国見が焦ったように腰こしを引いた。

「い、今そんな状況じゃなかっただろうが！　あれか、いじめることに喜び見み出いだすタイプか！」

「Ｍの次はＳか！　だからそんな特とく殊しゆな性せい癖へき持ってないっての！　確かにＭよりはＳがいいとは言ったけど、あんなの冗じよう談だんだろうがっ。お前らといると抜ぬく暇ひまないから溜たまってんだよ！　それだけ！」

「あ、ああ……なるほど」

　確かに、若葉との生活が始まってから抜く暇がない。蒼衣にとってはたかが数日だが、常日頃遊び歩いている国見にとっては辛つらいのかもしれない。

「それは……その、ご愁しゆう傷しよう様さまです」

「同情とかやめろ……居たたまれねえわ」

　国見ががっくりと項うな垂だれる。耳が真っ赤になっているのが見えて、何だか蒼衣までそわそわとしてきた。

　他人が欲よく情じようしているのを見るなんて、初めての経験だ。こういう時、どういう反応をしてやるのが正解なのか。

「うわー、すっげえ恰かつ好こ悪わりぃ」

　項垂れた国見が、蒼衣の耳元で呟つぶやいた。その少し震ふるえた声がやけに艶つやっぽくて、蒼衣の口元がひくんと震える。

「……ぁっ」

　やばい。何でだ。

　腰の辺りがぞわっとして、股こ間かんに熱が溜まり出す。自分の体なのに制せい御ぎよ不能になる。意味が分からない。国見は男だ。なのに、どうして。

「あれ？」

　その変化は、当然国見に気づかれた。

「お前も、勃ってる？」

「……うるさい」

　言葉にせずとも知っている。そこは見て見ぬふりするのが男だろう。自分のことを棚たなに上げ、男気のない奴やつだと内心で国見を責める。

「えーっと……一いつ緒しよに、抜くか？」

「あんた、羞しゆう恥ち心しんとか道徳心とかどこかに落としてきてるぞ。全速力で拾いに行け」

　何、散歩にでも行くか？　みたいなノリで言ってくれてるんだ。

「まあまあまあ、ほら、俺もお前もこんなだし。このままって訳にもいかねえし？」

　さっきは落ち込んでいたくせに、立ち直りが早すぎるんじゃないのか。急に上じよう機き嫌げんになった国見が、蒼衣の耳元で囁ささやく。

「ちょっとだけだから、な？」

「あ、おい！　やめろっ」

　国見の指が、布地の上から蒼衣の張りつめたそれを撫なでた。他人に触ふれられたことなどなくて、大げさに体が震える。　>>>♥

「ちょっと触さわって抜いてやるだけだから。高校ぐらいの時、男同士でやったりしただろ？」

「バ、バカ言うな！　そんなことしたことある訳……っ」

「そうかー、蒼衣はしたことねえのかー、おこちゃまだなー」

「何でそうな……ぁっ、こら、手をどけ……ひぁっ」

「お前が知らないだけで、これぐらい普ふ通つうなんだって。勃ったから抜く。ただそれだけのことだろ？」

　そう、なのか？　本当に、皆みんなこんな恥ずかしいことを普通にしてるのか？

「蒼衣……そんなビビんなよ。何も痛いことしねえ。気持ちいいことだけしてやるから」

　気持ち、いいこと。

　優やさしく諭さとすような声こわ音ねに耳たぶをくすぐられ、唆そそのかされる。

　皆が普通にしていることだし、気持ちいいことだけなんだし、……いい、のか？

「気持ちいいこと、嫌きらいな訳じゃねえだろ？」

　国見の指が、スウェットの中に入り込んでくる。直じかに足を撫で上げられ、促うながされるように自ら足を開いてしまう自分がいて。

「あ……っ」

　国見の指が蒼衣のそこに──

「わんっ！」

　触れる、と体が期待に震えた瞬しゆん間かん、蘇芳の鳴き声が間近で聞こえて、二人はぎくりと体を強こわ張ばらせる。

　視線を頭上に向けると、歯を剝むき出して国見を威い嚇かくしている蘇芳の姿がさかさまに見えた。どうやら、蒼衣が国見にいじめられていると思って、助けにきてくれたらしい。

「……ぅーん……あおい、ちゃん？」

　今度は寝ねぼけた若葉の声がした。蘇芳の鳴き声で目を覚ましてしまったのだろう。

「どしたのぉ？　こわいの、きた？」

　ごしごしと目をこすりながら、若葉が起き上がった。

　怖こわい。何が怖いって、今のこの状じよう況きようが怖い。

　冷静になってみれば、小さな子供が隣となりで寝ているというのに、一体何をするつもりだったんだ自分は。

「あ！」

　固まったままの二人の様子に気づいた若葉が、大きな声を上げる。

　やばい、何て言い訳しよう。いくら何でも、勃っちゃったから抜こうとしてました、なんて正直に言える訳がない。相手は子供で、しかも女の子だ。

　国見が何とかしてくれないかと見上げたが、こちらもすっかり忘れきっていたようで、ものすごく驚おどろいた顔で固まったままだ。この役立たずが。

　だが、救世主はすぐそばにいた。

「あおいちゃんとともちゃん、またけんかしてる！」

「へ？」

　二人同時に変な声が出た。息をすることすら忘れそうなぐらいにパニックになっていたから、思いのほか間抜けな声になった。

「けんかするほどなかがいいっていうけど、けんかしないでなかがいいのがいちばんだよって、ママがいってたよ！」

　菫のくせに、真っ当なことを言うじゃないか。とてもじゃないが、言葉で足りなきゃ拳こぶしで分からせてやる、が口くち癖ぐせだった女のセリフとは思えない。

「だから、けんかはだめ。あおいちゃんはこっちで、ともちゃんはこっち」

　ぱんぱん、と若葉が自分の両隣を叩たたいた。

「ふざけるな。若葉の隣で寝かせられるか」

「いやいや、若葉の隣は別にいいけど、俺だってあのバカ犬の隣とか勘かん弁べんして欲しいわ」

「バカ犬ってまさか蘇芳のことじゃないだろうな？」

「他ほかに犬がどこにいんだよ？」

　起き上がって互たがいに睨にらみ合う。蘇芳がバカ犬だと？　聞き捨てならない。

「もう！　いいかげんにしなさい！　それいじょうけんかしたら、おしりぺんだよ！」

　きっと自分がいつも言われていた言葉なんだろう。若葉の口調に、菫の影かげが見えた気がした。この年になっておしりぺんは勘弁して欲しいので、二人は素す直なおに若葉に従うことにする。

「がるるるっ」

「どわっ！　何だよ、お前ほんっと可愛かわいくねえな！　邪じや魔ましてんじゃねえよっ、犬の分際で」

　若葉を挟はさんだ向こうで、国見が布ふ団とんに戻もどった蘇芳に唸うなられている。ざまあみろ。

　何はともあれ、この場は若葉の勘かん違ちがいのお蔭かげで助かった。

　それにしても、と蒼衣は考える。若葉が目を覚ましていなかったら、どうなってしまっていたんだろう。

　驚きで欲よくは吹ふき飛んだが、未いまだ疼うずきの名残なごりはある。服の上からとは言え、国見の指に触れられたことを思い出すと、うっかりまたあらぬことになってしまいそうで、蒼衣は必死にそれを打ち消そうとする。

　だが、すると今度は耳を赤くしていた国見を思い出し、あれはちょっと可愛かったな、などと思ってしまう。

　可愛いって何だ。あの男は自分の天敵で、寄れば触れば喧けん嘩かの関係で、水と油、犬と猿さる……後は、えーっと、何だ……とにかく、相あい容いれない関係のはずだ。

　自分の信じられない思考に、蒼衣はその後悶もん々もんと眠ねむれない夜を過ごした。







「ここのドレープがきつすぎんだろ」

「……なら、これぐらいか？」

「ああ、そんな感じ。でもこうすると、思ったよりだぶつくな」

「ここまでくると、何かだらしない感じがしますね」

　トルソーに着せた試作品を眺ながめ、ああでもないこうでもないと社内の人間全員が意見を交かわす。ｄｅａｒ ｋｎｏｗｓではよくある光景である。

　国見は、決して暴君ではない。いいと思うことはどんどん取り入れていく貪どん欲よくさもあり、社員は他では味わえない一体感と同時に、気を抜ぬけない緊きん張ちよう感かんも味わうことになる。

　手など抜けば、国見にはすぐバレてしまう。普段のちゃらんぽらんさはどこへやら、仕事に関しての国見は、一いつ切さいの妥だ協きようをしない。その仕事に対する真しん摯しさを知っているから、口では何だかんだと言いつつも、この会社の社員で国見を尊敬していない者はいない。蒼衣も含ふくめて。

「いっそ丈たけを変えるか」

「そこを変えたら、最終的にもういっそ最初から変えるとか言い出しかねないだろ、あんた」

「分かってるじゃん、蒼衣。よし、お墨すみ付つきも貰もらったし、最初っから考え直すわ」

「はあ？　国見さん本気で言ってるんですか？　もう日にちそんなにないんですよ!?」

「だからって、納なつ得とくできねえもんは出せねえよ。それに、そんなこと言うけどいっつも最後はやってくれてるだろ？　信用してんだぜ、お前らのこと」

「出たよ、こんな時ばっかり」

　佐藤のセリフに同調するように全員がため息を吐つくが、その口元は笑っている。

　国見に信用されて、嬉うれしくない訳はない。この男のためなら、何としてでもやってやる。そう思わせるだけの求心力が、国見にはある。

　若葉が来てから一週間ほどが経たった。嫌いや々いやながら始まった同居生活だったが、少しずつ慣れ始め、それに従い、国見との口喧嘩の数も減ってきている。

　腹立たしいことに、国見の存在にも慣れ始めているらしい。更さらに言えば、先日の危あやうく国見に抜かれそうになった一件のせいで、どうも国見に強く出で辛づらい。

　国見はと言えば、まったく気にしていない様子でけろりとしていて、自分だけが気にしているようで腹立たしい。これが経験値の差というやつか。

　ここ数日は仕事が立て込んでいて、社内は戦場のような有様だ。お蔭で気にしてばかりもいられないから助かっていた。

　今日も朝からばたばたしていたが、さきほどようやく仕事の目め途どがついたところだ。ほっと一息、コーヒーブレイクを兼かねた意見交こう換かん。そこから、国見の今の爆ばく弾だん発言に繫つながる。

　今見ている試作品は急ぎのものではないが、最初から考え直すとなるとまた日程がずれてくる。しかも常に同時進行で他の仕事も抱かかえている。そうなると先に待つのは修しゆ羅ら場ばである。考えただけで気が重いが、仕事で妥協したくないのは全員一いつ致ちなので、誰だれも国見にやめてくださいとは言わない。

「まあ、今日のところは一区切りついたし、皆早めに帰ってもいいぞ」

「やったー！　よし、帰って寝る、ひたすら寝るぞー！」

「俺は髪かみ切りに行ってこようっと」

　国見の言葉に、クモの子を散らすような勢いでそれぞれが飛び出していく。それを見送ってから、蒼衣と国見は視線を合わせた。

「じゃあ、俺達も帰るか」

「ああ、そうだな」

「帰りにスーパー寄ってくれよ。卵が切れてんだ」

「そう言えば、トイレットペーパーもあと少ししかなかったな」

「……」

　後片付けに残っていた佐藤が、何か言いたげな顔でこちらを見た。

「何だ？　どうかしたのか？」

「べっつにぃ。何か夫ふう婦ふみたいな会話だなーなんて、これっぽっちも思ってないですよー」

　なぜに棒読み。

「ふ、夫婦とか何言ってんだお前。そんなこと言われてもちっとも嬉しくねえよっ」

「うわー、ほんとだー、すっごく嬉しくなさそー」

　いやだから、なぜに棒読み。

「もういちいち突つっ込むのも面めん倒どうくさいんで、とっととお子様連れて二人の愛の巣に引っこんでもらえませんかね」

「愛の巣ってお前っ」

「気持ち悪いことを言うな」

「……」

　当然国見が言うであろうセリフを先回りして言ってやると、佐藤が「あらら」と苦く笑しようした。

「そこ、密ひそかに落ち込まない」

「……落ち込んでねえし」

　国見は女好きなのだ。男との生活を愛の巣だなどと言われたら、そりゃ落ち込みもするだろう。

「とにかく、若葉ちゃん待ってますよ？　今日はあっちの空いてる作業室で誰かが持ってきたＤＶＤ観みておとなしくしてましたけど、いい加減寂さみしがってるんじゃないですか？」

「お、そうだそうだ。これ以上待たせたら可哀かわい想そうだ」

　最初は遠えん慮りよがちだったものの、若葉もようやく今の暮らしに慣れ始めたようで、最近では小さなわがままも言うようになった。

「さみしいから、ひまなときでいいからあいにきてね」と言われた時は、わがままと言うにはあまりに些さ細さいなそのお願いに、思わずぎゅっと抱だきしめてしまったが。

　まだ国見の助けを借りている状態だから、胸を張っては言えないが、蒼衣なりに若葉とやっていける自信もついてきたように思う。

　教えてくれた佐藤に礼を言い、二人でいそいそと若葉の待つ作業室のドアを開ける。

「若葉、かえ──うわっ」

「わん！」

　途と端たんに蘇芳が蒼衣に突とつ進しんしてくる。その勢いに驚おどろいて、思わず後ろによろめいた。

「どうしたんだ蘇芳。いきなり飛びかかったら危ないだろう？」

　おとなしい蘇芳にしては珍めずらしい行動だ。寂しがっていたにしては様子がおかしくて、首を傾かしげながら部屋に入ってようやく異変に気づく。

「若葉っ!?」

　作業室に置かれたソファの上に、若葉がぐったりと横たわっているのが見えた。慌あわててかけよると、呼吸が荒あらい。

　作業室は、使う者の気が散らないようにと防音仕様になっている。ドアの取っ手もレバーではなくノブになっているので、蘇芳では開けられない。もしかしたら、蒼衣達が気づかなかっただけで、蘇芳はずっと鳴いていたのかもしれない。

「あお、いちゃん……？」

「ああ、そうだ。どうした？」

「なんか、さむいの……」

　言われて若葉の額に触ふれると、かなり熱かった。熱があるのは間違いない。

「どど、どうしよう？　寒いと言ったよな？　とにかくっ、毛布！　そうだ毛布を持ってこよう！」

「おい」

　若葉が、若葉が病気になってしまった。息も苦しそうだし、しんどそうだ。いつからだ。いつから若葉は調子が悪かった？　朝は？　朝はどうだった？　ああくそ、朝は今日届く試作品のことで頭がいっぱいで、若葉がどうだったか覚えていない。何でちゃんと見ていなかったんだ。俺は親代わり失格だ。

　ほんの一いつ瞬しゆんでも、やっていける自信がついたなどと考えた自分を恥はじる。どこがだ。全然ダメだ。若葉にこんなしんどい思いをさせて──

「おい、ちょっと落ち着けって」

　後ろから、ぱこんと頭を叩たたかれた。大した力ではなかったが、そこに自分以外にも人間がいることを思い出させるには十分だった。

「あ……」

　振ふり向くと、国見が呆あきれ顔で立っていた。それだけで、不思議とふっと肩かたの力が抜ぬける。そうだ、国見がいる。一人じゃない。

「お前がそんなにテンパってどうすんだ。若葉が余計に不安になるだろうが」

「あ、ああ、すまん」

　蒼衣の頭を慰なぐさめるようにくしゃりと撫なでてから、国見の手が若葉の首筋に触れる。冷たかったのか、若葉は少しだけ首をすくめたが、もう話をする気力もないようでぐったりと目を閉じた。

「熱があるみたいだな。とにかく病院連れてくぞ」

「そうかっ、病院か！　そうだな、すぐ行こうっ、今すぐ行って入院させて貰おう！」

「いや、だから落ち着けって」

　慌てて走って行こうとすると、国見に肩を摑つかまれて止められる。

「どうして止めるんだ！　早く行かないとっ」

「お前が一人で行ってどうすんだよ。いいから一回深呼吸しろ」

「そんなことをしている場合じゃ……っ」

「いいから」

　しつこく言われて、仕方なしに深呼吸する。大きく息を吸って、今度はゆっくり吐はいた。不思議なもので、そうすると脳が少し冷静さを取り戻もどし、焦あせりが落ち着いた。

「お前は、今から何をするんだ？」

　国見が、ゆっくりと問いかけてくる。

「……毛布を取ってきて、若葉を連れて、病院へ行く」

「よし。じゃあ早く毛布取ってこい」

「ああ」

　まるで犬に命令するみたいな言われ方だったが、不快には思わなかった。むしろ、自分のやるべきことが明確になり、すんなりと体が動いた。

　毛布を手に若葉のもとへ戻り、国見の車で病院へ向かう。蒼衣が毛布を探している間に国見が電話で手配してくれていたお蔭かげで、病院についてすぐに診しん察さつしてもらうことができた。

「今の時季流行はやってますので、インフルエンザの検査をしておきますね」

「お願いします」

　検査の結果が出るまでの間に、水分補給の点てん滴てきだけ先にしましょうと言われ、処置室に通される。

　五歳の子供の小さな手の甲こうに点滴の針が刺さされるのは、本当に可哀想だった。熱でぐったりとしていたせいか、若葉は抵てい抗こうらしい抵抗はしなかったが、それでも目にはいっぱい涙なみだを溜ため、今にも泣き出しそうに顔を歪ゆがめる姿を見ていると、蒼衣まで辛つらくなった。

「若葉……ごめんな」

　点滴のお蔭で楽になったのか、すうすうと眠ねむる若葉を眺ながめて、蒼衣は心の底から反省した。

　きっと、朝から調子が悪かったのだ。蒼衣と国見が忙いそがしくしているのを見ていたから、言わずに我が慢まんしていたのだろう。

　自分がもっとちゃんと見ていなくてはいけなかった。相手は五歳の子供だというのに、若葉の賢かしこさと我慢強さに甘え、この程度でも十分子育てができているなどと勘かん違ちがいしていた。

　子育てはそんな甘いものではないんだと、思い知らされた。

　看護師が、「待っている間にどうぞ」と出してくれたパイプ椅い子すに腰こしかけて項うな垂だれていると、隣となりに座る男が「心配すんな」と言った。

「子供ってのは、すぐに熱を出すもんだ。別にお前が悪い訳じゃねえよ」

「いや、でも……」

「それよりも、お前がそんな顔してるほうが若葉は辛いと思うけどね」

「……」

「不安そうにするより、笑ってやれよ。大したことないぞって顔しててやれ。大人の不安は子供に移る」

「そう、だな……」

　国見の手が、蒼衣の肩を抱だいた。そのまま胸むな元もとに引き寄せられ、ぱふんと国見の胸に顔を埋うずめられた。

　普ふ段だんの二人ならあり得ないことだ。そもそも相手が国見でなくても、男同士でこんなことなど蒼衣は絶対にしない。

　だがこの時蒼衣が感じたのは、不快感でも嫌けん悪お感かんでもなく、まぎれもない安あん堵どだった。

　一人でなくてよかった。心の底からそう思った。誰だれかがそばにいてくれることを、初めて心強いと思った。

　点滴が終わり、風邪かぜだという診しん断だんを受け帰宅してからも、その安堵感は続いた。

　子供の看病どころか、そもそも他人の看病自体ほとんどしたことのない蒼衣は、またしても役立たずで。

　汗あせをかいているだろうから服を着き替がえさせてやれ。水分を摂とらせてやれ。寝しん室しつに加か湿しつ器を用意しろ。

　そう蒼衣に指示を出し、その間に国見はおかゆを作って、若葉に食べさせてくれた。

　そうして、薬を飲んだ若葉は今、寝室で蘇芳に付き添そわれて眠っている。

　怒ど濤とうのような時間が過ぎ、二人で向き合ってテーブルに座った。国見が淹いれてくれたコーヒーを一口飲んでから、蒼衣は意を決して口を開く。

「……った」

「ん？　何か言ったか？」

　だが、国見には聞こえなかったらしい。首を傾げられ、蒼衣はもう一度、今度は大声を出した。

「助かった！　と、言ったんだ……」

　語ご尾びが弱くなったのは、自分でもこれが礼を言う態度かと呆れたからだ。

　この男の前ではすぐに強がってしまう。いい加減国見も怒おこるか呆れるかしたんじゃないか。恐おそる恐る顔を上げると、国見はそのどちらの表情もしていなかった。

「バーカ。俺は若葉の友達なんだぜ？　友達助けんのは当たり前だろうが。わざわざお前に礼言われるようなことじゃねえよ」

　頰ほお杖づえをついた国見が、言葉とはうらはらにひどく優やさしく笑った。

　……なぜだ。なぜ、そんな風に優しく笑ってしまえるのか。

　ほら見ろ、と言われると思っていた。俺がいなきゃ何もできないじゃないか、お前に一人で子供が育てられる訳ないって言っただろう？　と、ここぞとばかりに責められると覚かく悟ごしていたのに。

「それでもまあ、お前の役に立てたんならよかった」

　そう言って目を細める男を、自分は知らない。こんな風に穏おだやかに会話をしたこと自体、初めてだ。国見は、こんなに優しく笑える男だったのか。

　この時初めて、蒼衣は自分が国見の一面しか知らなかったのだということを知った。

　これまでの二人の間にあったものは、仕事の上での関係だけだった。会社での国見しか知らなかった。

　蒼衣にとっての国見は、尊敬できるデザイナーであり、一いつ緒しよにものを作る戦友だ。それ以上でもそれ以下でもない、はずだった。

　一緒に仕事をしていただけの時には気づかなかった、いや、気づけなかった国見の優しさに驚おどろき、蒼衣は言葉を失う。

　これまで国見に抱いだいていたイメージが、根底からひっくり返されるような気がした。

　そのことを、どうしてか怖こわいと思った。







「……おばあさん、おばあさん。どうしておばあさんのお口はそんなに大きいの？」

「うわあ、だめだよ！　そんなこときいたらだめっ」

　リビングのソファで絵本を読む国見と、ソファで蘇芳を抱きしめて寝ね転ころびながらそれを聞く若葉を眺め、テーブルセットに腰かけている蒼衣は平和だなあとコーヒーをすする。

「お前を食べるためさっ」

「きゃあああ、あかずきんちゃん、にげてええええっ」

　国見の読み方が真に迫せまっているためか、若葉は国見に絵本を読んで貰もらうのが大好きだ。昼間はずっと寝てなくちゃいけないなんて退たい屈くつだと悲しそうにしていたのに、国見が帰ってきた途と端たん、ああして国見に張り付いて絵本を読んで貰いながら楽しそうにごろごろしている。

　現金なものだな、と思いながらも、蒼衣の口元にも笑えみが浮うかんだ。

　昨日熱を出した若葉のために、蒼衣は今日一日休みを取った。そうして一日若葉と蘇芳と留守番をしていたが、正直蒼衣も退屈だった。

　だが、国見が帰ってきた途端に、退屈が吹ふき飛ぶから不思議だ。やっぱり、若葉が楽しそうにしているからだろうか。

　国見が仕事から帰ってきて「ただいまー」と声をかけてきた時に、「おかえり」と返した時も、何となく不思議な感じがした。これまでは一緒に帰宅していたから、出で迎むかえることなどなかったのだと後で気づいた。

　一人暮らしも長くなると、誰かに「おかえり」なんて声をかけることなどない。久しぶりすぎて調子が狂くるう。だが、悪くない気持ちだった。

　こうして会話に加わることなく一人でコーヒーを飲んでいても、一人じゃない。家の中に他ほかの誰かの気配がある。それは久しく感じていなかったぬくもりのようなものを蒼衣に与あたえてくれた。

　家族、か。

　叔母おばと菫と暮らしていた頃ころは、こんな風に誰かの気配が心地ここちよいと思ったことはなかった。菫はともかく、叔母に対しては、いつも勝手に神経をすり減らしていたように思う。

　バカだな。こうして、肩かたの力を抜ぬいてそばにいるだけでよかったのに。

　擬ぎ似じ的にではあるが、親の真似まね事ごとのようなことをするようになって、ようやく自分がどうすればよかったのか、漠ばく然ぜんと見えてくるようになった。

「──めでたし、めでたし」

「じゃあ、つぎこれ！　これがいい！」

　ぼうっと考え事をしている間に、絵本が終わったらしい。次を強請ねだる若葉に、国見が「ダメだ」ときっぱり告げる。

「一冊だけって約束だっただろ？」

「だって……っ、あといっさつだけ！　いっさつだけだよ？」

「ダメだぞ、若葉」

　必死に言い募つのる若葉に、蒼衣が声をかけた。

「約束は何のためにあるんだ？」

「……まもるため」

　ぶうたれた顔をしながらもそう口にした若葉に、「そうだ」と蒼衣が頷うなずく。国見が甘いからか、若葉は国見にわがままを言って困らせることがある。そういう時は蒼衣の出番だ。

　蒼衣が叱しかり、国見が褒ほめる。いつの間にかそういう図式が出来上がっていた。もちろん逆のこともあるが、蒼衣はあまり褒めることがうまくないので、効果はいまいちだ。

　国見が「いい子だな」と若葉の頭を撫なでた。

「分かってても守れない奴やつがいっぱいいるんだぞ？　さすが若葉。恰かつ好こいいな」

「ほんと？　わかば、かっこいい？」

「ああ。すげえ恰好いい。ファンになったから、夕飯は若葉の好きなもの作ってやるぞ？」

「ほんと？　わーい！」

「ダメだ」

　まったく、この男はこれだから困る。若葉に甘いのは結構だが、肝かん心じんなことを忘れている。

「何（なん）で？」

　二人同時に不満げな顔をした。何でだと？　眉まゆ根ねを上げてそれに答える。

「若葉はまだ病人だろうが」

「……ああ、そう言えば」

　二人が顔を見合わせた。盛り上がっているところに水を差したのは確かに申し訳ないが、蒼衣とて理由もなくそんな意地の悪いことをした訳ではない。あれだけしんどそうにしていたのはつい昨日のことだというのに、喉のど元もと過ぎれば熱さを忘れるとはこのことだ。

「病人はおかゆと決まってる」

「でも……わかばもうげんきになったよ？」

「ダメだ。またぶり返すかもしれないから、今日一日はまだ病人だ」

　きっぱりと言い返すと、今度は国見が「でも」と言い出す。

「もう熱も下がってんだし、ちゃんと今日一日おとなしくしてたんだろ？　夕飯ぐらい──」

「ダメだ」

　そんなことをして、夜中に気分が悪くなったらどうするんだ。もう若葉のあんな姿は見たくない。

　こちらもきっぱり拒きよ否ひすると、ソファに座る二人組がこそこそと話し合う。どうせ分からず屋だの厳しすぎるだのと悪口を言っているのだろう。だが、そんなものには負けない。

「よし。じゃあ、そういうことでいいな？」

「うん！」

　しばらくして、ようやく話がまとまったらしい。二人の顔が揃そろってこちらを向いた。

「あのね、あおいちゃん。あおいちゃんのいうとおりだから、きょうはがまんする」

　きっと懐かい柔じゆう策を話し合っているのだと思っていた蒼衣は、予想とは違ちがう言葉に目をぱちくりとさせる。

「ともちゃんがね、あおいちゃんはわかばのことがだいすきで、わかばがびょうきになってすごいしんぱいしたんだぞって。またわかばがしんどくなるのがかわいそうだから、いってるんだぞって。だからわかばがまんする。あおいちゃん、わかばのことしんぱいしてくれて、ありがとう」

「な、何言ってるんだ……当たり前のことだ」

　慌あわてて手近にあった新聞を引き寄せ、顔の前で広げた。不意打ちはずるい。うっかり泣いてしまいそうになった。

「おい若葉、蒼衣ちゃん照れてるな」

「てれてるね」

　二人がひそひそと言って、くくくと笑った。

「よし、じゃあおかゆ作るか」

　そう言ってソファから立ち上がった国見が、蒼衣のそばを通る。

「……余計なことを」

「はいはい。どういたしまして」

　素す直なおじゃない蒼衣の態度にも慣れてしまったようで、国見はまるで若葉にするみたいにぐしゃぐしゃと頭を撫でてから通り過ぎて行った。

「俺は、子供じゃないぞ」

　国見に聞こえない声で呟つぶやいて、今撫でられたばかりの頭に触ふれる。

　子供ではないのだが、そうやって子供扱あつかいされても、嫌いやな気分にはならなかった。お前の言いたいことなんて分かってるよ、という扱いをされて、今までの蒼衣なら腹を立てているはずなのに、今日は違った。

　言わなくても蒼衣の気持ちを察してくれたのは、これまで蘇芳だけだった。だから戸と惑まどう。だけど、それ以上にほわんとした何かが胸に宿った。

　あったかくて、優やさしくて、そのくせ苦しくなるような何か。それが何かは分からなかったが、その苦しささえ心地よいと蒼衣は思った。







「あおいちゃん、おひるだよー」

　作業室で図面をひいていると、時計の針が十二時を指したと同時に、勢いよく若葉が部屋に飛び込んできた。

　熱を出して寝ね込こんでいたのは一昨日おとといのことだというのに、もうすっかり元気そのものだ。昨日の夜の時点でかなり元気になっていたが、やはり子供は回復が早い。

「ね、おべんとたべよう！　はやくたべよう！」

　今日の若葉は、国見がデザインした若葉色のワンピースを着ている。くるくる回ると、レースの部分がふわふわと浮ういて可愛かわいらしい。

　この服を国見から差し出された時の若葉も、今のようにくるくると回って喜んでいたなと思い出す。国見は若葉を喜ばせる天才らしい。

　後ろをついてきた蘇芳も蘇す芳おう色のバンダナを巻いているが、こちらは国見にそれを差し出された時、牙きばを剝むき出して怒おこっていた。若葉に無む理り矢や理りつけられたのだろう、今も不本意そうに時々首を振ふっている。

「そうだな。じゃあ食べようか」

　ぴょんぴょんと飛び上がる若葉に苦く笑しようしながら、作業室を出て集会室に向かう。

　この若葉のテンションの高さには理由がある。今日の昼食は、国見お手製の弁当なのだ。風邪かぜが治って元気になった若葉への、国見からのプレゼントだ。

　今日の朝、そのことを知った時から若葉はずっとこんな調子だった。よほど楽しみにしているらしい。前を歩く若葉の足取りは軽く、今にもスキップしそうだ。

　若葉が楽しそうにしていると、それだけで場の空気が明るくなる気がする。ほほえましい気持ちになりながら、ぴょんぴょん跳はねる若葉の後ろを歩いた。

　集会室について、渡わたされていたバッグから弁当箱を二つ取り出す。

「ほら、若葉の分」

「わーい！　どんなおべんとかなあ」

　テーブルの上に弁当を置いてやると、さっそくいそいそと蓋ふたを開ける。お茶を淹いれてやりながらその様子を観察した。

「うわあああ、かわいいっ！……あ」

　開けた途と端たんにぱあっと顔を輝かがやかせた若葉だったが、何かに気づいて顔を曇くもらせる。予想外の反応だ。

「どうした？」

「う、ううん、なんでもない！　いただきます！」

　不ふ審しんな様子に首を傾かしげる。

　弁当の中身は今流行はやりらしいキャラ弁というやつで、若葉の好きなアニメのキャラクターがモチーフになっている。

　昨日の夜、インターネットで調べながら国見が下準備をしているのを見ていたが、大変に手て間ま暇ひまがかかっていた。きっと大喜びするだろうと思っていたのに、解げせない。

　期待していたのは、こういう弁当ではなかったんだろうか。

　きっとものすごく幸せそうな顔で食べるんだろうと楽しみにしていただけに、肩かた透すかしを食くらった気分で、残念だと思いながら蒼衣も自分の分の弁当を手に取った。

　どうして若葉のご褒ほう美びなのに自分の分もあるのかと思ったが、こちらが尋たずねる前に「ついでだからな！」と言われた。国見の料理の腕うではもう十分に知っているので、ついででもありがたい。

　どんなおかずだろうか。少しわくわくして蓋を開ける。

「……」

　蓋を閉める。よし、後であいつぶん殴なぐろう。

「あ、お前らもう弁当食べてんの？」

　ちょうど本人が来た。

「これは一体どういうことだ」

　弁当を指差すと、国見がにやにやしながらそばまで寄ってきた。

「ふはは、可愛いだろ？　皆みんなの前でこの弁当食べてるお前想像したら、作ってる時腹よじれそうだったわ」

　国見が弁当の蓋を開ける。中には、さくらでんぶで形作られたハートマークがでかでかと鎮ちん座ざしていた。

　なるほど、やはり嫌がらせか。

「よじってやろうか？」

「真顔で言うなよ。本気に聞こえるだろうが」

「いたって本気だ」

「余計怖こわいわっ」

　こいつはどうしてこんなに蒼衣への嫌がらせに全力を尽つくすのか。優しいところもあるなどと思ったのは、一時の気の迷いだった。やはりこの男はムカつくところばかりだ。

　腹を立てつつも、心のどこかでほっとしていた。あまりいい面を見せられると、そわそわと落ち着かない気分になる。

　こんな弁当を食べるなんて屈くつ辱じよくだが、いかんせん味がうまいことはよく知っている。捨てるなんてもったいなくてできない。

　どうしようかと視線をさまよわせた蒼衣は、ちょうど見てしまった。

「おい、若葉」

　ぎくり。

　そうとしか言えない仕草で体を強こわ張ばらせた若葉が、そうっと蒼衣のほうを向いた。分かりやすく挙動不審な態度で、蒼衣が警察官だったら、迷わず職務質問するレベルだ。

「何をやっているんだ、その手は」

　握にぎりしめられた左手を指差す。若葉が左手を開くと、中から出てきたのはかぼちゃの茶ちや巾きん絞しぼりの残ざん骸がいだった。

「蘇芳にそれを食べさせていたのか」

　テーブルの下には蘇芳が座っていた。名を呼ばれた蘇芳が、申し訳なさそうに顔を出す。

「あ、あのねっ、すおうがかぼちゃだいすきなの！　だからすおうにあげてたんだよ？　ほんとだよ？　わかばもね、だいすきなんだけど！　ね、すおう？」

「……わんっ」

　若葉に声をかけられ、蘇芳がちらりとこちらを見てから返事をする。

「蘇芳、若葉を庇かばうんじゃない」

「くぅん」

　叱しかりつけるとまた、申し訳なさそうに鼻を鳴らした。若葉のことが大事なのは分かるが、許していいことと悪いことがある。

「あちゃー、若葉、かぼちゃ嫌きらいだったのか」

　国見の言葉に、若葉が「ちがうもん……すおうがすきなんだもん」とふて腐くされたように呟く。

　若葉がこんな風にふて腐れるようになったことは、これまでのことを考えると喜ばしいことだ。だが、それとこれとは話が別だ。

「二度とするな」

　自分で意識したよりもきつい声になった。そのことに少し動どう揺ようしたが、こほんと咳せき払ばらいをしてもう一度言い聞かせる。

「二度と、したらダメだ」

「……ごめん、なさ……っ」

　じわじわと目に涙なみだをにじませた若葉が、顔をくしゃりと歪ゆがませて洟はなをすする。可哀かわい想そうだとは思ったが、だからといって許してしまえば、若葉はまたしてしまうかもしれない。

「謝る相手は俺じゃないだろう？　ちゃんと蘇芳に謝りなさい」

「え？」

「あれ？」

　それまで黙だまって成り行きを見守っていた国見が、若葉とほぼ同時に声を出した。

「え、じゃないだろう？　蘇芳が早くに死んでしまったらどうするんだ」

「ああ！　なるほど！」

　ぽん、と国見が手を叩たたく。何だその反応は。

　分かったような顔の国見とは違ちがい、若葉はまだ首を傾げている。その姿を見た国見が、「あのな」と若葉に話しかけた。

「そのかぼちゃには味がついてただろ？　バターとか砂糖とか生クリームとか、色々入ってんだよ。蘇芳は、そういうのあんまり食べちゃいけねえの」

「え……？　すおう、たべちゃダメなの？」

「そう。そういうの食べてたら、病気になっちまうかもしれない。だから蒼衣は二度とするなって言ってんだ」

　そうだよな？　と声をかけられ、その通りだと頷うなずく。

　どうやら、自分はまた言葉が足りなかったらしい。自分の中では当たり前のことだったが、自分の常識が他人の常識とは限らない。子供相手なら尚なお更さらだ。普ふ段だんあまり人に理解される努力をしていないことがあだになった。

「お前、言葉足りなすぎ。つか普通、ここは好き嫌いすんなって怒おこるとこだろうが」

「……好き嫌いは誰だれにでもある」

「あー、そうだった。どっかの誰かさんも意外と好き嫌い多いんだったわ。そりゃ怒れねえよなあ」

　幼い頃ころは嫌いなものも食べていたが、一人暮らしになった途端に好き嫌いが激しくなった。誰にも遠えん慮りよをすることがなくなった分、若葉が来るまでの食生活はかなりひどかった。

　そのことを国見に言ったことはないが、さりげなく残していたのを気づかれていたらしい。

「すおう、ごめんね……っ」

　若葉が蘇芳の首に飛びつき、頰ほおを擦こすりつけながら必死に謝る。若葉に甘い蘇芳は、顔が変形するぐらいに擦りつけられても、尻尾しつぽを振ふって耐たえていた。

「あいつ……ほんとにお前と若葉には甘いよな」

　本当はもう一人、蘇芳が何をされても怒らない相手がいる。まああれは甘いとかそういうことではなく、絶対服従の王と僕しもべだと思うが。好かれている、という意味では、自分のほうが遥はるかに上だという自信がある。

「あ～あ、俺もああやって縋すがりつかれてみてえなあ」

「させてたまるか」

「えー？　じゃあお前で我が慢まんするわ」

「……我慢？」

　それはこちらのセリフだと、国見を睨にらみつける。一いつ瞬しゆんだけ、そうしている自分達を想像して言葉に詰つまったのは秘密だ。

　気持ち悪い、といつもなら即そく座ざに切り捨てるはずなのに、先日の安あん堵どを体が覚えているのか、ほんの少しだけ体温が上がった気がした。そんなことには絶対気づかれたくない。

「おお、こわ。殴られる前にあっち行って仕事しよ」

　あはは、と笑いながら国見が集会室を出ていく。入れ替かわりに佐藤が入ってきた。

「何なのあの人。高笑いしてたけど」

「……」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような蒼衣の顔で何かを察し、佐藤は苦く笑しようしながら自分の席につく。

「まあ、あの人最近大たい抵てい機き嫌げんいいけどね」

「そうなのか？」

「そうなんですー。社員一同、この機嫌が長く続くことを願っておりますー」

　何かに祈いのるように、蒼衣の前で手を合わせて拝まれた。俺に祈られても困る。

「頼たのむから、喧けん嘩かしないでくれよ？」

「別に、いつもしたくてしている訳じゃない。あっちがすぐに絡からんでくるんだ」

　そうでない時もあるが、大抵の場合は国見がいちゃもんをつけてくるのだ。……そう言えば、最近はそういうことも減ったな、と気づく。

　以前は二人の会話と言えば、大抵はどちらかが喧嘩を吹ふっかけることから始まっていたような気がするが、最近はそれがない。同居するようになって、若葉のことや家のことでごく自然に会話が始まるようになったからだろうか。

「あの人もねえ、色々ねじ曲がって複雑骨折しちゃってるからなあ。今回お前んちに国見さんが居座るってことになった時は、若葉ちゃんに何かするんじゃないかって心配したけど」

「やっぱり、たとえ子供と言えどあの男にとっては女だと思うか？」

「え？　あ、いやっ、そういうんじゃなくて！　大だい丈じよう夫ぶ！　大丈夫だから、殺しとくべきか、みたいな顔するのやめたげて！」

　大丈夫、と言われても不安度が増す。佐藤のほうが蒼衣よりも国見との付き合いが長い。その佐藤が心配するのだから、蒼衣の判断は間違いだったんじゃないのか。

「お前が思ってるのとは違う意味だって」

「違う意味？」

「まあ理由は言わないけど、国見さん、最初は若葉ちゃんのこと気に入ってなかったはずなんだよ。それが今では自分で服作っちゃったりして可愛かわいがってるってのが、何か意外でさ」

「国見さん、子供嫌いだったのか」

　どちらかと言えば、子供の面めん倒どうを見ることに意い欲よく的だったように思ったが、蒼衣の記き憶おく違いだったんだろうか。

「ああ……うん、たぶんそうくるんじゃないかと思ってた。でもまあ、そういうことでいいわ。面倒くさいし。つか、もしかしてそれ、国見さんが作ったの？」

　それ、と弁当を指差され、チッと舌打ちをする。あの男、わざわざ弁当の蓋ふたを開けたまま行きやがった。

　ピンク色のハートマークがやたら目立つ弁当を見て、佐藤は呆あきれ半分感心半分の顔で「手が込んでるなあ」と言いながらおかずのウインナーを摘つまんだ。

「これとか、どうやって作ってんの。このペンギンすごすぎるだろ」

「若葉が好きなんだ」

　ウインナーのペンギンは、最初のお子様ランチに入っているのを見て以来の、若葉のお気に入りだ。若葉のついでに、蒼衣のところにも入れてくれたんだろう。

　あむ、と佐藤が摘まんだペンギンを口に入れる。

「うお、何だこれ。中にチーズ入れてある。はは、芸が細かい。……つかさあ、こんだけ手の込んだ弁当作ってる暇ひまあったら仕事してくれよ、頼むから」

　後半は完全に独り言で、佐藤は口をもぐもぐさせながら、だらんとデスクに突つっ伏ぷした。ん？　何だか様子がおかしい。

「もうさあ、あの人何なの？　お前らのお父さんなの？　仕事終わってないのに定時に帰り出すしさあ。理由聞いたら、今日の夕飯はカレーだから煮に込こむ時間がいるって……お母さんなの？　ねえ、もうどっちかはっきりしてくれない!?　こっちは仕事溜たまってんだよ！　あんただけ何家庭円満みたいなことになってんだって話なんだよ！　こっちは彼女すらいないっての！」

　やばい、佐藤が壊こわれた。突っ伏したまま、だんだんとデスクを叩いて嘆なげく佐藤の肩かたに、恐おそる恐る手を置く。

「そ、そんなに日程きついのか？」

　国見は若葉のお蔭かげで絶好調だと言っていたはずなのに。

「そうだよ！　いや、分かってんだよ？　あの人が何だかんだ言っても仕事はちゃんとするってことはさ。けどぎりぎりまで胃痛めて心配してるこっちの身にもなって欲しいんだよ！」

　途と端たんにがばっと顔を上げた佐藤に、肩をがしっと摑つかまれた。どうやらかなり切せつ羽ぱ詰つまっているらしい。あの野や郎ろう、噓うそ吐ついたのか。許すまじ。

「なあ、頼むから、せめて弁当作る時間だけでもこっちにくれない？　朝の数時間でいいからデザインかけって言ってくれよ」

「あ、ああ」

　がくがくと揺ゆさぶられながら、ずれそうになるメガネを押さえて必死に頷く。

　蒼衣が言ったからといって素す直なおに聞く国見ではないと思うし、そもそも弁当は今日だけなのだが、そうとは言えない剣けん幕まくだった。

「頼んだぞ、一倉。お前だって、いつまでも国見さんに頼たよってる訳にはいかないんだし、そろそろ料理の勉強でもしろ。で、早くあの人に仕事させてくれ」

　頼んだからな、ともう一度言って、まだ仕事が残っているからとデスクの上の書類を手に佐藤が去っていく。

「いつまでも……？」

　佐藤の言葉が胸に刺ささり、蒼衣は思わず呟つぶやいた。

　言われるまで気づかなかった。自分は、いつまで国見に頼るつもりだったのか。

　菫と蒼衣の共通の知り合いに連れん絡らくを取ったりして探してはいるが、菫が見つかるのはいつになるのかまだ分からない。明日あしたかもしれないし一週間後かもしれないが、もしかしたら数年後になる可能性だってある。

　その間、自分はずっと国見に頼るつもりだったのか？

　いつの間にか、当たり前のように国見に頼り切っていたことに愕がく然ぜんとする。

　これまでは、困った時に誰だれかに頼ろうなんて思ったことはなかった。いつでも自分だけで解決するのが当たり前だったのに。

　国見が世話してくれることに甘え、いつしかそれを当たり前だと思ってしまっていた。だが気づいてしまった以上、それはもう終わりにしなくてはならない。

　佐藤が言った通りだ。いつまでも、国見の世話になる訳にはいかない。国見には何の見返りもないのだから。

　国見に頼ってはいけない。それは当然のことだ。なのにそれを否定したがる自分がいる。

　国見がいて、若葉がいて、蘇芳がいる。にぎやかな生活はとても楽しい。それがずっと続くものだと、勘かん違ちがいしてしまっていた。手放したくない。もっと一いつ緒しよにいたい。これまで知らなかった国見の違う一面を、もっと見てみたい。

　だが、それが自分のわがままだということは分かっていた。そして、そんな風に思う自分をまた怖こわいと思った。

　これ以上はダメだ。何かの境界線を越こえる。その何かから逃にげるように、蒼衣は決心した。







「今、何て言った」

　家に帰って夕飯を食べ、風ふ呂ろに入った若葉が先に布ふ団とんに入った後。

　蒼衣はようやく二人きりになったリビングで、国見に切り出した。

「そろそろ、あんたは家に帰れって言ったんだ」

　晩ばん酌しやくでもしようと冷蔵庫の中を漁あさっていた国見の手が止まり、ばん！　と扉とびらを閉める。

「何で？」

　こちらを振ふり返った顔は無表情で、何を思っているのか窺うかがい知れない。だが、凪ないだようなその表情がひどく奇き妙みように思えた。室内の空気が急に張りつめた気がして、緊きん張ちようでごくりと喉のどを鳴らす。

　こうして寝ね起おきを共にするようになって、これまで知らなかった国見の顔をいくつか見てきたが、こんな風に考えていることがまるで分からないのは初めてだった。

　怒おこったのか、それとも呆れたのか。まるで分からない。分からないから、余計に不安になる。

「いつまでも、あんたに迷めい惑わくかける訳にはいかないだろう？」

「迷惑？　誰がそんなこと言ったんだよ。少なくとも俺は言ってねえよな？」

　声も、いつもと違う。口調は確かに蒼衣を責めるようなものであるのに、声に感情がこもっていない。いつもの国見なら、声を荒あららげたり早口になったりするはずなのに、やけにゆったりとしている。

「あんたにはあんたの生活があるし、若葉を引き取ったのは俺だ。俺がちゃんと一人で面倒を──」

「何それ？　今までそんなこと言わなかったくせに、急に何だよ？　俺達うまくやってただろ？　何か俺、お前の気に障さわるようなことしたか？」

　言いながら、国見が蒼衣の目の前まで近づいてくる。相変わらず国見は無表情のままで、別の誰かを見ているみたいで何だか怖い。気け圧おされるように後ずさる。

「そうじゃない。それどころか、ものすごく助かってた」

　本当の気持ちだ。だから、知らず知らずのうちに頼り切ってしまっていた。国見の負担など考えもせずに。

「だったら何でだよっ！」

　突とつ然ぜん弾はじけたみたいに国見から怒ど気きが溢あふれ出し、強い力で両りよう腕うでを摑まれる。あまりの痛さに顔を顰しかめたが、国見は離はなすどころか更さらに力を込めた。

「……お前、若葉の母親とより戻もどすつもりなんじゃねえだろうな。そんな気はないって言ってたのに。若葉のためか？　そんなんでより戻したって、幸せになれる訳なんかねえだろっ」

「違う！　若葉のためじゃなくて──」

　あんたのためだ。あんたにこれ以上迷惑をかけたくない。

　国見は、最後まで言わせてはくれなかった。

「若葉のためじゃねえなら尚なお更さらだ！　何で今のままじゃダメなんだよ……っ」

　それ以上聞きたくないとばかりに遮さえぎられ、ぐっと力を込めて体を押し倒たおされた。何の身構えもしていなかったので、そのまま床ゆかに背中を強打し、息が詰つまる。

　唐とう突とつすぎて、受け身すら取れなかった。まさかこんなに怒るとは思っていなくて、感情がついていかない。

　酸素を求めて顔を上げれば、国見と目が合った。以前にも似たシチュエーションがあったはずだが、あの時とは違う国見の表情に戦せん慄りつする。

「こんなに尽つくしてんのに、何が足りねえんだ！　あと何をしたら、お前は俺のことを必要とするんだよ！　何をしたら……お前は、俺に振り向いてくれるんだっ」

　悔くやしそうに吐はき出された国見の言葉に、頭が真っ白になって一いつ瞬しゆん思考が停止した。返事がないことをどう思ったのか、国見が何かを堪こらえるようにぎゅっと目を瞑つむる。

「……よりなんか、戻せなくしてやる」

　次に国見が目を開いた時には、口元に酷こく薄はくな笑えみが浮うかんでいた。一瞬前とはまるで違うその表情は、目を奪うばわれるほどに綺き麗れいで、同時に鳥とり肌はだが立つほどに恐ろしい。

　──これは、誰だ。

　国見の唇くちびるが蒼衣の首筋に近づいて、吐と息いきが触ふれる。身じろぎもできない。まるで、荒こう野やでライオンと遭そう遇ぐうしてしまったような恐きよう怖ふだった。へたに動けばのど笛を嚙かみ切られてしまいそうで、息を詰めて逃げ出したい気持ちを堪える。

「い……っ！」

　嚙まれた、と思った瞬間には舌が這はい、痛みと怖おぞ気けを同時に与あたえられた。何をするんだと言う間もなく、国見の手が蒼衣のシャツの中に入り込んでくる。そうなってようやく、鈍にぶい蒼衣にも状じよう況きようが吞のみ込めた。

　自分は今、この男に犯おかされようとしている。なぜだか分からないが、この男は自分を抱だこうとしている。

　以前の戯たわむれとは違う。あの時の国見には、蒼衣が本気で嫌いやがれば引いてくれるだけの配はい慮りよがあった。でも今蒼衣を押さえつける国見には、その配慮がまったくない。むしろ絶対に逃がさないという明確な意思が窺えた。

「あんた、何考えてんだっ」

　怖いなどと言ってはいられない。がむしゃらに手足をばたつかせたら、国見の手で両手を拘こう束そくされた。

「お前のことだよ！　俺の頭ん中全部、お前のことばっかりなんだよっ！」

「何、言って……」

「それなのに、他ほかの女になんか持っていかれてたまるかよっ！　いいかっ、どんな女か知らねえけど、絶対にそいつより俺のほうがお前のことを好きだ！　俺よりお前のこと好きな奴やつなんか、この世にいる訳ねえんだよっ！」

「──っ！」

　嚙みつく勢いで、唇がぶつかった。キスというより、殴なぐられたみたいな感かん触しよくだった。　>>>♥

　蒼衣にとっては、人生で初めてのキスになるそれは、これまで想像したどれとも違っていた。

　ロマンティックを夢見ていた訳ではないが、こんな喧けん嘩かみたいなキスが初めてになるなんて想像したこともなかった。

　ショックを受けている蒼衣に追い打ちをかけるように、無む理り矢や理りに舌が入り込んでくる。はっと我に返り、反射的にそれに嚙みついた。

「い……っ！」

　拘束が緩ゆるんだ瞬間を逃のがさず、手を振りほどいて渾こん身しんの力を込めて国見の頰ほおをビンタした。

「ふざけんな！」

「……ぁ」

　頭の中がぐちゃぐちゃで、訳が分からない。ただ、無理矢理に押さえつけられたことが屈くつ辱じよくで、睨にらみ上げる目に涙なみだが浮かぶ。

　悔しい。男としてのプライドが傷ついた。簡単に押し倒されてしまったことも、力に任せて言うことを聞かせられると軽かろんじられたことも……そして、怖いと思ってしまった自分にも。

　蒼衣の腰こしの上に乗り上がった体勢で、国見が呆ぼう然ぜんと頰に手を当てた。ゆっくりと視線がこちらを向き、蒼衣を見る。

「こんな……力にまかせて無理矢理なんて、あんた最低だぞ」

　くしゃり、と国見の顔が歪ゆがんだ。

「悪わりぃ……」

　項うな垂だれた様子で、国見が立ち上がる。何をされるのかと一瞬身構えたが、国見はそのままふらふらと出て行ってしまった。

　ぱたん、と扉が閉まる音がして、硬こう直ちよくしていた体から力が抜ぬける。

　引き止めることはしなかった。いや、できなかった。

「噓うそ、だろ……」

　一人残され、今更ながらに手が震ふるえてくる。

　今、何があった。どうしてこんなことになった。

　混乱した頭で懸けん命めいに考えようとするが、余計に混乱するばかりでどうにもならない。それでも考えなければ。

　寝ね転ころがったまま、深呼吸して気持ちを落ち着ける。目を瞑って、今起きたことを思い出す。

　押し倒された。キスされた。

『俺の頭ん中全部、お前のことばっかりなんだよっ！』

　唐突に、国見の言葉が頭の中に飛び込んできた。それを言うなら今、蒼衣の頭の中も国見でいっぱいだ。

　激しい感情をあらわにした国見の顔を思い出す。本気で腹を立てている様子だったのに、それでいて今にも泣きだしそうな、これまで見たことがない複雑な表情。

　どうしてあんなに怒ったんだろう。蒼衣がもう来なくていいと言ったから？　それはそんなに怒るようなことなんだろうか。菫とよりを戻すと思ったから？　それが国見に何の関係があるのか。先を越こされるのが嫌だから？　そんな理由で男を押し倒すのか。

『俺よりお前のこと好きな奴なんか、この世にいる訳ねえんだよっ！』

　──あれ？　もしかして俺……告白、されたのか？

　遅おくればせながら、国見の叫さけんだ言葉を脳が理解する。ぶわっ、と体中から一気に、何か訳の分からない感情が溢れたような気がした。

「え？　噓だろう？　噓、だよな？」

　男で、犬けん猿えんの仲で、性格は正反対で、国見に好かれる要素などまるでないはずなのに、どうしてだ。

　聞きたくても、聞きたい相手はもうすでにここにいなかった。







「え？　来てないのか？」

　どんな顔をして国見と会えばいいのか、分からないまま出勤した翌日。蒼衣は集会室のデスクでノートパソコンを開いていた佐藤に、国見の不在を告げられた。

　何だ、いないのか。ほっとしたような、拍ひよう子し抜ぬけしたような、複雑な気持ちだ。

「またどっか放ほう浪ろうしてるんでしょ。納期の近い仕事はちゃんとメールで送ってきてるから、まあいいんじゃない？」

　アイデアに行き詰づまると、国見は気分転てん換かんを兼かねてふらっといなくなることがある。それは今に始まったことではないので、社内は大きな混乱もなく、いつも通りだ。

　むしろ、ここのところ国見の仕事が滞とどこおっていたから、どこかにこもって一気に仕事片づけようとしてるんじゃないの？　と好意的に解かい釈しやくされている。

　あんなことがあったばかりだから、蒼衣と顔を合わせづらいのかもしれない。この時はまだ、蒼衣もその程度にしか国見の不在について考えていなかった。

　蒼衣の家を出て行った時の国見は手ぶらで、財さい布ふもスマホもテーブルの上に置いたままだった。それがないと困るだろうから、取りに来るはずだと高を括くくっていたせいもある。

　だが、国見は翌日も会社に姿を見せなかった。今日こそはと意気込んでいた蒼衣は、肩かた透すかしを食くらった気持ちで若葉と共に帰宅した。

　そうして若葉と二人、静かなリビングで、帰りにコンビニで買った弁当をもそもそと口に運んでいた。

　いる時はうるさいと思っていたが、国見一人がいないだけで、リビングが妙みように寒々しく感じる。毎日今日していたことをあれこれ報告するはずの若葉も静かで、二人だと会話も弾はずまない。

「……ごちそうさま」

「半分も食べてないぞ」

　そう言う蒼衣も、思ったより箸はしは進んでいない。一人で暮らしていた頃ころは当たり前に食べていたものなのに、今はひどく味気なく感じる。まるで砂を嚙んでいるみたいだ。

「……ともちゃんのごはんがたべたい」

　国見が作ってくれていた温かい食事が脳のう裏りに浮かび、俺もだ、と言ってしまいそうになるのを堪こらえる。それを言える権利は蒼衣にはない。

「たぶん……もう作っては貰もらえないと思う」

　国見に来なくていいと言ったのは蒼衣自身だ。だが、自分で言った言葉に、そうか……もう作っては貰えないのか、と今いま更さらながらにしんみりする。

「どうして？……ともちゃん、わかばのこときらいになったの？　かぼちゃ、食べなかったから？　だからもうごはんつくってくれないの？」

　下を向いて、若葉がぽつりと言った。握にぎりしめた手が震えている。

「違ちがう、そうじゃない」

　慌あわてて、手を伸のばして若葉の手を握った。

　自分の言葉選びが悪かったせいで、若葉に勘かん違ちがいさせてしまった。何とか慰なぐさめようと言葉を探すが、どう説明したらいいのか分からない。

　こんな時、言葉の足りない蒼衣をフォローしてくれていたのは国見だった。国見がいてくれたから、家族の距きよ離り感かんが摑つかめない蒼衣でも、若葉とうまくやれていたのだと気づく。

　いつだって、国見は蒼衣のことを助けてくれていた。蒼衣が気づいていなかっただけで。

『俺よりお前のこと好きな奴なんか、この世にいる訳ねえんだよっ！』

　あの時国見が言った言葉を思い出す。

　国見が蒼衣のことを好きだなんて、信じられないと最初は思った。国見は遊び人ではあったが、蒼衣が知る限り、遊ぶ相手は女性ばかりだった。だから、若葉と擬ぎ似じ的に家族として生活を送っていることが楽しくて、それをなくしたくないがゆえについた噓なのかもしれないと思ったりもした。

　だがもし、国見が本気で自分のことを好きなのだとしたら。蒼衣が叩たたいてしまったから、国見はいなくなってしまったのかもしれない。

　……もし、戻もどって来なかったら。

　一いつ瞬しゆん浮うかんだ想像を、慌てて打ち消す。

　そんなことはあり得ないことだ。国見は世界で活かつ躍やくするデザイナーで、たかが蒼衣に振ふられたぐらいでそんなことをする訳がない。でも、もし……

　考え始めると落ち着かなくなる。

「あいたい……」

　一瞬、自分の胸の内が聞こえたのかと思った。

「ともちゃんにあいたい。あって、わかばがわるいことしたなら、ごめんなさいしたい」

　普ふ段だんは聞き分けのいい若葉が、必死に言い募つのる。それがあんまり悲痛で申し訳なくなった。これは蒼衣と国見の問題で、若葉は何も悪くないのに。

「違う。本当にそうじゃないんだ。若葉は何にも悪いことなんかしてないから、謝ったりしなくていい。……俺が、喧嘩したんだ」

　言葉にしてしまえば、何だか違い和わ感かんがある。喧嘩、という言葉では収まり切らない気もするし、そもそも本当に喧嘩なんだろうか、とも思う。だが、今の状じよう況きようを他ほかの言葉で説明しようがなかった。

「あのね、あおいちゃん」

　今度は若葉が蒼衣の手を握る。言い聞かせるようなゆっくりとした口調は大人びて聞こえて、まるで自分が子供になって説教されているような気持ちになった。

「けんかしたら、ごめんなさいだよ？　わかばも、いっしょにごめんなさいするから。まえにともちゃんいったもん。わかばがわるいことしたら、いっしょにあやまってくれるって。だからともちゃんも、ふたりであやまったらきっとゆるしてくれるよ？」

「……そう、だな」

　こんな小さな子供に気を使わせてしまった自分を、本当に情けないと思った。

　そうだろうか。謝れば許してもらえるんだろうか。だがその場合、自分は何に対して謝ればいいんだろうか。

　引っぱたいてごめんなさい？　それとも、振ってしまってごめんなさい？

　どちらも、蒼衣が国見の立場なら言われたくないセリフだ。

　そもそも、蒼衣は国見を振ったという自覚もなかった。無む理り矢や理り押さえつけられてかっとしてしまっただけだ。

　じゃあ、あの時もしも自分が告白されたのだと気づいていたらどうだったのか。いやいや、男同士なんてあり得ない。結局は断ることになったはずだ……たぶん。

　自分の考えに自分で自信が持てない。どうしたいのか、どうするべきなのか、どんなに自分の中に問いかけても答えが出ない。

「……くぅん」

　足元で伏ふせていた蘇芳が腰こしを上げ、慰めるように鼻を膝ひざに擦こすりつけてくる。

「蘇芳……」

　これだから、蒼衣は蘇芳に弱いのだ。こちらの心境を、まるで覗のぞいてでもいるみたいに読み取ってしまう。

　頭を撫なでてやると尻尾しつぽをぱたぱたと振るが、目は心配げに蒼衣を見上げていた。

　言葉が話せないだけで、いや、もしかしたら話せないからこそ、蘇芳は人の心の機き微びに敏びん感かんだ。蒼衣が蘇芳と過ごしたのは、菫が蘇芳を拾ってから音信不通になるまでのほんの二年ほどだったが、その間蘇芳に慰められたことは一度や二度ではなかった。

　今も、こうして慰められている。

「明日あしたは、会社に来るかな」

　どうするべきなのか、考えれば考えるほど分からなくなる。だが分かっていることもあった。

　国見がいない日々はつまらない。ご飯だって美味おいしくない。

　……そして、寂さみしい。













　そうして国見が蒼衣の家を出て行ってから四日目。国見は相変わらず会社に出て来ない。さすがにおかしいと気づいた社員が国見の自宅に電話をかけたが、何度かけても出なかった。

「もしかして一倉、何か言ったかやったかした？」

　これからの対策をするために、全員集合した集会室。佐藤の言葉に、全員の視線がこちらに向いた。

「どうして俺のせいだと思うんだ」

　普通はこういう場合、病気になって寝ね込こんでるんじゃないかとか、事件にでも巻き込まれたんじゃないかとか、そういう心配をするものじゃないのか。どうして最初に疑われるのが自分なのか、まったく理解に苦しむ。身に覚えはありすぎるから、偉えらそうなことは言えないが。

「いやいや、だって国見さん、一倉のことすっごい好きでしょ」

「……は？」

　さも当然のことのように言われて、しかも他の社員も皆みんな頷うなずいているのを見れば、ぽかんとするしかない。

「言っとくけど、あの人一倉が来るまではあそこまで真ま面じ目めに働いてなかったからね。一倉が国見さんのデザイン好きだとか言うから、それが原動力になってた訳でしょ」

「は？」

「すぐ女連れ込むのもそう。確かに元々女好きではあったけど、前はあそこまでひどくなかったし。あれも結局、一倉に手ぇ出せない鬱うつ憤ぷん晴らしてたようなもんでしょ。それどころか、わざと一倉に見せつけて反応窺うかがってるみたいだったし。あの人の思考回路って、何かちょっとずれてんだよな」

「は？」

　さっきから、は？　しか言ってない。それぐらい驚おどろいた。もうどこから突つっ込んでいいのか分からない。

「ＦＡＸとかは家から送られてきてるから、家にいるのは間違いない。何があったのかは知らないけど、何にせよ一倉の顔見たら元気出ると思うから見てきてやってよ。このまま帰って来なかったらデザイン以外の仕事進まないし」

　はい、と住所が書かれた紙を手て渡わたされる。思わず手の中の紙をくしゃりと握り潰つぶした。

　待て待て待て。何か今ものすごくとんでもないことをあっさり言われた気がしたが、気のせいか？

　国見が蒼衣のことを好きだと、ここにいる全員が知っているような口ぶりだった。おまけに国見の女おんな癖ぐせの悪さが蒼衣のせい？　見せつけてただと？

「あり得ない……っ」

　何だそれ。そんな回りくどいことをして、気づいて貰える訳がないだろうが。むしろ何でお前らは気づいたんだと言いたい。

　半ば呆ぼう然ぜんとして周囲に視線を向けると、苦く笑しよう混じりの笑えみが返ってくる。

「俺だけ？　俺だけが気づいてなかったのか？」

　蒼衣の問いに、全員が頷いた。

「国見さん、結構あからさまだったよ？」

「むしろ一倉の鈍にぶさにこそドン引きした」

「ともちゃん、あおいちゃんのことだいすきだよ？」

　若葉にまで知らなかったのかという顔をされて愕がく然ぜんとしたが、言われてから思い返してみれば、思い当たる節がいくつかないこともない。

　だが、相手は男だ。まさかそんな風に思われているなどと、誰だれが気づくものか。

　気づかないほうがおかしい、と言わんばかりの皆の態度にふて腐くされる。

「まあまあ、そう怒おこるなって。国見さんの機き嫌げんを取るのも仕事の内だと思って、ちょっと見てきてやってよ」

「そうそう。一倉が笑顔で『仕事頑がん張ばりましょう』って言えば、国見さんイチコロだから。これも円えん滑かつに仕事を進めるためだと思って」

　人身御ご供くうか。他人ひと事ごとだと思いやがって。

「そんな仕事があってたまるかっ」

「でも、国見さんが帰って来ないと、そろそろ仕事が詰つまるぞ？」

「ぐ……っ」

　納なつ得とくなどしたくないが、そう言われてしまえば仕事のスケジュールが頭を過よぎった。仕事に穴を空けるようなことは絶対にしないと思うが、もし万が一そんなことになったらと考えた時点で負けだ。

「行けばいいんだろう！　行けば！」

　投げやりに吐はき捨てれば、「おお」と拍はく手しゆが起こる。こいつら絶対楽しんでる。覚えてろよ。

　多勢に無勢。何を言ったところで無む駄だな気がして、「頑張れよー」というまったく気持ちの籠こもっていない応おう援えんを背中に受けて外に出る。

「あおいちゃん！」

　呼ばれて振ふり向くと、息を切らせて追いかけて来たのは若葉だった。

「どうした？」

「あのね……わかばもいっしょにいって、ごめんなさいする？　あおいちゃん、ひとりでごめんなさいできる？」

　不安げな顔で見上げてくる若葉の頭を、優やさしく撫でてやる。

「ありがとう、若葉。その気持ちだけで十分だ」

　若葉は小さいが、小さいなりに色んなことを考えている。ただでさえ母親がいなくて不安なのに、こんな小さな子供に心配をかけるなんて、どっちが保護者なのか分かったものじゃない。

　頑張ってねと手を振る若葉に別れを告げて、渡わたされた紙に書かれた住所までの道のりを早足で歩き始める。

　おかしなことになった。このままでいい訳はないと思っていたが、まさかこんな展開になるとは。

　それにしても、だ。自分だけが国見の気持ちに気づいていなかったということに、憤いきどおりを感じる。

　肝かん心じんの俺に伝わらなきゃ、意味ないだろうが。

「そうならそうと、もっと早く言えよっ」

　言ってしまってから、自分の独り言に驚いて足を止める。

　もっと早く聞いていたらどうだというのか。そもそも、自分は今から国見に会って何を言うつもりなのか。

　あんた、俺のことを好きなのか？　それを聞いてどうする。聞いたら、返事をしなくてはいけなくなる。どう返事をするつもりだ。俺はあんたのことが嫌きらいだ？　そうだったはずなのに、今ではその言葉がしっくり来ない。嫌いじゃない？　それでは国見に期待を持たせてしまう。じゃあやっぱり嫌いなのか？　いや、そもそも国見に期待を持たせてはダメなのか？

　だんだん混乱してくる。ただでさえ、自分は恋れん愛あい事に疎うとい。男からの告白など、荷が重すぎる。

　そうだ。相手は男だ。今まで男と付き合うことを考えたことは一度もない。だから断ってしまえばいい。……いや、でも本当にそれでいいのか？

　止まったままの足を動かせない。進むことも引き返すこともできず呆然とする。

『絶対にそいつより俺のほうがお前のことを好きだ！』

　国見の真しん剣けんな表情を思い出すと、胸の奥のほうがぎゅっと鷲わし摑づかみされたように痛くなる。

　嫌けん悪お感かんはなかった。自分でも不思議なほどに。それに気づいてしまったら、男同士だから云うん々ぬんは国見を拒きよ絶ぜつする理由にならない気がした。

　どうしてこんなことになったんだ。全部国見のせいだ、と思う。国見が蒼衣に告白なんかしたからだ。あんな顔して告白されたら、冗じよう談だんにもできやしない。

「ああ、くそっ！」

　だんだん腹が立ってくる。どうして俺がこんなに悩なやまなきゃいけない。それもこれも全部国見が悪い。

「よし！」

　力強く一歩を踏ふみ出す。あいつを殴なぐろう。そうしよう。後のことは全部、その後で考えよう。いきなり押し倒たおして人のファーストキスを奪うばっていったことだけでも、十分殴る権利を主張できるはずだ。

　どちらにせよ、このままではいられない。避さけて通れないのなら、突き進むしかない。

　心を決めて、国見の住むマンションへ向かう。会社から徒歩十分ほどの距きよ離りに、そのマンションはあった。

「……」

　圧あつ倒とう的な存在感に言葉を失う。目の前にあるのは、見上げると首が痛くなりそうな高層の超ちよう高級マンションだった。

「本当に……ここ、だよな？」

　間ま違ちがいではないかときょろきょろ辺りを見回すが、他ほかにこの住所を示す物件などありそうにない。

　気き後おくれしながら入り口の自動ドアをくぐる。中にはホテルのフロントのような空間が広がっていた。

「失礼ですがお客様、お訪ねのルームナンバーを伺うかがってよろしいでしょうか？」

　目が合った途と端たんに、にこりと完かん璧ぺきな作り笑顔を見せたコンシェルジュに問いかけられるまま、国見の部屋番号を口にする。

「かしこまりました。確かく認にんしてまいりますので、お名前を教えていただけますか？」

「……佐藤、です」

　とっさにそう答えたのは、相手が蒼衣だと分かると、国見が入れてくれないかもしれないと思ったからだ。

　コンシェルジュは「しばらくお待ちください」と頭を下げた後、内線電話で国見らしき相手と二言三言言葉を交かわして切り、また蒼衣に笑顔を向けた。

「あちらのエレベーターに乗っていただければ、国見様のもとまで直通となっております」

　促うながされるまま、エレベーターに乗り込む。ドアが閉まって上じよう昇しようを始めると、ようやくほっと息を吐いた。

「こんなところに住んでたとはな」

　見るともなしに床ゆかを見ると、ふかふかの高そうな絨じゆう毯たんが敷しかれていて、見上げれば大層なシャンデリアがかかっている。

　蒼衣が住むマンションとは雲うん泥でいの差だ。驚おどろきと共に当然かとも思った。

　国見は、世界的に有名なデザイナーだ。そのことを知っていたはずなのに、普ふ段だんの国見がそういう面を見せないので、考えたことがなかった。

　本来の国見は住む世界の違う人間なのだということを、思い知らされた気がした。殴ってやろうなどと、よくも思えたものだ。

「はは」

　好きとか嫌いとか、受け入れるとか受け入れないとか、自分は何てくだらないことを考えていたのか。

　こんなにも蒼衣と国見は違いすぎる。考えるまでもなかった。

　意識したことはなかったが、そもそも国見の両親も揃そろって金持ちであるし、国見自身もとんでもない額を稼かせいでいるファッション業界の申し子である。

　今は、蒼衣と若葉と家族ごっこを楽しんでいるのかもしれないが、いずれは本物の家族を持つことだろう。国見が本当に蒼衣のことを好きだとしても、それは今の話だ。じゃあ、明日あしたは？　一年後は？　とてもじゃないが、あの遊び人の国見を繫つなぎ止めていられる魅み力りよくが自分にあるとは思えない。

　そもそも、国見のようなきらびやかな世界で生きている男が、どうして蒼衣のような地味な男を好きになったのか。そこからして理解できない。国見なら、モデルだろうが女優だろうが選び放題のはずだ。それなのにどうしてわざわざこんな愛あい想そもない、しかも男なんかを好きになったんだろうか。金銭感覚が違う。価値観が違う。そういうもの珍めずらしさで興味を引いただけなんじゃないのか。そんな興味はいつまでも続かない。

　国見と付き合うことを考えた時、すぐ先にある別れを意識せずにはいられないのだ。

　だが蒼衣は、そこを割り切って遊びで付き合うことなんてできない。百かゼロか。自分でも重いとは思うが、今よければそれでいいと開き直れるような性格ではなかった。

　国見を、好きになってはいけない。そう自分に言い聞かせている時点で、すでに好きになりかけているのだという自覚もないまま、心に決める。

　エレベーターが上昇をやめる。重力を感じさせないスピードで止まったエレベーターのドアが開くと、その先にあったドアは一つだけ。

「ワンフロア、全部か」

　どこか呆あきれにも似た気持ちで苦く笑しようした。こんなところで生活している人間が、よくもうちの狭せまい廊ろう下かで寝ねられたものだ。

　インターホンを鳴らす。来客が分かっていたからか、ドアはすぐに開いた。

「佐藤、悪いとは思ってんだけど、今は会社行ける気分じゃねえんだ」

「ほう。どんな気分なんだ？」

「うぇ!?……あれ!?　佐藤じゃ──」

　だるそうな声でドアを開いた国見は、頭はぼさぼさでひげは伸のびっぱなし、Ｔシャツにボクサーパンツというひどい有様だった。豪ごう奢しやな建物とは不ふ釣つり合いで、何だか無む性しようにほっとして、強こわ張ばっていた肩かたの力が抜ぬけた。

「どうも、お邪じや魔まします」

　面おも白しろいぐらいにうろたえる国見を横目に、了りよう承しようも得ずに家に上がり込む。

「うわっ、ちょ、ちょっと待て！　入っていいって言ってねえだろ！」

　慌あわてて肩を摑つかんでくるのを振ふり払はらい、長い廊下をつかつかと通り抜け、リビングらしき部屋のドアを開けた。

「……これはひどい」

　そうとしか言えない惨さん状じようが、目の前に広がっている。

　とてつもなく広いリビングには、とてつもなく高そうなリビングセットが置かれ、これまたとてつもなく高そうな絨毯が敷かれている。

　だが、すべて台無しだ。

　テーブルの上には、ビールの空き缶かんやらつまみを食べた後やらが山積みになり、ソファの上には、今さっきまで国見がそこで寝ていたのだろうと思われる寝ね床どこが形成されている。

「い、いつもはこんなんじゃねえんだっ、今日はたまたまっ、たまたまでっ！」

　必死に弁解する国見をじっと見つめる。いや、国見のひげをじっと見つめる。無ぶ精しようひげを生やしている姿を初めて見たが、意外に似合っている。

「あっ！」

　蒼衣の視線で気づいたらしく、国見が片手で口周りを押さえた。

「今いま更さらだろう」

「う、うるさいっ！　ちょ、ちょっと待ってろ！　絶対ここ動くなよっ！」

　ばたばたと国見がリビングを飛び出していく。しばらくあちこちでがたがたと音がした後、ひげを剃そって服を着き替がえた国見が戻もどってきた。

「血、出てるぞ？」

　慌てて剃ったのか、国見の顎あごからほんの少し血が出ている。それを拭ぬぐってやろうとしたら、手を振り払われた。

「これぐらい放ほうっておきゃすぐ止まる。それより、何しに来たんだよ」

　ぶっきらぼうな声に、ほんの少しだけ動どう揺ようする。そうして気づいた。国見とは犬けん猿えんの仲だとずっと思っていたが、これまで国見に冷たい態度を取られたことは一度もなかったのだと。

　声に動揺が出ないように気をつけながら、いつも通りを装う。動揺していることを、国見に悟さとられたくなかった。

「決まってるだろう。仕事を放り出したデザイナーを連れ戻しに来た。どうして出て来ない」

　腕うで組ぐみして睨にらみつけると、バツの悪そうな顔でふいっと視線を逸そらされる。

「だって……もう頑がん張ばる意味なくなったし。別にやめようってんじゃねえけど、しばらくは前みたいにがむしゃらにやる気にはなれない」

「俺のせいか？」

「……っ、ストレートだなあ。お前のそういうとこ、好きだけど嫌きらい」

　苦笑じみた笑えみを見せて、ぐしゃぐしゃと頭を搔かき毟むしった国見が、ソファの上にあった布ふ団とんを退どけて、どかりと腰こしを下ろした。

「勘かん弁べんしてくれよ。いくらお前が鈍にぶいっつったって、いい加減分かってんだろ？　傷心なの俺は。ちょっとぐらいそっとしといてくれてもいいだろ？」

「そういう訳にはいかない。あんたが仕事に出てきてくれないと困る」

「……俺がいないと困る？」

　笑っていた国見の顔から表情がなくなる。次に蒼衣を見上げてきた目は、射い殺ころされそうなほどにきついものだった。

「あんなことした俺でも、お前はいてくれないと困るのか？」

「困る」

　即そく答とうだった。

　ここに来るまで色々考えた。国見と蒼衣の住む世界が違ちがうことも実感して、受け入れることはできないと思った。

　だが、勝手を承知で言わせてもらうなら、国見のそばにはいたい。

「……正直なところ、困こん惑わくはしてるし怒おこってもいる。だが、あんたのデザインが好きだという気持ちに変わりはない。あんた自身のことも……まあ、嫌いじゃない」

「え!?」

　すごい勢いで立ち上がった国見が、一気に蒼衣との距きよ離りを詰つめて肩を摑んでくる。痛いと思ったが、そのあまりの形相に、文句を言うのを忘れた。

「嫌いじゃないって好きってことか!?」

「それは違う」

　そこはきっぱり否定すると、がっくりと国見が項うな垂だれる。

「何この上げて落とす感じ。お前はあれか、鬼おにか。そんなに俺が一いつ喜き一いち憂ゆうするのが面白いか」

　そんなつもりではなかったが、国見が自分に振り回されているということに、正直少し面おもはゆい気持ちにはなった。絶対に国見には言えないが。

「そもそも、あんたの言う好きがどの程度のものなのか、という気持ちもある」

「好きって言ったら好きだろ!?　めちゃくちゃ好きなんだよ！　この世で一番だ！」

「今は、だろう？」

　さっきも考えたことだ。ぐだぐだと色々考えたが、結局のところ蒼衣が一番引っかかっているのはそこなのだ。心のどこかで、これは国見の気まぐれで、またすぐに別の相手を見つけるのだろうと思う気持ちが捨てられない。

「え……？」

　ぽかんとした国見に、「これまでの自分の所業を省かえりみろ」と諭さとす。

「あれだけ遊びまわっていた男に好きと言われても、いつ飽あきるんだろうなとしか思えない」

「それ、は……っ」

「あんたのことは嫌いじゃない。むしろ割と好きなほうかもしれないと思う。だが、ただでさえ男同士でハードルが高そうなのに、あんたの一時の気の迷いに付き合う気はない。以上」

　一時的に付き合って、それで飽きられて。そうしたらその後は、はれ物に触さわるみたいな扱あつかいを受けるか、邪じや魔ま者扱いされるか。そんなのには耐たえられない。

　そんな扱いを受けるぐらいなら、今まで通りの二人でいたい。対等に言い合えて、喧けん嘩かできる、今の関係がいい。そのほうが、国見とずっと一いつ緒しよにいられる。

「……それって、結局どういう事だ？」

「あんたとはずっと一緒に仕事がしたい。だから、今のままの関係でいたい」

　国見がまた、ぽかんとした顔でこちらを見ている。今日何度目だ、この顔見るの。

「もう、完全に嫌われたと思ってた。会社行ったら、お前にあんたとは仕事できないって言われるんじゃねえかって思ったら、すげえ怖こわくなって、どうしたらいいのかって……」

　思いもかけないことを言われて、今度は蒼衣のほうがぽかんとした。

「あんた、意外にメンタル弱いな」

「うるせえよ」

　国見が、照れたように顔を逸そらす。少し耳が赤くなっているのを見て、胸がぎゅっとした。だが、それに気づかないふりをして意地悪く笑う。

「まあでも、このままあんたが戻って来なかったら、会社をやめるって選せん択たく肢しも必要になるかもしれない」

「行く！　今すぐ行く！　つか、家でもちゃんと仕事はしてたんだぜ？」

　ほら見ろ、と国見がデザイン画の束を差し出した。受け取って確かく認にんしてみると、確かにそれは渾こん身しんの出来と言ってもいいもので、国見の仕事に対する姿勢は知っていたが、落ち込んでいる人間が描かいたとはとても思えなかった。

「さすがだな……」

　今すぐに帰って、このデザインを図面におこしたい。急せいたようにそう思う反面、こんないいデザインが描ける余よ裕ゆうがあるんじゃないか、と一いつ瞬しゆんだけでも考えてしまった自分を、最低だと思った。

　仕事と私とどっちが大事なの？　とは、恋こい人びと同士の間でよくある喧嘩のきっかけだと、以前誰だれかとの世間話で聞いたことがある。その時は何てバカな質問なんだと思ったはずなのに、恋人でもない相手に対して、自分は今似たようなことを考えてしまった。本当に最低だ。

「なかなかいい出来だろ？」

　にかっ、と子供みたいな顔で笑う国見に、心を読み取る能力がなくて良かったと、蒼衣は心の底から思った。







「……これは何だ」

　集会室の自分のデスクの上に置かれたケースを指差し、国見に問う声が低く地を這はう。

「え？　見て分かんねえの？　メガネですけど？」

「そういうことを聞いてるんじゃない」

「ん？　じゃあ何だよ？」

　不思議そうに首を傾かしげるな。あんた、わざとだろう。分かってて、毎回そうやってすっとぼけるのをやめろ。

「なぜここに置いてあるんだってことを聞いてるんだ」

「プレゼントだからですけど？」

　ケースから取り出した黒くろ縁ぶちのメガネを国見が自分でかけてこちらを向く。

　あ、似合う。一瞬見み惚とれそうになって、慌あわてて顔を背そむけた。恰かつ好こいいなんて思ってないぞ。断じて違う。……ああ、くそっ、国見が告白なんかしてくるから、こっちまでおかしくなった。

「あれ？　お前あんまり度きつくねえんだな。これぐらいだったら別にメガネなくてもいいんじゃねえの？」

　待て。その言い草だと、そのメガネの度が蒼衣の視力と合わせてあるみたいに聞こえる。

「いつ調べた」

「お前が昼ひる寝ねしてる時にこっそり持ち出して、直接メガネ屋に持ってった」

「あんた、どこのストーカーだ」

　国見とは今まで通りの関係でいたい。そう望んだはずの蒼衣だったが、二人の関係はすっかり変わってしまった。蒼衣が思っていたのとは違う形で。

「だって、このメガネお前に似合うと思ったんだもん」

「男のくせにもんとか言うな。気持ち悪い」

　蒼衣のデスクのチェアに逆向きに腰かけた国見が、背もたれに腕うでを乗せてにやりと笑う。

「お前は可愛かわいい。すっげえ可愛い」

「……っ」

　不意打ちに、頰ほおが赤くなってしまいそうになるのを何とか堪こらえる。男に可愛いなんてどういうつもりだ。おまけに甘い視線まで向けられて、何だかそわそわと落ち着かなくなる。

　こんなのはずるい。予想外だ。あんた、そんなキャラじゃなかったはずだろう。

　国見は、蒼衣のことを諦あきらめるどころか、すっかり開き直ってしまった。嫌いじゃないってことは好きになるかもしれないってことだ、などと訳の分からない持論を振ふりかざし、毎日この調子でプレゼントと言葉の攻こう撃げきを受けている。

　先日は、ちょっと取りに来て欲しいものがあるから家に寄ってくれ、と言われて国見の家に行ったら、前に行った時は入らなかった部屋に通された。

　そこにはやたらと物がひしめいていて、何の部屋なのかと思ったら、ものすごくいい笑え顔がおで「全部お前のもんだ」と言われた。どういう事かと尋たずねてみれば、「全部お前に渡わたそうと思って買ってたもんだ」と言われて、はっきり言ってドン引きした。こんなところで金持ちぶりを披ひ露ろうするな。

　国見曰いわく、どこかで蒼衣に似合うものを見かけるたびに買ってしまい、渡そう渡そうと思いつつ渡しそびれ、気がつけばこんなに溜たまっていた、ということらしい。

　どんなものを買ったのかと眺ながめてみれば、服から靴くつから時計から、この部屋にある物だけで一ケ月は全身コーディネートできそうな量だった。何気にボクサーパンツまであった。しかも蒼衣の気に入っているブランドのものばかり。何で俺のパンツの好みまで知っているのか。

　もちろん、そのすべてを丁てい重ちようにお断りした。国見は大変不満そうにしていたが、俺の家に入ると思っているのかと睨にらみつけたら、渋しぶ々しぶながら諦めた。いや、諦めたと思った。なのにこれだ。

　一つずつ持ってくれば許されるとでも思っているのか、毎日何かしらのプレゼントをデスクに置いていくようになった。毎度断っているが、いつまでたっても諦める気配がない。

「あんたもしつこいな」

「だって、もうここは押してくしかねえだろ。俺諦める気ねえし」

　ついこの間、仕事をやめられるかと思ったなどと殊しゆ勝しような事を言っていた人間のセリフとは思えない。立ち直りの早い男だ。

　こちらは、未いまだに状じよう況きようの変化に対応できずに困こん惑わくしているというのに。

「お前が俺の気持ちを信じられるようになるまで、頑がん張ばるって決めたから覚かく悟ごしろ」

「あんた、俺の話ちゃんと聞いてたのか？　俺はあんたとは今まで通りの関係でいたいと言ったはずだ」

「俺の気持ちが信じられねえからだろ？　だったら、俺の気持ちが信じられるようになったら、俺と付き合ってくれるってことだろ？」

「え？」

　あれ？　そうなる……のか？　あの時は蒼衣もひどく混乱していたから、思いつくままに支し離り滅めつ裂れつなことを言った気がしなくもない。そんな言い方したのか？

「自分の言葉に責任取れよな」

　本当にそんな言い方したか？　曲解されているような気がするし、何だか丸め込まれているような気もする。

　だが正直に言うと、国見が蒼衣を諦めていないということに、どこかほっとする気持ちもあった。自分は応こたえるつもりがないくせに。

「あ、ともちゃん。きょうはメガネ？」

「おう。どうだ、恰好いいだろ？」

「うん！　あおいちゃんにぴったりだね」

　蘇芳と共に集会室に入って来た若葉が、国見がかけているメガネを見て目を輝かがやかせる。その後ろから一緒に入って来た佐藤が、「またやってる」と笑った。

「貰もらってやればいいのに」

「……笑ってないで止めてくれ」

　周囲のこの反応のせいで、国見が調子に乗っているような気がしてならない。誰も国見を止めてくれないのだ。それどころか、時々「大きいものより小さいもののほうが受け取りやすいんじゃないですか？」などと、作戦会議に参加している者までいる。

　自社の代表が男を追い掛かけ回しているのだ。全力で止めるべきだと思うのに、蒼衣がそう訴うつたえても、「嫌いやだよ。国見さんが機き嫌げん損そこねてまた引きこもったら困るし」などという理由で、誰も蒼衣の味方をしてくれない。蒼衣の貞てい操そうなどより国見の機嫌のほうが遥はるかに大事だと言わんばかりに、けんもほろろな対応だった。

　若葉だってそうだ。国見が戻もどってきたことがよほど嬉うれしいのか、完全に国見の味方だ。さすがに国見が恋れん愛あい的な意味で蒼衣のことを好きだとは思っていないだろうが、国見の「蒼衣が俺のこと好きになってくれねえんだ」というふざけた相談にも、神しん妙みような顔で「こまったねー」と答えていた。

　しかも、「美味おいしい料理作るから、また一いつ緒しよに寝ような」と若葉を料理で釣つり上げ、ちゃっかりと蒼衣の家での生活にも戻ってきた。

　もちろんさすがに貞操的な意味で抵てい抗こうしようとしたが、若葉のあの純真な目で「ダメなの？　どうして？　またコンビニのおべんとたべるの？」と言われたら、反論などしようがなかった。

　あげくに「あれ？　俺のこと意識してくれてんの？　そりゃ嬉しいなあ」なんてにやにや笑われてしまえば、素す直なおじゃないこの口は「してる訳がない」と意地を張ってしまう。

　おかしい。そもそも国見を頼たよらないで若葉と生活しようと決めて、国見と揉もめたはずだ。それを勝手になかったことにしたあげく、今や周囲は国見の味方ばかり。どうなってるんだ。

「あ、そうだ。蒼衣、この間のデザインのことだけどさ」

　ついさっきまでへらへらしていたくせに、仕事のことを思い出した途と端たん、国見の表情が引き締しまる。そうなると蒼衣も釣られて、頭が仕事モードに切り替かわった。

「ああ。試作品なら作業室のほうに届いてる」

「おお、それじゃあさっそく」

「確かく認にんしてくれ」

　プライベートでは微み塵じんも嚙かみ合っていない二人だが、仕事になると別だ。国見と二人、若葉達に「ちょっと行ってくるな」と告げて、試作段階で気になっていた点を話し合いながら作業室へと向かう。

「へえ、これか……」

　部屋に入るなり、トルソーに着せてある試作品を目にして、国見が腕うで組ぐみをしてうーんと唸うなった。

「何か、ちょっとイメージと違ちがうんだよな」

　トルソーには、ウェディングドレスの試作品が着せられている。国見の友人で、今は世界でも活かつ躍やくしている日本の俳優がこの度たび結けつ婚こんすることになり、花はな嫁よめに贈おくるため個人的に発注されたものだ。

　ウェディングドレスをデザインするのは初めてのことだが、友人の門かど出でを祝ってやりたいと、国見は二つ返事で引き受けた。

　だが、いかんせん初めてなので手て探さぐり状態だ。国見がデザインしたのはロングトレーンのソフトマーメイドドレスで、裾すそにいくにしたがって少しずつ広がっていく美しいシルエットと花のモチーフが特とく徴ちようなのだが、国見の望むシルエットを形にすることに今とても苦戦をしている。

「ここ、もうちょっと絞しぼれねえの？」

「これ以上そこを絞ると、着き心地ごこちが悪くなる」

　ここ、と腰こしの部分の生き地じを持ち上げられ、それはできないと首を振った。デザインの美しさはもちろん重要だが、今回はコレクションではない。長時間の着用を思えば、着心地は重要だ。

「いや、でも人生一度の晴れ舞ぶ台たいなんだし、綺き麗れいに見えるほうがいいだろ」

「それはそうかもしれないが、お色直しをすることを考えても、結構な時間着ていることになるんだぞ？　辛つらくて楽しめないなんてことになったら本ほん末まつ転てん倒とうだろう」

「じゃあ、ここんとこぐらいからもうちょっと広めにする」

　ここ、と国見が指差したのは、ドレスの下半分、ちょうどスカートの広がり始めの部分だった。

「後ろにファスナーがついてるだろう？　そこをあまり広げたら、ファスナーのせいでごわごわすると思うんだが」

「ファスナー短くすればいいだろ」

「簡単に言うな。そんなことしたら、下から上げて着られなくなるだろうが。結婚式の時は、花嫁はヘアメイクもしてるんだぞ？　簡単に着られないなんて論外だ」

「いや、着られるって」

　あくまで着られると言い張る国見に、だんだん腹が立ってくる。ファスナーを短くするということは、その分ドレスを着る時に入るための場所が減るということだ。しかも国見が言うように短くすると、一番出っ張っている腰の部分のところぎりぎりまでしか、ファスナーがないということになる。

「腰が入らないんだよ、それじゃあ！」

「頑張ったら入るだろうがっ」

　あったまきた。

　国見はデザイナーだから、どうしてもデザインが優先になりがちなのは仕方がないと思っているし、そこを妥だ協きようしないことを尊敬もしている。対する蒼衣はどちらかと言えば着心地や生地への負担などを考えてしまうので、ぶつかるのもいつものことだ。

　いつものことなのだが、いつも通り腹は立つ。

「分からない男だな、あんた！　いいか、あんたの言っているようにごわごわさせないためにファスナーを短くしようとしたら、ここまで短くしなきゃいけない」

　近くにあった安全ピンをファスナーの腰部分ぎりぎりの場所に横向きに刺し、それ以上はファスナーを下ろせなくする。そうしておいて、着ていたＹシャツを脱ぬぎ捨てた。

「あ、おい……っ、お前何急に……！」

「それで、このドレスを下から着ようとしたらこうなる！」

　ぽいぽいとボクサーパンツ以外を脱ぎ捨て、トルソーから外した試作品の中に体を入れる。そのまま引き上げようとしたところで、ウエスト部分が腰に引っかかり上がらなくなった。

「あー、なるほど……」

　突とつ然ぜん脱ぎ出した蒼衣に度ど肝ぎもを抜ぬかれていた国見だったが、ドレスが着られないということを目まの当たりにして頭がまた仕事モードに切り替わる。

　真しん剣けんな目で腰の部分を見つめ、「こりゃダメだ」とため息を吐ついた。

「確かにお前が正しい。こんなに短くしなきゃダメなら、着られねえな」

　分かればいいんだ。やっと言っていることを理解して貰えて満足する。

　国見の擁よう護ごをするなら、分からないのも無理はないと思う。同じ服を作るという作業でも、普ふ通つうの服とウェディングドレスとでは勝手が違いすぎる。加えて、普通の男はドレスを着る経験などまずない。

「うーん、そうかあ……あ、じゃあいっそファスナーなくしてレースアップにするか？」

「なるほど、その手があったか」

　レースアップとは、両側に取り付けたループや鳩はと目め穴に紐ひもを通して編み上げる手法で、靴くつに用いられていることが多い。ファスナーよりも着る際の手間はかかるが、紐の部分でサイズを自在に調整できるというメリットがある。

　ファスナーを留めていた安全ピンを外し、もう一度ドレスを身に纏まとった。背中部分をレースアップにすると仮定して、国見が仮止めをしていく。

「ああ。ラインもばっちり綺麗に出る」

　姿見を持ってきて、自分でもラインを確認する。国見がデザイン画で指示していたものを再現できて、互たがいに視線を合わせて頷うなずいた。

「よし。じゃあこれでいくとして、デザインもうちょっと詰つめ直すわ」

「俺も、とりあえずここをレースアップの形に直しておく」

　さっそくファスナーを外すところから始めよう、と鏡に映ったバックスタイルを見ながら考えていると、腕うでを組んだ国見がまじまじと蒼衣を上から下まで眺ながめてくる。

「何だ？」

「いやあ……何ていうかさ」

「だから、何なんだ」

　奥歯にものが挟はさまったような話し方をする国見に、言いたいことがあるならはっきり言えと促うながすと、国見が頰ほおをぽりぽりと搔かいてから蒼衣を指差した。

「……おっそろしく似合わねえなあと思って、それ」

「────!!」

　言われて初めて我に返った。かっとしたからといって、何してるんだ俺は。自分の姿を思い出し、愕がく然ぜんとする。鏡でまじまじと眺めていただけに、自分の女装姿にうっとりとしていた変態みたいで、余計に羞しゆう恥ちが増した。

「男が似合ってたまるか！」

　これでも、それなりに身長もあれば細いながらも筋肉もついている。ドレスの着用者が割と大おお柄がらだったために腰は入ったが、ファスナーだって上までは上がらなかった。当たり前だ。入る訳ないだろう。

「早く仮止めを外せ！」

「自分で勝手に着たくせに」

　笑いながら、国見が仮止めを外してくれようとした。

　が、その時まさかの事態が起こった。

「あおいちゃーん」

　若葉の声だ。開けっ放しの作業室のドアの向こうから、若葉が蒼衣に呼びかけてくる声が聞こえる。

「ちょっ、早く外せ！」

　どうやら廊ろう下かをこちらへ向かって歩いているらしい若葉が、この部屋に入ってくる前にこのドレスを脱がなくてはならない。電光石火で、マッハのスピードで、可か及きゆう的速すみやかに。

「あ、バカ、動くなって！……あ、引っかかった」

「は？」

「残念なお知らせがあります。引っかかっちゃって外れません」

「はあああ!?」

「ねえ、あおいちゃーん、きいてるー？」

　そうこうしている間にも、若葉の声はどんどん近くなってくる。

「ダメだ。こんな恰かつ好こしてる姿を若葉に見られたら死ぬ。あんた殺して俺も死ぬからなっ」

「何で俺を道連れにしようとすんだよ！　俺、今回何にも悪くねえだろうがっ！　あ、でも置いていかないでくれてありがとう」

「このドＭが！　道連れにされそうなのに喜ぶな！」

　若葉に聞こえないように小声で言い合いをする。笑ってる場合か、張っ倒たおすぞ。

「あおいちゃーん？」

　おっと、こんなことをしている場合じゃなかった。こうなったらどこかに隠かくれるしかない。慌あわててきょろきょろと辺りを見回す。

　よしあそこだ！　ドレスの裾すそを抱かかえて猛もうダッシュで逃にげ込む。ほぼ同時にがんと体が何かにぶち当たったが、今はそれどころではない。多少の痛みなど無視して、息を殺す。

　ちょうど蒼衣が逃げ込んだのを見計らったかのように、「はいるよー？」という若葉の声がした。

「あれ？」

　不思議そうな若葉の声に、どうやら気づかれなかったようだと胸を撫なで下ろす。それと同時に異変に気づいた。

「おい。何であんたまで入ってんだっ」　>>>♥

「しょうがないだろっ、テンパっちまったんだよ！」

　蒼衣が逃げ込んだのは、作業室内にあった衣装などを片づけるロッカーだった。だが、大人一人なら余よ裕ゆうで収まるぐらいのサイズのそこに、なぜか国見まで入り込んでいるせいで、満員電車もかくやという狭せま苦くるしさだ。

　嫌いやでも互いに密着しなければならず、だが若葉がまだ作業室にいる以上大きな声を出すことも蹴けり出すこともできず、蒼衣は「狭いだろう、バカ！」と囁ささやき声で国見を詰なじる。狭いと言われたからか、位置を変えようとした国見がごそりと動いた。

「悪わりぃ、これ以上はどうにもなんねえわ」

「……っ」

　国見の腕が、蒼衣の腰こしを引き寄せる。そのまま抱だき合った体勢で耳元で囁かれ、ぞわりと背筋に何かが這はう。

「若葉が出てくまで、もうちょっとだけ我が慢まんしてろ」

　国見が話す度たびに、吐と息いきに耳をくすぐられる。抱きしめられていると唐とう突とつに理解した途と端たん、国見の体温に包まれていることを意識してしまい、体がかちんと強こわ張ばった。

「蒼衣？」

「みみ、もとで……っ、しゃべるなっ」

「……もしかして、感じてんのか？」

「バカなこと、言う……ぁっ」

　言葉の途中で、するりと国見の手に太ももの外側を撫でられ、たまらず息が漏もれる。

　逃げ込む時に裾をたくし上げたせいで、太ももがむき出しになってしまっていた。隠したくても身動きが取れない。せめてこれ以上声を上げないようにと唇くちびるを嚙かむ。

　若葉は何をしているんだ。若葉が出て行ったら、すぐにでもこいつを蹴飛ばしてやろうとロッカーの外に何とか意識を向ける。

　しばらくごそごそと物音がした後、若葉が一人で鼻歌を歌う声が聞こえてきた。蘇芳は一いつ緒しよではないようだ。蘇芳がいたら、すぐに居場所がバレていたはずだ。

　どうやら、若葉は蒼衣達が戻もどるのを待つつもりらしい。最悪の展開だ。

　この状じよう況きようから逃げられない。こんなに密着していたら、そのうちバレてしまうかもしれないのに。今にも壊こわれてしまいそうなほどに大きな音を立てている、この心臓が。

「蒼衣、怒おこったのか？」

　怒ってはいない。それよりはむしろ恐きよう怖ふに近い。

　男と密着しているのに、気持ち悪いと思えない。それどころか、どきどきしている。心臓が痛いぐらいに。体は正直に、国見のことを意識しているんだと全身で訴うつたえてくる。

　今まで、誰だれにも抱いだいたことのない感情だ。突つき飛ばして逃げ出したいぐらい恥はずかしいのに、もっと国見の体温を感じたいとも思う。

　頭の中がぐちゃぐちゃになって、いつもの冷静さがどこかに吹ふき飛んで、今にもバカなことをしてしまいそうなほどに緊きん張ちようした。

　どうすればいい？　どうしているのが正解なんだ？　手はどこに置けばいい？　目はどこを見ればいい？　国見を見てもいいのか？　今おかしな顔してないか？

　決めかねて、下を向いたまま、置き場所の定まらない手をぎゅっと握にぎりしめた。

　体中の全部で、国見を意識している。国見の視線が自分に向いているのを感じても、顔を上げられない。

　かあっと、頰に熱が集まっていくのを感じる。こんなに誰かの目が気になったのは初めてだ。

　男同士だ、住む世界が違ちがうと、あれほどうだうだと言い訳を並べて国見との未来はないと自分に言い聞かせても、もう自分を誤ご魔ま化かせない。

　どんなに理性で押し込めようとしても、感情は正直だ。

　ぎゅっと握りしめていた手を開き、震ふるえるその手で自分の腰を抱く国見の腕にそっと触ふれる。

　──好きだ。この男のことが、好きだ。

「蒼衣？」

　名を呼ばれて、思わず顔を上げる。通気口から漏れる明かりのお蔭かげで、心配そうにするその表情がはっきりと見えた。

「……っ」

　好きだ、と意識してしまえば、この状況は拷ごう問もんに近かった。腰に回された国見の腕うでと、今にも触れそうな距きよ離りにある国見の唇。急速に体が熱を上げるのを感じる。

「蒼衣？　悪かったって」

　何かを言わなければと思うのに、口を開いたら息が荒あらくなってしまいそうで、ただ見つめるだけしかできない。

「蒼衣？　どうし……」

　言葉の途中で、国見と視線が絡からんだ。じっと見つめられ、まるで縫ぬいとめられたみたいに視線を外せなくなる。国見の目が、すぅっと細められた。

「そういう顔されたら、我慢がきかなくなるだろうが」

　そう言われても、自分がどういう顔をしているのか分からない。答えようがなくて黙だまり込む。

「頼たのむから、怒るなよ」

　耳元でそう囁かれた次の瞬しゆん間かん、国見の唇が蒼衣の唇と重なった。

　以前の荒々しい喧けん嘩か腰のそれとは違い、ねっとりと甘く蕩とろけさせるようなキスに、体中が官能に震える。唾だ液えきに味などないはずなのに、それは砂糖みたいに口の中に甘く広がった。

　縋すがるように、国見の腕を摑つかむ。キスが解ほどけた。と思ったら、唇が蒼衣の頰ほおを辿たどり、耳たぶを食はんだ。

「ぁっ……」

　舌に耳の奥を犯おかされ、そんなところすら感じるのだと初めて知った。細さい胞ぼうという細胞がすべて、国見に蕩かされてしまっていくみたいだ。何をされても快感に繫つながる。蒼衣に触れる国見の唇も手も、足の間に入り込んでくる足でさえも。

「ごめんな」

　一瞬、何を謝られたのか分からなかった。ぐっと国見に腰を押しつけられ、欲よく望ぼうを孕はらむ昂たかぶりに気づく。どくりと脈打つそれに煽あおられ、蒼衣の息が上がった。気づけば、同じように自分の体も昂っていく。

「あっ、やめ……っ」

　擦こすりつけるように腰を揺ゆらされ、小さな声で抵てい抗こうするが、その声の甘さに自分でどきりとする。当然、そんな抵抗は国見に通用せず、それどころか更さらに昂りが存在感を増した。

「すげえ可愛かわいい声。でも、あんまり大きい声出したら、若葉に気づかれる」

　塞ふさいでてやるから。国見の唇が蒼衣の唇を塞ぐのを、うっとりと受け止める。初めての官能は、蒼衣から理性を奪うばいつつあった。国見に触れたい。触れられたい。そのことだけしか考えられなくなってくる。

「ふ……っ、んぅ……」

　くちゅくちゅと互たがいの舌が絡む音と、荒い呼吸の音。若葉に聞かれてはいけないと抑おさえようとすればするほど、それがひどくいやらしいものに思えて興奮してしまう。

「どこいったのかなぁ。あおいちゃんも、ともちゃんも」

　時折聞こえる若葉の独り言も、蒼衣を正気に戻してはくれなかった。

　ドレスの中に入り込んできた国見の手に尻しりを鷲わし摑づかみにされ、卑ひ猥わいに腰を揺らされる。それは物音を立てないように緩ゆるやかなものだったが、初心者の蒼衣にとってはそれだけでも十分だった。

「ぅ──っ！　んんっ」

　唇を塞がれていなかったら、大きな声を出していたかもしれない。自じ慰いの経験しかない蒼衣には、自分以外の人間に追い上げられるのは刺し激げきが強かった。

　一人でする時は、機械的に手を動かし、我慢せずにそのまま吐はき出せばよかった。だが今いってしまえば、下着がダメになる。

　ぎゅっと目を瞑つむって、今にもはしたなく漏らしてしまいそうな衝しよう動どうを堪こらえる。代わりにつうっと涙なみだが伝って、気づいた国見にぺろりと舐なめられた。

「泣かせたくねえけど、啼なかせたくなるな」

　違いが分からず、だが考える余よ裕ゆうもなくて、頰を滑すべるその舌の感かん触しよくさえ気持ちいい。今にも腰が抜ぬけそうに、足ががくがくと震え、ほぼ体のすべてを国見にもたせ掛かけてようやく立っている。

　国見の指先が、蒼衣の下着に触れた。辿るように昂りに触れた後、中に入り込んでくる。

「先っぽ、びちゃびちゃ。ほら、ぬるぬるしてる」

　先の敏びん感かんなところを摘つまむように指で悪戯いたずらされ、ただでさえもう余裕のない昂りが、ぴくんぴくんと跳はねた。

「なあ、俺のも触さわって？」

　国見の手に誘ゆう導どうされ、いつの間にか国見が自分ではだけさせていたそこへ、恐おそる恐る手で触れる。

「ぁ……」

　熱い。自分とは違う他人の熱に驚おどろき、反射的に手を退どけようとした。それを許さず、国見の手が上から握り込んでくる。

　そうして促うながされるまま上下に動かす。たどたどしい動きだった。それなのに国見は、艶つやのある表情でふっと吐と息いきを零こぼす。

「やべえな……お前の手だって思うだけで、今すぐいっちゃいそう」

「いい、のか？」

「すげえ、いいよ」

　声に吐息が混じり、その言葉が噓うそじゃないと教えてくれる。拙つたない自分の手管でも国見を悦よろこばせることができたことが、ほんの少しだけ蒼衣を大だい胆たんにさせた。

「お前も一緒に、な？」

　国見の手で下着の中から出された蒼衣の昂りが、国見のそれと重なる。添そわせるように一緒に握り込まれると、国見の先せん端たんに自分のそれを擦られ、思わず「ひ……っ」と声が漏もれる。

「もどってこないなあ、あおいちゃん。トイレかなあ？」

　国見が慌あわててキスで蒼衣の唇くちびるを塞いだのと、若葉が声を出したのはほぼ同時で。ぱたんとドアが閉まった音が聞こえたのと、蒼衣の昂りから白はく濁だくが噴ふき出したのも、ほぼ同時だった。

「ン、んぅーっ、いやっ、あっ」

「くっそ……っ」

　キスが解け、嬌きよう声せいが溢あふれ出る。どぷどぷと熱を放つ蒼衣のそれに煽られたかのように、少し遅おくれて国見の昂りが弾はじけた。

「あ、やだ……っ、びくびく、して……ぁっ、あっ」

「悪わりぃっ、もうちょっと……あともうちょっと、だけっ」

　卑猥に腰こしを揺らし声を荒らげた国見が、離はなすまいとするように蒼衣の腰を摑む腕に力を込める。

「ふ、ぅ……」

　残ざん滓しまで吐き切った国見の腕が、体の弛し緩かんに合わせるように緩んだ。途と端たんに国見に支えられてようやく立っていたような有様の蒼衣の体が傾かしぐ。

「あ……っ、うわっ！」

　慌てた国見がもう一度力を込めようとした時にはすでに遅おそく、二人はもつれ合うようにしてロッカーから転がり出た。

「いってえ……っ、あ、蒼衣！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「あ、ああ、何とか」

　いたた、としこたま打った腰を擦さすって顔を上げれば、覆おおい被かぶさるようにしてこちらを見つめている国見の姿があった。

「────っ!!」

　目が合った途端、お互いにさっきまでのことを思い出し、かあっと赤くした顔を背そむける。

「いや、その……あんまりお前が可愛い顔するから、我が慢まんできなかった。ごめん」

「か、可愛いとか言うなっ」

「いや、でもお前が一いつ生しよう懸けん命めい声堪えてんのなんかもう、色っぽ過ぎて辛しん抱ぼう堪たまらん！　って感じで」

　そんなこと言われて何と言えばいいんだ。力説されても喜べない。恥はずかしすぎて死にたい。

「にしてもお前、いくら何でもちょっと早すぎじゃ──」

「しょうがないだろう！　俺は童どう貞ていで、あんたと違ちがってこういうシチュエーションには慣れてないんだっ！」

　早そう漏ろう呼ばわりされて、つい男としてのプライドが疼うずく。だが勢いで言ってしまってから、しまったと思った。

「へ？　いやだって、じゃあお前っ、若葉は!?」

「話せば長くなる！」

「いや、そこは長くても話せよっ！」

「いとこの子だ!!」

「みじかっ!!　いや、そうじゃなくて！　え？　いとこの子？　お前の子じゃねえの？　ええ!?　お前の子じゃねえの!?」

　すごい勢いで国見に両りよう肩かたを摑まれて揺さぶられた。やめろ、メガネがずれ……ってあれ？　いつの間にかメガネがない。どこに行った。

「何だよそれ！　もっと早く言えよ!!　俺すげえ悩なやんだのに!!　お前のこのエロい体好きにした女がいるなんて許せねえから、相手の女見つけ出して絶対不幸にしてやろうって思ってたのにっ!!」

「怖こわい！　あんたの愛情が重くて怖いっ！」

　こいつ、目が本気だ。こうなると、童貞で助かったという気になる。もしそんな相手がいたとしたら、本気で血の雨が──

「おーい、一倉ー、電話だ……ぞ？」

　不意に作業室のドアが開いて、ひょっこりと佐藤が顔を出した。突とつ然ぜんのことに驚いて、室内の空気が固まる。

　佐藤は、しばらく確かめるように蒼衣と国見をまじまじと見た後、「あー」と気まずげに頭を搔かいた。

「何かお楽しみのところを邪じや魔ましちゃったみたいで」

「お楽しみ？」

「───っ!!」

　状じよう況きようを冷静に分ぶん析せきしてみよう。今すぐ現実逃とう避ひして夢の世界にでも旅立ちたいが、心を鬼おににして状況を分析しよう。客観的には、どう見てもドレスを着た蒼衣が国見に押し倒たおされているようにしか見えない。

　しかもそれがまったくの見当違いではないから、違うと言うこともできずに言葉を失う。

「俺だって馬に蹴けられたい訳じゃないんだけど、一倉に電話。病院からだったから、出たほうがいいと思うぞー。じゃ、そういう訳でお邪魔しました」

　ひらひらと手を振ふり去っていく佐藤の姿を見送ると、体を起こした国見が、「えーっと、蒼衣さん？」と恐る恐る声をかけてくる。

「……死のう。このバカ殺して、今すぐ死のう」

「お、落ち着け、蒼衣！　話せば分かる！　つか、別に俺だけの責任じゃ……噓、噓です！　分かったから裁たちばさみ構えるのやめよう!?　あ、そうだ！　ほ、ほら、電話!!　電話かかってきてるって言ってただろっ!?」

「チッ！　命拾いしやがって」

　今すぐ国見を抹まつ殺さつしてやりたいのは山々だが、病院からの電話、というのが気になった。仕方なしに起き上がり、作業室の電話に向かう。

「はい、もしもし」

　受話器を上げると、見知らぬ男の声が耳に届いた。

「はい……え？……そうですか……ええ、分かりました……はい」

　それは思いがけない……だが、心のどこかでもしやと思っていた、知らせの電話だった。







　蒼衣の家からそう遠くない距きよ離りにある総合病院の廊ろう下かを、教えられた部屋に向かって歩く。

　すれ違う看護師達の視線がちらちらとこちらに向くのは、隣となりを歩く男のせいだ。ただでさえそのずば抜ぬけた容姿で衆目を集めるのに、国見の手には一ひと抱かかえの薔ば薇らの花束があった。

「目立つから離れて歩け」

「何だよ、俺がモテるからって嫉しつ妬としてんのか？」

　どう変へん換かんしたらそういうことになるんだ。脳内お花畑か。

「お前だって、そのメガネ似合ってるって。いつもより三割増しぐらいで可愛かわいいぞ？　さっそく役に立ってよかった」

　国見が、蒼衣のかけている黒くろ縁ぶちメガネを指差して嬉うれしそうな顔をする。

「嬉しくない。俺はいつものメガネが気に入ってるんだ」

　昨日、いつの間にか消えてしまっていたメガネは、ロッカーの中で無残な姿で発見された。元々、そう極きよく端たんに視力が悪い訳でもないので、修理に出す間裸ら眼がんで過ごしてもよかったのだが、隣の男がそれに大反対したのだ。

　曰いわく、皆みんながお前の素す顔がお見て惚ほれちゃったらどうするんだ。……ある訳ないだろう、バカバカしい。

「大体、何であんたがついてくるんだ」

「そりゃ、行くだろ。つか、ついてきてもいいって言っただろ？」

　それは、あんたがあまりにふて腐くされて騒さわぐからだ。うるさいから適当に返事はしたが、本当に連れてくるつもりはなかった。人が出かけようとしたところを、目ざとく見つけてついてきたのだ。

「あ、ここだ」

　話している間に目的の病室の前についた。名前を確かく認にんして、こんこん、とドアをノックする。

「はーい」

　病室の中から懐なつかしい声がした。ぶっきらぼうで乱暴な話し方を、女らしくないと説教していた頃ころを思い出す。

　ドアを開けて中に入ると、一人部屋のベッドに座って本を読んでいた女が顔を上げた。ぱっちりとした目に長いまつ毛は、ここ最近毎日見ていた顔によく似ている。茶色くて長いくせ毛も。

　蒼衣を視界に入れた途端、あからさまに表情を変えた女に、口元を引き上げて意地悪く笑う。

「久しぶりだな、菫」

「……何でここが分かったのよ」

「お前、携けい帯たいに入れてる俺の番号、名前の欄らんに、『最初に連れん絡らくする人』って登録してるらしいな。それを見た病院の人が連絡くれた」

「チッ、今使うなっつうの」

　菫に会うのは久しぶりだ。菫が大学生だった頃に叔母おばが亡なくなり、その後大学卒業と同時に突然、「世界を見てくる」と言い残して姿を消して以来会っていない。

　久しぶりに見た菫は、あの頃よりも細く頼たよりない印象を与あたえた。それがどうしてなのか、蒼衣はもう知っている。

「倒れたらしいな。救急車で運ばれたって？」

「ちょっと忙いそがしかったから過労で倒れただけよ」

　お互たがい、相手の出方を窺うかがうようにしばしの沈ちん黙もく。往おう生じよう際ぎわが悪い女だ。自分からすんなり切り出せばいいものを。

「若葉は、お前の子なんだろう？」

　蒼衣のほうから切り出す。今いま更さら確認するまでもないことだったが、メインに入る前の前菜のようなものだ。

「そうよ。蘇芳が一いつ緒しよだったら、あんたならすぐ分かるって思ってた。あんた、蘇芳のこと溺でき愛あいしてたからねえ」

「何で俺に預けたんだ」

「邪魔になったのよ。でも他ほかに預ける身内なんかいないし。……あんたにだったら若葉を任せてもいいと思ったから」

「俺が放ほうり出すと思わなかったのか？」

「放り出す？　あんたが？　する訳ないでしょそんなこと。何年あんたのいとこやってると思ってんのよ。あんたにはもうできないでしょ、身内を放り出すなんて」

　矢や継つぎ早の蒼衣の質問への答えはすべて、嘲あざけるような言い草だった。だがそれは、必死で悪者を演じているようで。蒼衣は菫に近づいて、「いい加減にしろ」と額を指で弾はじいた。

「それこそお互い様だろう。俺だって伊達だてに何年もお前のいとこやってる訳じゃない。それがお前の本心じゃないことぐらい、すぐに分かる」

　ベッドの上に腰こしかけ、頭を撫なでてやってから、菫の長い髪かみを梳すいて耳にかけてやる。途と端たんに背後で、国見がひゅっと息を吞のむ音がした。

「心臓の病気、なんだってな。完治が難しいって先生に聞いた」

　こちらが本題だ。ひぐ、と菫の喉のど元もとが、捻ひねりつぶされたみたいな音を立てる。きゅっと唇くちびるを嚙かみしめて、菫が蒼衣を見上げた。

「あの先生、守秘義務って言葉知らないのかしら」

「俺はお前の数少ない身内だ。聞く権利ぐらいあるだろう」

「……あたしは、もう長くないのよ」

　悟さとったような顔で静かな声を出した菫が、蒼衣に期待した言葉は何か分からない。だが少なくとも嘲ちよう笑しようなどではなかったはずだ。そう思いながら、くくくと笑い声を上げる。

「何だそれは。悲劇のヒロインにでもなったつもりか？」

「……っ、あんたには分かんないわよ。あたしだって、病気になりたくてなった訳じゃないんだから」

「だったら諦あきらめるなよ」

「だからそれはっ」

「誰だれが治らないと決めたんだ？　医者か？　医者がそう言ったから、何もかも投げ出すのか？　お前がそんな殊しゆ勝しような人間だったとは、驚おどろきだよ俺は」

「──っ！」

　その時初めて、蒼衣の知っている菫の激しさの片へん鱗りんを、瞳ひとみの中に見つけた気がした。それを逃のがさないようにじっと見つめ、蒼衣はもう一度笑う。今度は嘲笑ではなく、苦く笑しようで。

「お前は、誰かにダメだと言われたからって、すぐにはいそうですかと諦めるような女だったか？　言われれば言われるほど燃え上がるタイプだと思ってたんだがな」

　ここに来る前に、医者から話を聞いてきた。確かに完治の難しい病気ではあるが、まだ可能性がない訳ではない。だが菫はすべてを諦めてしまっているように見える、と医者は残念そうに語っていた。

　菫は強いが、妙みように潔いさぎよいところがある。だが、そう簡単に諦めさせる訳にはいかない。

　蒼衣の挑ちよう発はつに、菫が口元を引き結んだ。らしくもなく我が慢まんなんかするなよと、内心で思う。

「それでもお前が足あ搔がかないと言うならそれでもいい。だが、若葉には会ってやれ。それで、その無様な姿を見せてやれよ」

　怒おこれ。そんならしくもない顔するぐらいなら、怒っているほうが遥はるかにましだ。

　そこまで考えて、以前国見に叔母との話をした時、突とつ然ぜん怒れと言い出した理由が分かった。きっと同じようなことを考えたのだなと思うと、こんな時なのにほんの少しだけ胸が温かくなる。不器用だ。国見も、そして自分も。

　若葉の名を出した途端、菫の表情が一変した。

「会える訳ないでしょう!?　あたしはねえっ、若葉にあんたが邪じや魔まだって言ったのよ！　あんたがいたら、あたしはしたいことが何にもできない、だからパパのところへ行きなさいって、あの子のことを突つき放したのっ！　今いま更さらどの面つら下げて若葉に会えるっていうのよっ」

　母親のことを若葉が語りたがらなかった理由はこれか。

　大好きな母親に邪魔だと言われた若葉の胸の痛みはどれほどだろう。だが、大事な娘むすめをそう言って突き放すことしかできなかった菫の胸の痛みもどれほどだろうか。

　死ぬ自分に未練を残させるより、恨うらまれるほうがましだと思ったんだろう。だが菫も、死を意識した今の精神状態でなかったらちゃんと分かったはずだ。その言葉は刃は物ものよりもするどく若葉の胸を切り裂さくものだと。

「……若葉、ずっと泣いてんだよ」

　それまで黙だまっていた国見が、持っていた薔薇を入り口近くの棚たなに置きながら口を開いた。

「毎晩、あんたのこと恋こいしがってこっそり泣いてんだよ。あんたにひどい言葉投げつけられても、それでもやっぱりあんたが好きで、恋しくて」

　にこにことよく笑う若葉だったが、人の見ていないところでこっそりと泣いていることは時々あった。一緒に寝ねるようになっても、夢を見ているのか、ぐずぐずと鼻を鳴らして眠ねむっていることもあった。

「なあ、菫。俺ではお前の代わりにはなれない。若葉を大事にしてやることはできる。でも、お前がいないと若葉はずっと寂さみしいままだ。お前がどんなに若葉を突き放しても、若葉はお前のことが好きなんだ。意地を張る意味なんか、ないんじゃないのか？」

「……ふ……っ、う……ぅっ」

　ぼろぼろと菫の頰ほおを流れ落ちる涙なみだを指で拭ぬぐってやる。だが、国見が若葉にやった時のように泣き止やませてやることはできず、余計に涙を溢あふれさせた菫が、胸の中に突とつ進しんしてきた。

「うわっ……あーくそ、今だけだからな」

　蒼衣の代わりのように、国見が悲鳴を上げる。文句を言いたそうにはしたものの、菫の心情を慮おもんぱかってか、それ以上口を開くことはなかった。

　菫の肩かたを抱だいてやり、「好きなだけ泣け」と囁ささやく。鼻水をすする音が聞こえてきたから、これはもう、このＹシャツはぐちゃぐちゃだなと苦笑した。

「国見さん」

「分かった」

　心得た顔で、国見が病室を出て行く。理由は告げずに、若葉を病院の中庭で待たせてある。国見がすぐにここへ連れてきてくれるだろう。

「あんたって、やっぱり嫌きらいだわ」

　しばらく泣いて、ぐちゃぐちゃになった顔を上げて、菫が困ったように笑った。

「いつだって、あたしの思い通りにならないんだから」

「はあ？　いつだってお前は自分の好きなようにしてただろうが。俺がどれだけ振ふり回されてたと思ってるんだ」

　今回のことだってそうだ。国見が一緒に住んでくれていなかったら、今いま頃ごろ若葉を抱かかえて途と方ほうに暮れていたかもしれない。

「まあでも、あんたのそういうところが昔から……と、昔の話をしても仕方ないか。これから先のこと、考えていかなきゃ」

　少しの間、ぎゅっと瞼まぶたが閉じられる。しばらくして開かれた目には、蒼衣のよく知る菫の力強さがあった。

「……闘たたかうわ。死にもの狂ぐるいで闘って、絶対勝ってやるから」

　これまでとは違ちがい、声にもはっきりとした力があった。それでこそ菫だ。

「ああ。お前が元気になるまで、若葉は俺が責任を持って面めん倒どうを見てやる。安心して闘え」

　ぽんぽんと頭を叩たたいてから、「ああ、そうだ」と一つ聞き忘れたことを思い出す。

「どうして若葉に、俺が父親だなんて言ったんだ」

「ああ、それね。若葉の本当の父親、どこにいるのか分かんないのよ」

「は？」

「飛行機で知り合った男と意気投合してさ、そのまましばらく一緒に暮らしてたんだけど、ある日突とつ然ぜんいなくなっちゃって。その後で妊にん娠しんしてるのが分かったんだけど、探そうにもどうやら偽ぎ名めいだったみたいで」

「はあ？」

「一応探たん偵ていとか雇やとってみたんだけど、深入りするのやめたほうがいいとか、逆に諭さとされちゃったのよね。どうも、スパイとかそういう仕事してる人だったっぽい」

「………」

　もう、言葉もない。台風のような女だと思っていたが、引き寄せる相手まで台風なのか。

「あ、でも若葉産んだことは後こう悔かいしてないわよ？　すっごい幸せ。でも、いざ自分が病気になったって分かった時に、このままだと若葉が一人になっちゃうと思ったら、たまんなくなったのよ。そしたら、あんたのこと思い出した。あんただったらきっと、若葉を大事に育ててくれると思った。家族のいない寂しさ知ってるあんたなら」

　こつん、と菫が額を蒼衣の胸にぶつけてくる。

「ごめん」

「お前は菫の皮をかぶった別人か？」

　勝手な言い分だ。突然子供を押しつけられた立場から言わせて貰もらえば、独身の男がそう簡単に子供を育てられると思うなよと言いたい。国見がいてくれなかったら今頃、蒼衣は知らず知らずのうちに今よりもっと若葉に無理や我慢をさせていただろうと思う。

　だが、切せつ羽ぱ詰つまっていた菫の気持ちも分かるから、謝るなんてらしくないぞと、そのままぎゅっと抱きしめる。菫の腕うでが蒼衣の背中を抱きしめ返した。

　その時、話が終わるタイミングを見計らったかのように、がらりとドアが開いた。

「連れて来たぞ」

　顔を出したのは国見で、抱き合う蒼衣と菫の姿を見て一いつ瞬しゆん顔を顰しかめたものの、諦めたようにため息を吐ついて背後を振り返る。

「若葉、入って来いよ」

　国見の呼びかけに、ドアの向こうからひょっこりと若葉の顔が覗のぞいた。何も知らずに連れて来られた若葉は、菫の姿を見つけるなり、どうしていいか分からないように固まる。

「……ママ」

　何度も躊ちゆう躇ちよして、ようやく若葉が菫を呼んだ。両手はワンピースのスカートを握にぎりしめてぷるぷるしている。顔も今にも泣き出しそうだ。

「ほら、若葉が呼んでる。返事をしてやれ」

　ぽんぽんと菫の背中を叩いて、ベッド脇わきへと下がる。その間も、菫の目は若葉のことしか見ていなかった。ほんの少しも若葉の姿を見逃すまいと、瞬まばたきすらも忘れた様子で、唇くちびるを嚙かみしめて言葉を探すように何度も言いよどみ、やっと口にしたのは謝罪の言葉だった。

「若葉……っ、ごめんねっ、バカなこと言ってごめんっ」

「ママ……っ！」

　菫が手を広げるや否いなや、若葉は一目散にその胸の中に飛び込んでいく。ぎゅっと抱きしめられてわんわん泣く若葉の姿は、これまで見た中で一番幼くて子供らしかった。

「ほんとにごめんっ、ママのことぶん殴なぐっていいから！」

「ママ、わかばのこときらいじゃない？」

「嫌いじゃない！　若葉はママの宝物なの！　いっちばん大事な宝物なの!!　ごめんねえっ」

　ひしと抱き合う親子の姿に、ほっと胸を撫なで下ろす。さりげなく、国見が蒼衣の隣となりに並んだ。

「よかったな」

「ああ」

　菫の腕の中で嬉うれしそうに笑う若葉の表情を見ていると、蒼衣まで嬉しくなる。それは国見も同じようで、満足そうに口元を緩ゆるめていた。

　そうこうしている間にも、これまでの空白の時間を埋うめるように、親子の会話が続く。

「若葉が着てる服、すごく可愛かわいいわね。蒼衣が選んだの？」

「ちがうの、あのね、これね、ともちゃんがつくったんだよ！」

「ともちゃん？」

「うん、ともちゃん！　ほら、あそこにいるでしょ！」

　指で差された国見が、「どうも」と笑いながら手を振った。

「……さっきから気になってたんだけど、このともちゃんって人、何でここにいるの？」

　説明しろ、と視線で菫に促うながされ、今更ながら国見を紹しよう介かいしていなかったと気づく。この場合、国見をどういう風に紹介すればいいのか。短い時間で色々考えて、ああそうだと手を叩く。

「話せば長くなるから省略するが、簡単に言えば自じ称しよう若葉の友達だ」

「いや、間違ってないんだけど、ものすごく誤解受けそうな説明の仕方するのやめてくれる？」

「じゃあ、若葉のことを狙ねらっている変態です？」

「だからそれは違うって何度も言っただろっ！　出入り禁止になるからやめろっ」

「面倒な男だな。じゃあ自分で勝手に挨あい拶さつしろ」

「うん、そうだな、そうしよう。このままじゃ俺の好感度がどんどん下がっていく気がする。……国見知と言います。一応、蒼衣の上司やってます」

「はあ？　代表取とり締しまり役やく？　あんた、自分の会社のお偉えらいさんに、そんな態度取ってる訳？」

　国見がポケットから取り出した名めい刺しを受け取った菫が、蒼衣に呆あきれ顔を見せた。

　それを言われると、ぐうの音も出ない。社員にとっては見慣れた光景ではあるが、やはり普ふ通つうではないのだと改めて認にん識しきして気まずくなる。

「まあ、うちは割とフランクな会社なんで。それよりもこれ、どうぞ」

　やたらきらきらした笑えみを浮うかべた国見が、入り口の棚たなの上に置いていた薔ば薇らの花束を取って差し出した。誰だれだ、こいつ。何だかすごく噓うそくさい。

「あら、綺き麗れいなお花をどうも」

「ママ、あのね？　ともちゃんはすっごくごはんがおいしいんだよ？　それでね、ねるときはごほんよんでくれたりするの！」

「寝ねる時？　一いつ緒しよに住んでるってこと？」

「蒼衣があんまり大変そうだったんで、協力しただけですよ」

「へえ……見ず知らずの人にまで娘むすめの世話を押しつけてしまって、ごめんなさいね？」

「いえいえ。こんな美人のお母さんのためなら喜んで」

　俺にはお前が一番だ何だと言ったところで、所しよ詮せん女好きは健在らしい。正直むっとした。今までなら気にならなかったことが、国見が好きだと自覚した今ではものすごく不快だ。

「あんた、俺のいとこにまで色目──」

「……なんて言うと思った？」

「へ？」

　さっきまで殊しゆ勝しような母親顔だった菫が、にやりと人の悪い笑みを浮かべる。ああ、懐なつかしい。それでこそ菫だ。……懐かしがってる場合じゃない。

「さっきから思ってたんだけど、あれでしょ？　あんた、蒼衣に惚ほれてるんでしょ？」

「あれ？　バレてた？」

　菫の言葉に、国見が悪びれない様子で答える。あまりにさらりと認めるので、制止するタイミングを逃のがした。あんた本当にいい加減にしろ。勝手にカミングアウト祭りか。社員だけでは飽あき足らず、俺のいとこにまでか。せめて俺の意見も聞いてからにしろ。

「よく言うわね、あんた。隠かくす気全然なかったくせに。むしろずっとこっちのこと牽けん制せいしまくってたでしょ。あげくに病人に薔薇の花束。悪意しか感じないわ。普通は棘とげが怪け我がを連想させるとか、赤が血を連想させるからって敬遠するのに、ご丁てい寧ねいに棘付きの薔薇なんかくれちゃって。男だったらそういう気の利きかないのもいるけど、あんたどう考えてもそういうタイプじゃないし。むしろ分かった上でやってます感ありありなのよね」

　気の利かない部類の人間である蒼衣は、そんなことまったく知らなかった。気き障ざなことをする男だと憎にく々にくしく思っていたのだが、そんな意味があったとは。

「あんたみたいなタイプだと思わなかったから、さりげなく牽制したら諦あきらめてくれるかなと」

　肩かたをすくめた国見には、まったく反省した様子がない。それどころか、口元を引き上げて笑う様は、こちらもかなり意地の悪いものになっていた。

「そりゃ残念でした。まあ、あたしは蒼衣の大事な家族ですから？　絶対的なそのポジションを手放す気はないんだけど」

「へえ……まあ、家族は恋こい人びとにはなれねえし？　精々指咥くわえて見てればいいんじゃねえの？」

　互たがいに睨にらみ合う視線の先で、火花が散っているのが見える気がする。ビームでも出てるのかもな、と他人ひと事ごとのように思っていたら、唐とう突とつに菫の視線がこちらに向いた。

「こんなこと言ってるけど、あんたこの男とデキてる訳？」

「デキてない」

　今はまだ。色々自分の中で気持ちの整理がついて、国見とちゃんと話をしたいという気持ちはあるが、今はまだ、そう言える関係ではない。

　即そく答とうすると、「蒼衣ぃ……」と国見がだらりと背中にもたれかかってきた。

「重い。離はなれろ」

「……あんた、相変わらずねえ」

「どういう意味だ？」

　退どけと言うのに背中から退こうとしない国見を邪じや険けんにしながら、首を傾かしげる。相変わらず恋人がいないのかと、バカにでもするつもりか？　今いま更さらそんなことで傷ついたりしないぞ。

「あ、ねえあんた。若葉の面めん倒どう見てくれたお礼に、いいこと教えたげる」

　問いかけたのに、菫はそれを無視して国見に呼びかける。

「蒼衣はものすごーくひねくれ者で、全然素す直なおに思ったことを言えない子なんだけどね」

「おい！」

　聞き捨てならないと遮さえぎろうとしたら、背後からのしかかっている国見に口を塞ふさがれた。もがもがと暴れるが、「続きをどうぞ」と国見が楽しそうに先を促す。お前らはさっきまで喧けん嘩かしてたんじゃないのか。急に団結するな。　>>>♥

「こう見えて実は寂さみしがりやなのよ」

「んむ───っ!!」

「よく蘇芳に抱だきついて一人でこそこそ泣いてたよねえ。そのくせ、あたしには何でもないって顔して強がっちゃってさ」

　気づかれていたのか。過去のこととは言え、泣いているところを見られていたなんて恥はずかしい。おそらく、叔母おばが死んだ頃ころのことだ。あの頃の蒼衣は、思い出してはぐずぐずと過去を悔くやんでいた。

「だから、蒼衣があんたと口喧嘩してるの見た時、ちょっとほっとしたんだよね。こんなに好き放題言える相手ができたんだって。それって、あんたには遠えん慮りよしてないってことでしょ？　何言っても大だい丈じよう夫ぶって信じてるのよ。だからさ、蒼衣が口で何言ってもそばにいてやってよ」

　国見の目が驚おどろいたように見開かれた。だが、それは蒼衣も同じだった。

　国見のことを好きだと自覚したのは、ごく最近だ。だがそう言われてみれば、国見との関係には最初から遠慮というものがなかった。

　待て。それじゃあまるで、蒼衣がずっと前から国見のことを特別だと思っていたみたいじゃないか。

「あのね、ママ。あおいちゃんもともちゃんも、はんたいことばなんだよ？」

「反対言葉？」

　不意に若葉が言った言葉に、菫が首を傾げる。反対言葉は、蒼衣が若葉に教えた言葉だ。

「そう。ともちゃんはもうやめちゃったけど、あおいちゃんはずっとはんたいことばなの。ううん、はんたいたいどなの。ともちゃんのことおこってるときも、すきだからおこってるんだよ？　だって、ほんとにきらいでおこってたら、すおうがともちゃんかんでるよ？」

「反対言葉？　何それ最高。蒼衣にぴったりだわ」

「若葉、それ採用。俺、今度からそう思って生きて行こう。蒼衣の冷たい仕打ちにも耐たえられそうな気がしてきた」

「ふざけるなっ、だ、誰がそんな……っ！　俺は別にそんなんじゃ……っ」

　大暴れしてようやく国見の手を引きはがし、異議ありと抗こう議ぎする。だが、必死になりすぎてとっさにいい反論が浮かんでこない。

　いやいやいや、好きだから怒おこってるって何だそれは。俺はただ純じゆん粋すいに怒ってただけで自覚する前から好きだったとかそんなことある訳ないし反対態度とかあり得ないし蘇芳が嚙かまなかったからとかそんなのは決定的な証しよう拠ことは言えないしそんな前から好きだったとか何言ってんだそんなバカな……噓だろ？

「まあまあ、ほんとのこと言われたからって怒んない怒んない。子供って意外にちゃんと見てるからねえ」

「いまはあおいちゃん、てれてるんだよね？」

　純粋ににっこりと笑う若葉とは違ちがい、大人二人組はにまにまと実に人の悪い顔をしている。

　自覚はなかった。まったくなかったが、子供にずばりと指し摘てきされると、羞しゆう恥ちは増した。俺って、そんなに面倒くさい性格してたのか。

「俺はそんなお前も愛してるぞ」

「嬉うれしくない」

　本当は満更でもないくせに、そうとは素直に言えない。悪態なら、いくらでも吐つけるのに。本当だ。俺って心底面倒くさい。

　密ひそかに落ち込んでいると、菫が姿勢を正して「国見さん」と呼んだ。

「さっき散々なこと言ったけど、ほんとにあんたには感謝してる。若葉のことも、蒼衣のことも。それでもって、あたしがあんたにこんなこと頼たのめる義理でもないとも思うんだけど……若葉と蒼衣のこと、よろしくお願いします」

　菫が人に頭を下げる姿を見たのは初めてだった。それを見た国見も慌あわてて姿勢を正す。

「分かりました。二人とも、責任を持って幸せにします。だから、あんたも一いつ緒しよに幸せになろう」

　ぐっと深く頭を下げる国見を見て、もうダメだと思った。この男が本当に好きだ。これ以上隠し通せない。

　この男は本気なのだ。本気で蒼衣のことを好きなのだ。それが今すんなりと理解できた。

　こんなに素直じゃなくて、面倒くさくて、おまけに子供までついてくるのに、それでも国見は最初から丸ごと蒼衣を受け止めようとしてくれていた。一いつ瞬しゆんも怖おじ気けづくことなく。これが、愛でなくて何だ。

　幸せにします、と言った。預かります、でもなく、面倒見ます、でもなく。そして、菫にも幸せになろうと言った。そういう国見を、本当に好きだと思った。







「何か……今日は色々あったな」

　菫との面会を終え、帰宅して食事や風ふ呂ろなどの諸もろ々もろを終わらせた後。母親に会えた興奮でテンションの高かった若葉が、蘇芳とともにソファに撃げき沈ちんしているのを眺ながめながら、蒼衣は国見と二人、リビングのテーブルでコーヒーを飲んでいた。

「まあでも、若葉が母親に会えてよかった」

「だよな。すげえはしゃいでたもんな、若葉」

　くすりと顔を見合わせて笑って、二人で若葉に視線を送る。深く眠ねむっているのか、大の字のままぴくりとも動かない。布ふ団とん代わりにかけてやったタオルケットを握にぎりしめ、すやすやと夢の中だ。

「……菫さん、元気になるといいな」

「ああ。なってもらわないと困る」

　決して楽な闘たたかいではないということは分かっている。もしもの覚かく悟ごも必要なのだろう。だが、菫の破は天てん荒こうなところばかりを見てきたせいか、菫なら乗り越こえるだろうと、どこかで楽観している部分もある。

　母は強しと言うじゃないか。菫ならきっとやれる。そう信じたい。

「なあ……俺さ、今日すげえ嬉しかったんだ。菫さんによろしくお願いしますって言われた時、お前の家族の一員になれたみたいで」

「家族は恋人になれないとか言ってたんじゃないのか？」

「そうなんだけどさ。このままお前に好きになって貰もらえなくても、こうやって家族みたいに仲間に入れて貰えんだったら、それでもいいのかなって。少なくとも、お前は一番俺に心を許してくれてる。それだけでも十分かもなって。俺、自分で思うより、相当お前のこと好きみたいだわ。そばにいられるだけで幸せって、そんなバカなことある訳ねえだろって思ってたんだけどな」

　殊しゆ勝しようなことを言っているが、その割には何だかんだと手は早かった気がする。決して嫌いやだった訳ではないので、今いま更さら突つっ込まないが。

　だが、正直面おも白しろくない。そばにいるだけで幸せ？　その程度で幸せだなどと、蒼衣はもう思えない。こちらをその気にさせておいて、今更引くなんて許さない。

「何だ、じゃあ俺はあんたを好きになる必要なかったのか」

　ずずっとコーヒーを飲む。……しばしの沈ちん黙もくがリビングに訪おとずれた。

　カチカチカチカチ。時計の秒針の音がやけに響ひびいて聞こえる。

「……なあ、俺、頭おかしくなったのかも」

「あんたが頭おかしいのは前からだろう」

「いやいや、そういうんじゃなくて。何か、今の言い方……俺のこと好きみたいに聞こえちまったんだけど」

「そう聞こえたらダメなのか？」

「え？　いや、あれ？　否定しねえの？」

　国見が、ものすごく困こん惑わくした顔で首を捻ひねる。どうしたって、言葉の通りには受け止められないらしい。まあ、これまでの蒼衣の態度が態度だったから、当たり前だろう。

　自分でも、すごい手のひら返しだと思う。あれほど邪じや険けんにしていたくせに、今更何を言っているんだと怒られても仕方がない。

　だが、言わせてもらうなら、これまでの国見の所業だって悪かった。あれほど遊んでいた男に、お前のことが本気で好きだ、なんて言われても、すんなり信用できる人間のほうが少ないはずだ。

「えっと……これ、夢見てるとかじゃねえよな？」

「あんたが夢にしたいなら、それでもいいぞ」

「やだ！　そんなもったいないことできるか!!」

　がたんっ、と音を立てて椅い子すから立ち上がった国見が、蒼衣の手を取り足元に両りよう膝ひざをついてこちらを見上げてくる。

「あー……できれば、もうちょっと分かりやすく言葉にしてくれるとありがてえんだけど」

　期待と不安の入り混じった顔が、じっとこちらを見つめてきた。背後で振ふられる尻尾しつぽが見えた気がして、まるで蘇芳みたいだとこっそり思う。

　国見の視線が刺さすみたいに痛くて、緊きん張ちようで喉のどが渇かわく。改まって問われると恥はずかしい気持ちもあった。だが国見は、応こたえもしない蒼衣にこれまで何度も言葉をくれた。今度は蒼衣の番だ。

　勇気を振り絞しぼって、蒼衣は一度大きく深呼吸をしてから、震ふるえる声を出す。

「あんたに、生まれて初めての恋こいをしたみたいだ。責任取れ」

「喜んで!!」

　立ち上がった国見が蒼衣を引き寄せ、がばっと抱だきついてくる。勢いで倒たおれた椅子などお構いなしでぎゅうぎゅうと力いっぱい抱きしめられ、そのあまりの加減のできなさに、「くる、しいっ」と無む理り矢や理りに引きはがした。

「あんた、俺を殺す気かっ!?」

「バカ言え！　殺されそうなのはこっちのほうだっての!!　嬉しすぎて今にも心臓止まりそうなんだけどっ」

　ほら、と今度は優やさしく、国見が蒼衣を抱きしめる。頭を胸に抱かかえ込まれると、耳元で国見の心臓の音が聞こえた。

　どくどくどくどくどくどく。

「これ、ちょっとやばくないか？」

　蒼衣の鼓こ動どうもかなりのものだと思ったが、国見はそれよりも速い。

「だからそう言ってるだろ。今死んだら、俺の死因はキュン死だな」

　とんでもなく速い心臓の音は、まるで好きだ好きだと言われているみたいに聞こえる。それはひどく照れくさくて、だけど心地ここちよい。

「あんた、本当に俺のことが好きなんだな」

「この期ごに及およんで、また疑ってたのかよ」

　そういう訳ではないが、今そのことを再さい確かく認にんした。

　国見の行動の一つ一つが、蒼衣から不安を取り除いていく。それと同時に、なぜそこまでという疑問が湧わいた。

　犬けん猿えんの仲で、男で、性格だって正反対だ。蒼衣は国見に好きになって貰えるようなところなど何もないはずなのに。

　疑問を口にすると、国見は「怒おこってくれたからかな」と笑った。

「やっぱりドＭ……」

「違ちがうから、さりげなく距きよ離りを取ろうとすんなっ」

　手を突つっぱねて離はなれようとした体を、腰こしを引き寄せて抱きしめ直される。本当に違うのか？　こうも疑ぎ惑わくが続くと、信用できなくなってくる。

「初めて会った時、無む茶ちやな指示出した俺にお前が言っただろ？　『本気で言ってるのか？　だったら俺はやらないから他ほかを当たれ』って」

　具体的なセリフまでは覚えていないが、そんなようなことを言った記き憶おくはあった。初めて国見と引き合わされた日のことだ。

　無茶な注文を無茶な日程で、そのくせ横おう柄へいな態度で命令され、かちんときたことは覚えている。そもそも、その日程で無理矢理その注文をこなせばやっつけ仕事になり、互たがいに満足できる仕上がりになるはずがないと思った。

「あの頃ころはさ、まだ会社も設立して間もなくて、入ってくる社員って言ったら俺の顔色窺うかがうような奴やつばっかりでさ。親が有名なもんだから、皆みんな俺のことちやほやして、デザインのことだって誰だれも意見を言わない。それがすげえ嫌だったはずなのに、いつの間にか俺もそれが当たり前になってて、お前に偉えらそうな態度取っちまった訳なんだけど」

　意外だ、と思った。蒼衣が知っているｄｅａｒ ｋｎｏｗｓは、全員が積極的にデザインについての意見を交こう換かんするのが当たり前だ。佐藤も含ふくめて、蒼衣よりも昔から会社にいる社員もかなりいるはずなのに。

「今のスタイルになったのはお前のお蔭かげだ。お前が俺に真正面から意見言ってくれるから、他の奴も言いやすくなったんだ。俺も、意見言ってくれって言いやすくなったしな」

「いや、でも……うちはかなりフランクな会社だと思ってたんだが」

　国見が何かやらかした時には、社員が一丸となってダメ出しをする。そんなイメージがずっとあった。

「だからそれもお前のお蔭。お前と口くち喧げん嘩かするようになる前の俺は、いつもむすっとして近づきがたかったって佐藤が言ってた。俺がムキになってお前に突っかかってるの見てる内に、俺が蒼衣のこと好きなんだって気づいて、『そういう顔してたら同じ人間なんだなって思って付き合いやすくなりましたよ』って笑われた」

　佐藤に言われた時のことを思い出したのか、国見が肩かたをすくめて苦く笑しようした。

「最初はさ、やっぱ腹立ったんだよな。何こいつ俺に逆らってんだよって。けどすぐに、こいつ恰かつ好こいいなって思った。仕事のためなら妥だ協きようしねえんだなって。俺のバックグラウンドとかそんなの関係なく、俺と、いいもの作ろうって真しん剣けんに思ってくれてんだなって。だから、お前とずっと仕事してえなと思って引き抜ぬきかけたんだけど、お前にすっぱり断られて」

「……まあ、その後結局ここに来たけどな」

　前の会社には恩もあったし、社長のことを尊敬もしていた。国見と一いつ緒しよに仕事をしてみたいという気持ちはあったが、あの時社長が背中を押してくれなかったら、蒼衣は国見のもとには来なかっただろう。

「それなんだけどさ」

　国見が、ちょっと言いにくそうに頰ほおを搔かいた。

「あそこの社長に、お前のこと手放してくれって頭下げたんだよね、俺」

「……はあ!?」

　意表を突かれて反応が遅おくれる。

「頭下げたって……あんた、普ふ通つうそこまでするか!?」

　今だってなかなかのものだが、当時の国見は今よりももっと尖とがっていた。プライドが高くて、自分に自信があって。そんな男が人に頭を下げるなんて信じられない。

「だって、どうしてもお前のことが欲しくてさ。お前がいてくれたら絶対面白い仕事ができるのにって思ったら、どうしたって諦あきらめらんなくて。お前すっ飛ばして社長のとこ行くなんてルール違い反はんだって分かってたんだけど、お願いだからお前をくれって」

「で、社長があっさり譲ゆずってくれた訳か」

　首だと言われた時のことを思い出すと、今も若じやつ干かん凹へこむ。蒼衣があの会社にとって必要な存在だったら、国見が頭を下げたぐらいで手放されたりはしなかったはずだ。

「いや、ぶん殴なぐられた」

「はああ？」

　社長はとても温和な人だったのだ。ふざけた噓うそを吐つくなと睨にらみつければ、「いや、マジで」と真顔で返された。

「『犬いぬ猫ねこじゃあるまいし、くださいと言われてはいどうぞとでも言うと思ったか！』って言われて、ばしん！　まあ、そりゃそうだよな。お前みたいな優ゆう秀しゆうな人材、簡単に手放す訳ねえよ。そっからはもう必死で、いかにお前が俺のところに来たほうがいいかってことをプレゼンして。最終的には根負けみたいな感じで、分かったって言ってくれた訳」

　自分は、簡単に手放されたのだとずっと思っていた。だが、そうじゃなかったのか。

「連れていくからには、絶対に一流のパタンナーとして育てろって言われた。俺が無理言って引き抜いたのに、最後にはお前のことをよろしく頼たのむって頭下げられたよ。お前、可愛かわいがられてたんだな」

「社長……」

　これまで漠ばく然ぜんと、自分はいつも一人だと思っていた。両親が死んで、叔母おばとはちゃんとした関係が築けず、誰かを愛することもできない。そんな欠けつ陥かん品の自分は、これから先も一人で生きていくんだろうと。

　だが国見と若葉と一緒に暮らすようになって、誰かが一緒にいてくれる温かさを知った。国見を好きになって恋の苦しさを知り、国見に触ふれられ人のぬくもりを知った。

　そうして周りを見み渡わたしてみれば、これまでとは違った世界が見える。

　蒼衣は、ずっと一人ではなかったのかもしれない。気づいていなかっただけで、蒼衣のことを大事だと思ってくれていた人がいたのかも。……社長のように。

「で、やっとお前が来てくれることになって。お前が出勤してくる前の日は、興奮しすぎて寝ねれなくてさ」

　国見が、くすくすと昔を懐なつかしむように笑う。

　あの当時、国見がそんなことを考えていたなんて、まったく知らなかった。引き抜きに来るからには、蒼衣の仕事を気に入ってくれたのだろうとは思っていたが、蒼衣自身のことは嫌きらいに違いないと思っていた。

「でもそん時はまだ、それが恋こいだとは思ってなくて。けど毎日お前と口喧嘩してるのが楽しくて、お前がこっち向いてないのはつまらなくて。ずっと俺のこと見ててくれねえかなってちょっかいかけまくったら、何か余計嫌われて。こんなはずじゃなかったのにって思っても、今いま更さら軌き道どう修正できねえし。そんなことしてる間に、お前は俺だけ仲間外れにして佐藤とか他の奴らとは打ち解けてくしさ」

「いや、別に仲間外れにした訳じゃ……」

　そんなつもりはなかったのだと顔を上げると、つまらなそうに唇くちびるを尖らせた国見と目が合う。途と端たんに国見は優やさしげに笑って、「分かってるよ」と蒼衣の頰を撫なでた。

「俺が勝手に拗すねてただけだ。けど、やべえ佐藤達に取られるって思った時に、唐とう突とつに気づいちまったんだよ。これって嫉しつ妬とってやつじゃねえの？　って」

「嫉妬？　佐藤さんに？」

「佐藤っていうか、お前が話す奴全部に。そしたらもう、後は芋いも蔓づる式しきだ。お前のこと抱だきたいぐらい好きなんだって気づいた時は、一晩中お前のことオカズにしながら絶望したね」

　……おい。今、知りたくないような情報が入ってたぞ。一晩中何やってんだ。

「肖しよう像ぞう権けんの侵しん害がいで訴うつたえるぞ」

「さすがに俺の脳内妄もう想そうまでは取り締しまれないだろ。まあでも、妄想の中のお前にはこうして触れないから、今俺すげえ幸せ」

　頰を撫で、親指が蒼衣の唇を擦さする。

「なあ。キスして、いいか？」

　これまで勝手ばかりしてきたくせに、こんな時ばかり蒼衣に判断を委ゆだねてくるなんてずるい。少しだけ不安げな顔でそう聞かれたら、意地も張れない。

「キスだけで、いいのか？」

　国見が「え？」と声を上げて、蒼衣の顔を覗のぞき込んだ。

　自分でも、大だい胆たんなことを言ってしまったと思った。だが、蒼衣とて童どう貞ていといえどももういい年の大人だ。清せい廉れん潔けつ白ぱくな付き合いなど無理だと分かっているし、それを求めてもいない。

　初めての気持ちだった。これまで、こんな風に誰かに触れたいなんて思ったことはなかった。国見だけだ。国見のことが好きだから、触れたい。触れて欲しい。

「いいのか？」

　無理はしなくてもいい。国見が蒼衣の頰に手を添そえて、表情を窺ってくる。

　ここで少しでも蒼衣が怖おじ気けづいたら、国見はきっと引いてしまう。そう思ったから、じっと国見を見返す。それでも、羞しゆう恥ちで頰が赤くなることだけは、どうしても止められなかった。

「あんた、それでも遊び人か？　いちいち言わなくても察してくれ」

「遊びと一緒にすんな。お前とだけは一回きりにしたくねえ。大事にしたいから聞いてんだ」

　真顔で言われたら、もう逃にげ場がない。

　大事にしたいとか言っている辺り、国見はあくまで自分が蒼衣を抱くつもりで、その反対は想像してもいないんだろう。

　それはこれまでの国見の態度から何となく察してはいたが、あんたも同じ男なら、抱かれる側に回るということがどれほど勇気の要いることか分かれよ、と言いたい。

　だからと言って、国見を抱けるかと言われれば、それも蒼衣にはハードルが高い。何せ童貞だ。しかも男とセックスをする日が来るなんて想像したこともなかったから、知識だってない。

　それに、好きという気持ちに優ゆう劣れつはないと思うが、これまでずっと蒼衣のことを好きでいてくれた国見の気持ちに、応こたえたいという気持ちもあった。

　結果、蒼衣が選ぶ選せん択たく肢しは一つなのだ。

　まさか、自分がこんなことを言う日が来ようとは。人生というのは、本当に何が起こるか分からない。

「一回しか言わないからな。あんたになら……抱かれても、いい」

　いっそ殺してくれと思いながら口にした言葉は、無様に震ふるえて今にも消え入りそうに小さなものだった。

　だが、国見の耳にはちゃんと届いたらしい。その証しよう拠こに、言い終えた瞬しゆん間かん世界が反転した。

「うわっ！」

　抱き上げられたのだと気づいた時には、もう国見は歩き出していて、落とされるのが怖こわくて必死に国見にしがみつく。

「ちょ、ちょっとあんたっ、無む茶ちやしすぎっ」

「うるさいっ、お前が可愛すぎるのが悪いっ」

　言うが早いか、歩きながら嚙かみつくようにキスをされた。必死で首に腕うでを巻きつけてそれに応える。一瞬蘇芳が何事かと顔を上げたが、蒼衣の様子を確かく認にんしてつまらなそうに顔を伏ふせた。

「やべえ、抵てい抗こうしない。何これ可愛い」

　言いながら、頰にも瞼まぶたにもキスが落ちてくる。そうしてまた唇にキスが戻もどってきて、合間合間に「可愛い」と何度も囁ささやかれた。

　それはこちらのセリフだ。じゃれるみたいにキスの合間に鼻を擦こすりつけてきたり、強請ねだるように唇を突つき出してくる国見が、何だか見たことがないぐらいに嬉うれしそうに笑うから、その表情が可愛すぎて、蒼衣のほうこそキュン死しそうだ。

「開けて？」

　寝しん室しつの前まで来たところで、手が塞ふさがっている国見に促うながされ、自らドアを開ける。ベッドにそうっと優しく押し倒たおされ、またすぐにキスの嵐あらしが降ってきた。

「国見、さんっ……んむっ……ちょっと、待て……っ、ま……」

「待てねえ。もう全然無理」

　ものすごい勢いで服がはがされていくのを、必死に押さえて抵抗する。だが抵抗むなしくボクサーパンツ以外ははぎ取られてしまった。裸はだかを見られるのが恥はずかしいなんて、言う暇ひまもくれない。

「頼むから入れさせて。何かもう、今全部手に入れとかねえと、明日あしたになったら夢でしたとか言われそうで怖い」

　言っていることは遊び人の口説き文句のようだが、上からこちらを見下ろす国見の瞳ひとみは、真しん剣けんそのものだ。

　そんな顔をされてしまえば、恥ずかしいから待ってくれなんて言えなくなった。

「や、優しくしてくれ。俺は……こういう、経験は初めてで……」

　言えたことといえば、それぐらいが精いっぱいで。

　だが、勇気を出して何とか言葉にしたのに、それを聞いた国見は途端に凶きよう悪あくな顔になり、あげくにチッと舌打ちをした。

「何で今言うかなあ、そういうことを。お前、これ以上俺をどうしたいの」

「な、何で怒おこるんだ」

　ベッドでのマナーなんて知らない。何か失敗したのかとひやりとしたが、国見に違ちがうと教えられた。

「お前が俺を煽あおるからだよっ。あーくそ！　何か体が熱くなってきたっ」

　国見が着ていたスウェットの上を脱ぬぎ捨てる。情じよう緒ちよも何もないそのやけくそ気味な行動に、思わず蒼衣は状じよう況きようも忘れてくすりと笑えみを零こぼした。

「何笑ってんだよ」

「いや、何か……あんたらしいな、と思って」

　ちっとも恰かつ好こがつかない。だが、それでいいと思った。国見に余よ裕ゆうぶられたら、きっと今いま頃ごろ蒼衣はかちんこちんに緊きん張ちようしてしまっていたことだろう。お蔭かげで肩かたの力が抜ぬけた。

「やけに余裕あるなお前」

　何か悔くやしい。囁いた国見が、蒼衣のメガネを奪うばってベッドのサイドテーブルに置いた。近づいてきた唇に上唇を食はまれ、素す肌はだを国見の指が滑すべる。

「な、何でそんなとこ……っ、女じゃ……ぁっ」

　乳ち首くびをこりこりと指で弄いじられ、慌あわてて手で押さえた。女じゃないのにそんなところを触さわっても意味なんてない。自分には丸いふくらみなどないことぐらい、見れば分かるはずなのに。

「男も女も関係ねえの。ここは皆みんな気持ちいいんだって。お前だって、すぐによくなるから」

　ひょい、と両手を頭の上で拘こう束そくされた。それも片手で。すぐさま抵抗してやろうとしたが、その前に国見に乳首を摘つままれ、力が入らなくなった。

「や、やだっ……ぁっ、よく、なりたくないっ」

　今まで生きてきて、乳首が感じるなんて思ったことはなかった。男にとっての乳首は、役に立たない飾かざり物だと信じて疑っていなかったのに。こんなことを覚えてしまったら、風ふ呂ろで体を洗う時にすら意識してしまう気がした。

「こりこりして、触り心地ごこちいいな。舐なめたら舌が気持ちよさそう」

「ぁっ、あっ、ダメ……っ、なめるのやだっ、やめ……あぁっ」

　やめてくれと訴えたのに聞き入れられず、国見の舌が蒼衣の乳首をころころと転がすように舐めしゃぶる。

　頭がおかしくなりそうなぐらいに感じて、体を震わせた。今すぐに逃げ出したいぐらい未知の感覚が怖いのに、もっとして欲しいという浅ましい気持ちもある。自分がどうしたいのか、どうなってしまうのか、まったく分からない。

「気持ちいいか？」

「ん、ぁっ……き、きもち、いいっ、あ、あっ、やだ……っ、きもち、いっ」

　軽く歯を立てられ、きつく吸われた。何も考えられなくなって、ただうんうんと必死で頷うなずく。

　作業室のロッカーで国見にいかされてしまった時もそうだったが、自分は快楽に弱い性質であるらしい。耐たい性せいがないから余計なんだろうか。

「そうか。もっと気持ちよくなろうな？」

　あやすような声と共に、空いたほうの国見の手が腿ももの内側を撫なでた。促されるまま足を開く蒼衣は、今自分がどれだけ大だい胆たんなことをしているのか自覚できない。

　ボクサーパンツの裾すそから、国見の指が侵しん入にゆうしてくる。すでに隠かくしようもないほど濡ぬれている性器の先を弄もてあそばれ、堪こらえ切れなかった白はく濁だくが少しだけぷしゅりと溢あふれた。

「さわ、さわったらっ、ぁっ、だめ……だっ」

「何でダメなんだ？　ここはすげえ喜んでるのに」

　絶ぜつ妙みような力加減で扱しごかれる。自分の手では味わえない感覚に、知らず自ら腰こしを振ふる。

「だって、あっ、だって……っ、い、いっちゃ……ぁっ」

「いっちゃっていいんだぞ？　気持ちよくなって飛んじまうとこ、俺に見せてくれよ」

　乳首を弄んでいたはずの唇くちびるが、するすると下のほうへ降りていく。離はなれていく唇が惜おしくて、引き止めるように国見の髪かみに手を伸のばすが、力が入らなくて撫でることしかできなかった。

「あ、噓うそ……っ、やだ、待てっ、ぁっ、それは、あっ、あ」

　布地からはみ出した性器の先せん端たんをじゅぶりとすすられ、ついに蒼衣はあっけなく陥かん落らくする。ぶるりと腰が震え、白濁を吐はき出した。

「蒼衣に、顔射されちゃった」

　顔を上げた国見の頰ほおに、出したばかりの蒼衣の白濁が飛び散っていた。何てことをしてしまったんだと、恥ずかしさと気まずさで慌てて指で拭ぬぐおうとする。だがその手を止められ、自らの指でそれを拭った国見が、味わうように舌でそれを舐め取っていく。

「あんた、バカじゃないのかっ？　そんなもの舐めてっ」

「初めて舐めたけど、お前のだと思ったらうまいかも」

「そんな訳ないだろうっ」

　ちょっと苦いかな、と味の感想まで語られ、穴があったら入りたい気分だ。

「蒼衣のいき顔、やっぱめちゃくちゃ可愛かわいいな。うっかり俺までいくとこだった」

「う、噓つくなっ……あんたばっかり、余裕で……っ」

　一人だけいかされてしまったことが、泣きたいぐらいに恥ずかしかった。さっきは余裕なさそうにしてたくせにと詰なじれば、国見は困ったように眉まゆをへにゃりと下げる。

「俺だって、全然余裕なんかねえよ。ほら」

　ぐっと腰を押しつけられる。そうされて初めて、国見のそこがとんでもなくがちがちに固くなっていることに気づく。

「い、痛くないのか？」

「痛い。すげえ痛い。けど、お前のことは大事に抱だきたい。どろどろに蕩とろけるぐらい気持ちよくさせて、俺とのセックスは最高だって思わせてえんだよ」

　だから素す直なおに感じてろよ。そう笑った国見の手が、蒼衣のボクサーパンツを脱がせる。今いま更さら抵てい抗こうする気なんかはなくて、自ら腰を浮うかして協力はしたけれど、恥ずかしさはどうしようもない。唇を嚙んでふいっと逸そらせた瞳からは、堪え切れずに涙なみだが浮かんだ。

　いったばかりだというのに、はしたない自分はもうすでに次への期待で芯しんを持ち始めている。国見の手に触ふれられれば、あっけなくまた固くなった。まるで思春期の子供のように我が慢まんができない。国見に呆あきれられているんじゃないかと怖こわくなる。

「く、国見さ……っ、ぁっ、あ、お、俺も……ぁっ、俺も、さわ……あっ」

　せめて国見にも気持ちよくなって欲しくて、蒼衣も触りたいと訴うつたえたものの、国見に「そんなことしたらすぐに出ちまうって」と苦く笑しようで拒きよ否ひされた。

「だ、だって……あっ、あんた、だってっ」

「なら、この指しゃぶって、早く俺も気持ちよくなれるように協力してくれ」

　国見の人差し指と中指が、蒼衣の口内に侵入してくる。悪戯いたずらなその指に中の粘ねん膜まくを撫で回され、負けじと必死に指をしゃぶる。

　ほんの少しだけ、さっきの蒼衣の白濁の名残なごりらしき苦味がしたが、気持ち悪いどころか余計に興奮した。

　じゅぷじゅぷと音を立ててすする。ただ指を舐めているだけなのに、自分がすごくいやらしくなってしまったみたいな気がした。

「蒼衣の舌、気持ちいいな……何か俺のしゃぶらせてるみたいで、すげえ興奮する」

　ふっ、と国見が甘い息を吐いたのに気をよくして、もっともっとと丹たん念ねんにしゃぶる。そちらに気を取られている間に、国見のもう片方の手が蒼衣の片足を大きく開いた。

「あ、やだっ、国見さ……っ、あ、うそっ、ああっ！」

　信じられないところにぬるりとした感かん触しよくがあった。

　舐められてる。男同士で繫つながるためにはそこを使うしかないと知識では知っていたが、舐められるなんて想定外だ。

「ほら、口がお留守になってんぞ？　お前はちゃんとこっちしゃぶってて」

「だ、だってっ、あ、ん……っ、あっ、やだ、そんなとこ、なめたら、や……ぁっ」

「しょうがねえだろ？　まさかこんな展開になるなんて思ってなかったから、ローションとか何も用意してねえんだよ。ちゃんと濡らさねえと痛いぞ？　痛いのはやだろ？」

「や、やだっ、ぁっ、いたいのやだ、けどっ……あ、なめ……っ、やぁっ」

　男の体は自ら濡れたりしないのだから、理り屈くつは分かる。だが分かるのと受け入れられるのとは別だ。セックスがこんなに恥はずかしいなんて知らなかった。生々しすぎる。

「もうそろそろ、指返してもらおうかな」

　最後の仕上げとばかりに上あごを擦こすっていった指が、蒼衣の口内から去っていく。

「ゆっくりするから、痛かったら言えよ？」

　何を？　と疑問を口にする前に、指がずぷりと後ろの窄すぼまりに入り込んできた。最初はあやすように入り口でぬぷぬぷと出入りしたそれは、そうっと中を窺うかがうようにゆっくりと奥まで入り込んできて。

「ひっ、あ、あっ……何か、へんっ、あ、あ、何か、あぁっ」

　性器を擦られる快感とは違ちがう。もどかしくて、でももっと欲しくなる類たぐいの、くせになりそうな感覚。知らず誘さそうように自ら腰を揺ゆらし、もっとと強請ねだる声が零れ落ちる。

「国見さんっ、国見さっ、あ、あっ、もっと、あ……っ」

「もっと？　もっとどうして欲しい？」

「あ、おく、奥までっ、あ……奥まで、きて……っ」

「……っ、あっぶね……っ、これ以上は本気で俺の沽こ券けんに関かかわる。落ち着け、俺。まだだぞ、まだ我慢だっ」

　ぐっと唇を嚙かみしめた国見が言い聞かせるように呟つぶやいた言葉に、蒼衣は力の入らない手を伸ばして国見の頰に触れた。

「我慢なんて……っ、する必要、ないっ、だろ？」

　そうして何とか頭を上げ、国見の唇に唇で触れる。

「全部……あんたの、好きにして」

「……てめえ、その言葉……後こう悔かいすんなよ？」

　一いつ瞬しゆん、国見の顔からすべての表情が抜ぬけ落ちた。その後浮かんだのは、まるで今から獲え物ものを食くらう獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうの威い嚇かくのような、恐おそろしくも壮そう絶ぜつに美しい表情で。

「あ、国見さ……っ、え？　あ、ああああっ！」

　指が引き抜かれた直後、ぐっと押しつけられた国見の欲よく望ぼうが無む理り矢や理りに入り込んできた。

「ひっ……ぁ、はっ」

　一息に貫つらぬかれ、痛みと驚おどろきで息ができない。苦しいのは国見も同じようで、耐たえるように顔を歪ゆがめた。

「すげえきつい、けど……何かすげえうねってて、うわ、何だこれ、まずいっ、これやばいっ」

　両りよう腕うでを蒼衣の顔の横についた国見が、ぎゅっと目を瞑つむって体を硬こう直ちよくさせる。

「う、動かすなってっ、俺今すげえやばいんだって！」

「何もしてないっ！　あ、あんたが中で動いてるんだよっ」

「ああくそ、もう無理っ、ごめん、蒼衣っ」

　嚙みつくようなキスと同時に、めちゃくちゃに腰を振られた。遠えん慮りよのないその律動に、蒼衣の体ががくがくと揺れる。

「んあ、あっ……あん、あ、ぁっ」

「お前、何なのっ、この尻しりどうなってんのっ？」

　ぐっと突つき上げられるたび、奥のいいところに当たる。中で国見が先走りを零こぼしているらしく、突かれれば突かれるほどに動きがスムーズになっていった。

　大きかった痛みに、快楽が取って代わる。ぬるぬると動きやすくなった分、国見の律動も大胆になっていく。

「なあ、出してっ、いいか？」

　余よ裕ゆうなどまるでない顔で、国見が蒼衣に訴えてくる。

「あ、あんっ、い、いやだっ……出したら、ぁっ、あ、やだっ」

　言葉とはうらはらに、ぎゅっと中が緊きん張ちようして国見を刺し激げきする。息を詰つめ衝しよう動どうを堪えた国見は、「何で？」と問いかけながらも律動をやめない。

「好きに、していいってっ、言っただろ？」

「あ、だ、だって……そんな、ぁっ、奥で、出したらっ」

　一生体に残ってしまう。言った途と端たん、中で国見がぶるりと震ふるえて更さらに大きさを増した。

「あ、何でっ？　あ、あ、やだっ、それ以上は、無理……っ」

「体に、残っちまうの？　一生、取れねえの？」

「あ、ん……っ、だって、あ、あっ、とど、とどか、ない、からっ」

　国見のそれでしか届かないのに、としゃくり上げて訴える。指より長いそれでしか届かないような奥に出されてしまったら、もう自分ではどうすることもできない。その場所が国見のものにされたみたいで、きっとずっと気になってしまう。

「はっ、上等っ！」

　足を抱かかえ直した国見が、更に奥へと届かせるように、互たがいの下生えが擦こすれ合うほどにぐっと腰こしを押しつけ、そのまま小刻みに揺らし始めた。

「あ、あっ、え？　出す？　あんっ、出す、の？　やだ、何でっ、あ、やだっ」

　嫌いやだと必死に訴えるが、体はもうぐずぐずで、抵てい抗こうらしい抵抗もできない。余計に国見を興奮させただけで、ひどく淫いん靡びな表情と共に舌なめずりをされた。

「ん、もう……出るっ、んっ」

「あ、だめ、ぁっ、あ、ああっ！」

　ぎゅっと痛いほどに蒼衣の足を摑つかんで、国見が腰を押しつけたまま動きを止める。同時に、ばっと腹の中に熱いものが広がる感覚がして、押し上げられるようにして深い絶頂を味わった。　>>>♥

「バカ……っ、出すな、って、言ったのに……っ」

　小刻みに「ん」と声を漏もらしながら腰をひくつかせた国見を、蒼衣が詰なじる。だが国見は、謝るどころか無理矢理にキスをしてきて、唇くちびるを触ふれ合わせたまま蒼衣を睨にらみつけた。

「今のはお前が悪い。お蔭かげで治まんねえ」

　責任取れよと詰られ、中に居座る国見がまた固くなり始めるのをまざまざと感じる。

「お、俺は初めてなんだぞっ」

「俺も、こんなにいいのは初めてだ。奇き遇ぐうだな」

「意味がちが──むーっ！」

　苦情を言おうとした口が塞ふさがれ、また国見が腰を揺らし始める。

「今度はもっと奥に出してやるからな」

「な、何でそうなるっ、あ、あっ、ばかっ」

　やけに嬉うれしげに宣告されて、好きにしていいなんて言ってしまった自分をほとほと後悔しながら、蒼衣は国見の激しくてねちっこい愛情を朝方まで受ける羽目になった。

　だが困ったことにちっともそれが嫌じゃなかった蒼衣は、結果大いに国見を調子に乗らせることになる。







「あーおい」

「……」

「蒼衣ちゃーん」

「……」

「奥さーん」

「……っ！　誰だれが奥さんだっ！」

　……しまった。

　敵の策略に引っかかってしまったと顔を顰しかめ、業者から届いた書類をチェックしているフリで無視をしていた蒼衣は、持っていた書類をくしゃりと握にぎり潰つぶした。

「だって、いつまで経たっても返事してくれねえからさ。呼び方が気に入らねえのかなって」

　蒼衣のデスクにだらりと頰ほおを乗せ、横向きでこちらを見てにやつく国見を殴なぐってやりたくなるのを堪こらえる。構うと相手の思うつぼだ。

　現在、蒼衣と国見は喧けん嘩かの真っ最中だ。

「怒おこってる蒼衣も可愛かわいいなあ」

　……否いな、蒼衣だけが一方的に怒っている真っ最中だ。

　つんとそっぽを向いて無視をすると、よいしょと起き上がった国見が、チェアに座る蒼衣の肩かたを馴なれ馴れしく抱だいてくる。

「まあ、そう怒るなって。これも愛ゆえのことなんだし」

「開き直るなっ」

　ばしっと手を叩たたき、腕うでを外させる。「痛いてえなあ」と手を擦さすりながらも、国見は相変わらず機き嫌げんよさげにへらへらしている。マリアナ海かい溝こうに沈しずめてやりたい。

「そんなこと言っても、もう買っちまったんだし」

「あんな高いものを勝手に買うなんて信じられない」

　二人はここ数日、ずっと同じことで言い合いをしている。国見の言う通り、もう買ってしまったものなのだが、蒼衣にとっては、だからと言って簡単に受け入れられるようなものでもなかった。

「だって、すげえちょうどいい物件だったんだぜ？　部屋は四つあるし、リビングも広くてキッチンも使いやすいし、ペット可だし、病院も近いし、歩いて五分のところに幼よう稚ち園えんもあるし、二十四時間対応のコンシェルジュもついてるし、会社からも割と近い。これ以上の物件ねえだろ」

　そう。物件だ。この男は蒼衣に何の相談もなく、勝手にマンションを購こう入にゆうしやがったのだ。

　これが、一人で住むのなら勝手にすればいいと思う。いくら恋こい人びとになったと言っても、国見の住居にまで口出しをするつもりなどない。だがこの男は、勝手に買ったとんでもない額の高級マンションに、蒼衣と若葉と蘇芳と、それどころか菫までも連れて、引ひつ越こししようとしているのである。

「物件の問題じゃない。どうしてあんたが買った家で住まないといけないんだっ」

　国見とは恋人として付き合うことになったが、それとこれとは完全に話が別だ。付き合ったカップルが全員同どう棲せいするのかと言われれば、もちろん答えはノーだし、それ以前に蒼衣にも男としてのプライドがある。いくら国見のほうが稼かせぎがいいとは言っても、蒼衣だって男なのだ。一方的に施ほどこしを受けるような関係は受け入れられない。

「どうして今のままじゃダメなんだ」

　確かに蒼衣の家は狭せまいが、今までだってやってこられたじゃないか。

「だって、今のままだったら、俺いつまで経っても通い妻だし。お前、喧嘩したらすぐ、文句があるなら家に帰れとか言うだろ？」

「う……っ」

　確かに。付き合い始めてまだほんの二週間ほどだが、言い合いだけならしょっちゅうしてる。時には売り言葉に買い言葉でそんなことを言ったこともある。

「それはっ、そうだが……っ」

「それに、もうすぐ菫が一時退院できそうって言ってたから、菫の部屋も用意しといてやりたかったし」

「え？　そうなのか？……あんた、何でそんなこと知ってんだ」

　初耳だ。菫からは何の連れん絡らくも貰もらってない。ていうか、いつの間に菫を呼び捨てにするようになったんだ。

「昨日、菫から連絡あったぞ？　ほら」

　ちょいちょいとスマホを操作して、国見が画面をこちらに向ける。

「いつの間に……」

　油断も隙すきも無い。これだから女好きは。知らない間に連絡先を交こう換かんしていたらしい。

　初対面で薔ば薇らの花束なんぞを贈おくり、菫の印象は最悪だったはずなのに、この二人は何だかんだと気が合う。

　先日、一人で菫の見み舞まいに行った時には、「あんたの恋人、面おも白しろい男だよねえ」としみじみと感心したような顔で言われた。

『わざとらしく薔薇の花束持ってきて、分かりやすくあたしに喧嘩売ってたでしょ？　あれってさ、あたしを奮い立たせようとしてたんだよねえ。普ふ通つうの身内なら怒るでしょ、こんな奴やつに子供もいとこも任せらんないって』

　それを聞いた時はまさかと思ったが、家に帰って国見に聞いてみたら、「何だ、バレてたのか」とあっさり認められて啞あ然ぜんとした。

　蒼衣よりも菫のほうが国見のことを理解している。そう思うと、今でも面白くない気持ちになる。まさか菫相手に嫉しつ妬とする日が来ようとは。

「ん？　何だよ？　あ、もしかして焼きもちか？　心配すんなよ、俺にはお前だけに決まってるだろ」

　感情が顔に出ていたらしい。嬉しそうに顔を輝かがやかされ、もう怒る気も失うせた。

「とにかく！　俺は引越す気はないからな」

　これだけは言っておかねば、と指を突つきつけると、国見は「そうかあ」とわざとらしく困った顔をした。

「じゃあ、お前だけあそこに残ることになる訳かあ」

「は？」

「俺も若葉も蘇芳もいなくて、蒼衣は大だい丈じよう夫ぶかなあ」

「おい、どういう意味だ」

　何なんだその言い草は、と説明を求めようとした矢先、佐藤に連れられた若葉と蘇芳が集会室に入ってくる。

　若葉には、菫が真実をちゃんと話した。蒼衣が父親ではないと知った時はほんの少し寂さみしそうな顔をしていたが、「身内であることは間ま違ちがいないから遠えん慮りよなくわがまま言いまくりなさい」と菫に言われて、ものすごくいい笑え顔がおで頷うなずいていた。裏はないと分かっているが、菫の遺伝子は油断できない。このまま純真な若葉でいて欲しい。

　国見が、ちょっとちょっとと若葉を呼び寄せると、「どうしたの？」と首を傾かしげながら若葉が走ってきた。

「なあ、若葉。困ったことになったぞ？」

「なあに？」

「蒼衣ちゃん、一いつ緒しよにお引越ししないんだってさ」

「ええええ!?」

　真ん丸に目を見開いて、若葉が蒼衣を凝ぎよう視ししてくる。そんな、信じられないという顔をされても困る。そりゃあ、若葉も広い家で暮らしたいという願望はあるだろうが、こればっかりは我が慢まんして貰わないと──

「じゃあ、あおいちゃんだけひとりになっちゃうの？」

「……え？」

　いや、だから何でそうなる。

「わかば、あおいちゃんいないの、さみしいよ？」

「いや、若葉……若葉は俺と暮らすことになってるんだから、国見さんと行くことは──」

「ママもたのしみにしてるのに」

「……」

　あ、何か分かった気がする。先が読めた。黒幕はあいつか。

　悟さとった蒼衣の表情を見て、国見がにやにやしながらまたしてもわざとらしく嘆なげく。

「若葉のママは、知ちゃんちに引越そうって言ってたんだもんなあ。蒼衣ちゃんが来ないと寂しいけど、知ちゃんと一緒に頑がん張ばろうな」

「……うん」

　すごく、ものすごく寂しそうな顔で、若葉が蒼衣を見上げてくる。くそ、こういう顔ばっかりうまくなりやがって。誰だれの教えだ。国見か、菫か。どちらにしても相手は悪あく魔まだ。若葉までああならないようにと願う。頼たのむから俺の心のオアシスのままでいてくれ。

「……で？　蒼衣ちゃんは本当に来ないのかな？」

　分かっているくせに、確信犯はひどく楽しそうに蒼衣に問いかけてくる。きっとこれは菫の入れ知ぢ恵えに違いない。高笑いする菫の声が聞こえた気がしながら、負けを認めた。

「……俺も、引越すっ」

　苦く渋じゆうを滲にじませ、拳こぶしを握にぎりしめる。国見と菫を会わせたのは失敗だった。悪魔が二人になった分、手の付けられなさが倍になった気がする。

　蒼衣の言葉に、いえーい！　と国見と若葉が両手を合わせて喜び合った。

「ただしっ、光熱費は俺が出すからなっ」

　そこだけは譲ゆずれないと吐はき捨てる。自分の要求が通ったことに満足したからか、国見はあっさり「じゃあそれでよろしく」と笑った。完敗だ。

「……なるほど。とうとう同棲成立ですか。いやあ、おめでとうございます、国見さん」

　佐藤がぱちぱちと拍はく手しゆをしてくる。それに釣つられるように、集会室にいた他ほかの社員からも拍手が上がる。この会社おかしいだろ。もっと全力で反対しろ。

「あんたら、おかしいと思わないのか？」

「何が？　男同士だからとかそういうこと？　今いま更さら今更。一倉が国見さんの気持ちに気づいたのなんかほんの最近だろ？　けど俺達、もう数年ずっと二人の茶番を見せられちゃってるからさ」

「茶番って……」

「いやほんと、面めん倒どうくさかったの国見さん。あからさまに拗すねるし落ち込むし、仕事にメンタル影えい響きようさせないのだけは立派だと思ったけど、迷めい惑わく極きわまりない」

「別にそこまでじゃなかっただろうが」

　ふて腐くされる国見に、社員達が「いや、すごい迷惑でした」と口々に言いながら笑った。

「でもさ、皆みんな一倉に感謝してんのよ。俺達最初の頃ころはどうしても国見さんに気ぃ遣つかっちゃっててさ。言いたいことも言えないし、国見さんの言うがままに仕事して、これじゃダメだと思っててもどうにもできなくてさ」

　国見が言っていたのは、本当のことだった。今の社内の雰ふん囲い気きからすれば考えられないが、実際そういう空気はあったらしい。

「そんな時に一倉が入ってきて、ばんばん国見さんに言葉投げつけてんの見て、それでそれに言い返してるけどちょっと嬉うれしそうな国見さん見て、ああ何だ、この人が求めてるのはこういう関係なんだって、俺達すっごい楽になった訳」

　佐藤の言葉に、社員達が同調するように頷く。

「だからさ、俺達は一倉に足向けて寝ねられないの。まあそんなこと言いつつ、今回は国見さんの味方しちゃったから、恩を仇あだで返したような気もするけども」

「おい。結果的に蒼衣が幸せになったんだからいいだろ？」

「……それはどうだか分かりませんけどねえ。国見さんのことだから、また女性問題か何かで失敗しそうな気もするし」

「お前ら、味方なのか敵なのかどっちだよ」

　国見はそう言って嘆いたが、口元は楽しそうに笑っていた。

「正直、男同士なんて今でも理解できませんけど、それは他人がとやかく言う問題でもないですしね。それに、今までのへたれで鬱うつ陶とうしい姿見てたら、落ち着くところに落ち着いてくれてよかったような気がしてしまうのは、いい加減俺達が慣らされちゃったからなんですかね」

　まあ、国見さんの女問題が発覚した時は、社員全員でストライキして味方してやるからさ。

　最後は蒼衣に向かってそう言って笑った佐藤に、笑えないと口元を引きつらせる。ありそうだから怖こわい。

　だが、皆の気持ちは嬉しいと思った。男同士で愛し合っているなどと言えば、大たい抵ていの場合、引かれるのが当たり前だ。佐藤が言ったように、きっと理解できないと思っている人間が大半だろうが、それでも否定せずそのまま受け入れてくれたことに感謝する。

「……皆、ありがとう」

　正直に礼を言うのは照れくさい気持ちもあったが、皆の気持ちが嬉しくて、自然と笑みがこぼれた。

「うわ……デレた」

「一倉のデレ、強きよう烈れつ」

「わあああ、見るなっ！　今見た奴、即そつ刻こく脳内から消去しろっ！　つか蒼衣！　お前も何急に笑ったりしてんだ！　笑いかけるなら俺だけにしろっ」

　途と端たんに国見が蒼衣の前に立ちふさがって、わあわあと騒さわぎ出す。

「何あれ、大人げない」

「心狭せますぎ」

「すぐふられちゃうね」

「おい、今振ふられるとか聞き捨てならないこと言った奴やつ！　ボーナスカットするぞっ」

「あ、今の若葉ちゃんです」

「わかばあああああっ」

「わんっ」

　とうとう蘇芳まで鳴き出し、手がつけられないぐらいにうるさくなった。

　怒おこりながら嘆くという器用なことをする国見に、社員や若葉が笑いながらちょっかいをかける。皆が楽しそうに笑っている姿を見ると、自然とまた蒼衣も笑顔になった。

　──叔母おばさん、ようやく俺、家族って言える人、見つけた気がする。

　今はまだ胸を張ってそうだとは言えないけれど。国見となら近い将来そうなれる予感がある。

　そうしたら、一番に叔母さんに報告に行こう。この人が俺の家族です、と墓に報告したら、きっと隣となりで国見は神しん妙みような顔をして『責任を持って幸せにします』と言うだろう。それに蒼衣は笑顔でこう言ってやるのだ。

　──もう幸せだよ、と。







　あとがき







　初めまして、佐倉温はると申します。

　最後まで読んでいただき、本当にありがとうございます。笑え顔がおでここまでたどり着いてくださっているといいのですが。

　このお話は、分かりやすくツンデレな攻せめが書きたいと思ったことが誕生のきっかけになっています。ですが、書き終わってみれば終始デレデレだったような気がします（笑）。

　国くに見みを書くのは本当に楽しかったです。蒼あお衣いがデレてしまうと、この二人はあっという間にデレデレになってしまいそうなので、蒼衣をツンツンさせるのに苦労しました。

　私は自分が書いたお話のその後を考えるのが好きなのですが、今度は国見のところに子供が訪ねてきて、国見が必死に「違ちがう！」と言い訳しているところが今浮うかびました（笑）。でもたぶん、この二人は周りが砂を吐はくような甘いカップルになっていると思います。蒼衣は加減が分からないだけなので、甘え始めると案外甘えん坊ぼうな気がします。

　何より、若わか葉ばのその後を想像すると楽しいです。ぜひ、もう少し大きくなったら国見と二人で蒼衣を取り合って欲しいと思います。蒼衣ちゃんは若葉にメロメロなので、勝負になりませんね（笑）。

　イラストは、おおや先生が描かいてくださいました。キャララフを見た時の衝しよう撃げきは、生しよう涯がい忘れないと思います。とんでもなく美人な蒼衣と、色気垂れ流しの国見に悶もん絶ぜつしました！　本当にありがとうございました！

　そして、すぐにネガティブになる私を毎度励はげましてくださった担当様。「脇わき役やくに感情移入するくせがあるようなので気をつけてくださいね」と言われたのにもかかわらず、こっそりと佐さ藤とうさんに名前をつけてしまうような私ですが、見捨てず一いつ緒しよに頑がん張ばってくださってありがとうございます。「国見は俺様わんこです」という担当様の言葉がなかったら、今の国見はありませんでした。俺様の部分をどこかに落としてきた気がしなくもないですが、わんこの部分は死守できたような気がします（笑）。

　それから、私を選んでくださった読者審しん査さ員の皆みな様さまと、機会を与あたえてくださった編集部の方々。皆様のお蔭かげで、今ここにいることができます。本当にありがとうございます。選んで良かったなと思っていただけるように、これからも精しよう進じんしたいと思います。

　そして最後に、この本を手に取って今読んでくださっている皆様。最後までお付き合いくださって本当にありがとうございます。できれば、またお会いできればいいなと願っております。




　　二〇一五年　四月


佐倉　温　
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